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[image: 異世界帰りの俺（チートスキル保持）、ジャンル違いな超常バトルに巻き込まれたけれどワンパンで片付けて無事青春をおくりたい。]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　歴戦の英雄たちが残した数あま多たの伝説────人々はそれらを、生ぬるいとさえ感じていた。




　火山の火か口こうからドラゴンの卵を持ち帰った騎士の伝説も。

　嵐を呼ぶ巨大な怪鳥を炎の矢で撃ち落とした射手の伝説も。




　その少年の前では、すべて霞かすんで見えるのだ。




　彼が火山の火か口こうに行けば、ドラゴンの卵を持ち帰るだけでなく、人々に仇あだなす悪竜の群れをすべて火か口こうに叩たたき落おとす。巨大な怪鳥と出会えば射落とすまでもなく、むしろ手て懐なずけて従順な乗り物にしてしまう。

　海では凶悪な海賊船団を壊滅させて、地図にない幻の島を発見した。砂漠では砂に埋もれた古代遺跡を探し当て、そこに封印されていた魔法の種を使って緑を復活させた……などなど。少年の活躍ぶりは枚挙にいとまがない。

　真に驚くべき点は、この数々の輝かしい功績をすべて少年ひとりで、しかもわずか一年足らずで成し遂げてしまったことである。

　懐疑的だったある町の商人は言った。そんな豪傑がいるはずがない、と。そして実際に見て驚きよう愕がくする。町を包囲した千の魔獣の群れを、たったひとりで殲せん滅めつしてしまったその少年に。

　怪物に姫君を攫さらわれたある国の王は言った。噂うわさが本当ならいますぐ連れてこい、と。そして実際に見て感服する。触れを出す前に怪物を退治して姫君を救出し、無傷で拝謁にやってきたその少年に。




　生きる伝説。今そこにいる勇者。もっとも神に近い男────。

　世界各地で賞賛の声が上がり、人々は少年の話題でもちきりとなった。




　そんな有名人にもかかわらず、彼の個人情報については、ほとんど知られていない。

　まず少年は無口である。出自をはじめ、その強さの秘密まで一切を語らない。他人との接触も必要最低限で、冒険以外の時間はいつも一人で静かに本を読んでいた。

　そして少年は無欲である。その才気に惚ほれ込こんだ某国の王から好きなだけ領地を与えると言われても、まるで興味を示さない。冒険で得た多額の報酬も、ほぼ全額寄付するほどだった。




　そんな折、世界に最大の危機が訪れる。

　古いにしえの神話にも「破壊神」の名で登場する太祖の魔獣。その長きにわたる封印が弱体化し、とうとう復活を許して世界に解き放たれてしまったのだ。

　天にも届くほど巨大な破壊神は、山を砕き、海を割る。その力は圧倒的で絶望的。彼ひ我がの差を見せつけられた人々は、抵抗する気力すら失い、世界の終しゆう焉えんを待つのみとなった。

　しかし、少年だけは、違った。

　人間では絶対に勝てないとされる破壊神が相手でも、果敢に戦いを挑んだのだ。力が及ばず敗走の憂うき目めにあっても、傷が癒えた直後にベッドから飛び出し、何度も何度も再戦に向かった。




　その戦闘回数────なんと、百と五十三回。




　少年はいくら敗走しても決して心が折れず、百五十三回目の戦闘で、ついに破壊神の心臓を貫くことに成功する。ここで破壊神は再び眠りにつき、世界に安寧が訪れたのだ。




　人々は驚嘆した。あの少年は本当に神の化身ではないのかと。

　そして確信した。きっと二百回でも、三百回でも、勝つまで挑み続けたに違いないと。




　少年は破壊神を討ち倒したあと、神域とされる人類未踏の聖山に登った。その後、彼の姿を見た者は誰もいない。古今東西あらゆる神話を超越したその少年は、最初から世界を救うことだけが目的だったかのように、人々の前から忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。




　あらゆる困難にも屈さず、最後に世界ごと救って消えた史上最強の英雄────。




　人々は知った。真の英雄とは、彼のような「決して諦めない心」の持ち主であると。










　世界に新たな神話が追加された。

　それはどんな苦境でも絶対に諦めず、安息の日々を求めて奮闘した真の英雄の物語である。







[image: 第一話　ＶＳ異能力者]

　俺は今日から変わる。変わる。変わるんだ……！　よし、行け俺。手を……掲げろッ！

　勇気を振り絞って、おずおずと挙手してみたら。

　予想通り、教室全体がざわついた。

「え、なんで桐きり原はらが……？」

「急にどうしたんだよ、あいつ……？」

　みんな不審者でも見るような目を向けてくる。まあ俺みたいな陰キャ……いや、ひっそりと生きてきた物静かな男が、いきなりクラス委員に立候補したんだ。そりゃ誰でも驚くわな。

　前のほうの席にいた女子生徒が、俺に続いて手を挙げる。

「武たけ流るくんがやるなら、私もやってみようかな」

　朝あさ倉くら奈な々な子こ。このクラスで唯一、俺を下の名前で呼ぶ幼おさな馴な染じみだ。てか、そもそもこんな俺に話しかけてくれるのも、クラスで奈々子だけなんだけどね。

　俺がクラス委員を決めるホームルームで名乗りを上げたのは、ちょっとした心境の変化があったからだ。ほんと勇気を出してよかったよ。まさか奈々子まで立候補してくれるなんて思わなかったしさ。あいつと二人でクラス委員ができるなら、今日からきっと楽しくなるぞ。

　それを機に、ただの幼おさな馴な染じみから脱却できたらな……なんて考えてしまう俺を誰が責められよう。それだけ奈々子はかわいいんだ。あいつに恋心を抱いているのは、俺だけではあるまい。

　議長役の先生は黒板の男子候補者の欄に、俺の名前「桐原武流」と書いた。そして女子候補者の欄に「朝倉奈々子」と────あれ、書かねえ？

「桐原の立候補はいいとしても、朝倉には生徒会の仕事もあるだろ。クラス委員との掛け持ちは、生徒会業務に支障が出るんじゃないのか？」

　おいおい先生。そんなこと言ったら、たぶん真面目な奈々子の性格上……。

「うーん……そうですかね。じゃあ、やっぱり辞退します」

　ほらな。あっさり引き下がっちゃった。そして俺に申し訳なさそうな顔を向けて、

「武流くんと一緒にできると思ったのに残念。ごめんね」

　今さらあとに引けない俺は、そのまま男子のクラス委員に決定。残りは女子枠なんだけど、みんな雑務が面倒なのか、陰気な俺とペアになるのは嫌なのか、奈々子の代わりに立候補する女子は誰もいなかった。

　結果、女子だけでくじ引きという悪あしき選定方法が採用され（先に決まっている俺としてはなかなかの居心地の悪さね）、晴れて俺とペアを組む女子クラス委員に選ばれたのが───。

　のちに俺の運命を狂わせる最初の一人、雛ひな代しろ紗さ姫きだった。







　雛代紗姫────。

　二年三組において、俺と並ぶ物静かな女子。とはいえ、単純に引っ込み思案な俺と違って、雛代さんは自分から距離をとっている感じ。まっすぐで長い黒髪と、恐ろしく整った目鼻立ちは間違いなく美少女の類いなんで、最初は話しかけようとする男子も大勢いた。

　それでも雛代紗姫は、傲然とした瞳で「私に関わらないで」とクールに突き放す。きっと笑ったらかわいいはずなのに、いつも感情が読めない無表情。ついたあだ名は「鉄仮面のヒナシロ姫」。なかなか的を射ていると思うよ。ちなみに俺が影で言われているあだ名は「空気王」な。存在感が希薄だからだってさ。的確すぎて、まったく笑えない。

　そんな新生クラス委員の俺たち二人は、放課後さっそく仕事を命じられた。教室の古くなった机の交換だ。新しい机を抱えて廊下を歩く俺の隣では、セットの椅子を抱えたヒナシロ姫が見事な鉄仮面を貫いている。俺もこいつも無口なんで、当然会話は一切ない。

　……って、いかんいかん。これじゃだめだ。俺は今日から変わるって決めたんだよ。これからは、もっと積極的にクラスメイトと交流をもって、友達を作る。そんでもって友達と一緒に弁当を食べたり、学校の帰りに寄り道したりする。そんなパリピに、俺はなるんだ。

　それのどこがパリピだよ？　って呆あきれる奴やつに、内気で友達のいない人間の気持ちはわかるまい。俺からすれば、その「普通の高校生活」を送ってる時点でお前ら勝ち組なんだよ。

　だから相手が鉄仮面のヒナシロ姫だろうと、思い切って話しかけてみたわけだ。

「こ、これから一緒に、クラス委員、が、がんばっていこうな……（にこっ）」

「………………」

　精一杯の愛あい想そうを見せたのに、隣の鉄仮面女子は俺に一いち瞥べつをくれただけで、なにも言わない。

　めげずに話題を振り続ける。

「え、えっと、雛代さんって、ソシャゲやる？　俺、最近ハマってるゲームがあるんだ」

「………………」

「そ、そうそう。めっちゃ面白いマンガがあってさ。それ異能バトルなんだけど」

「どうでもいいわ」

　ずっと無言を貫いていたヒナシロ姫が、やっとまともな反応を見せた。

「異能バトルなんて馬鹿馬鹿しい。私、大っ嫌い」

「あ、あはは……興味なかったかな。えっと、じゃあ雛代さんは、どんなマンガが……」

　せっかく会話の糸口をつかんだのに、ヒナシロ姫は、

「私に関わらないで」

　例の切れ味のいいセリフを鞘さやから抜いた。

「クラス委員になっちゃった以上、やることはやる。でも桐原くんと仲良くするつもりはないし、今後も不必要に話しかけないでほしいわ」

　そして一刀両断。友達を作ろうと思って話しかけた最初の相手が悪かった。




　放課後の誰もいない教室に新品の机と椅子を置いたあと、ヒナシロ姫はさっさと帰ってしまった。挨拶もなかった。

　……はあ、だめか。今日から変わるって決意したのに、なかなかうまくいかないなあ。

　がっくり肩を落としつつ、俺も帰ろうとしたところで。

「おい桐原」

　ヒナシロ姫と入れ違いで、金髪のクラスメイトの佐さ竹たけくんが教室に入ってきた。

「は、はい！　な、なんでしょう!?」

　佐竹くんは強面こわもての不良生徒。そんな奴やつに話しかけられた俺は────嬉うれしかったりする。だって、奈々子以外のクラスメイトに声をかけられたのは初めてなんだもん。

「ちょっと話がしたくてな。お前の仕事が終わるのを待ってたんだよ」

「ええっ!?　わざわざ俺を……待っててくれたのか!?」

「……なんかうざいな。まあいいや。お前、さっき奈々子に色目を使おうとしたろ？　地味なお前がいきなりクラス委員に立候補するなんて、それしか考えられねーし」

　あれ。佐竹くん、なんか怒ってる？　もしかして佐竹くんも奈々子が好きだとか。

「い、いや、別にその……俺はただ、今日から変わろうって思っただけで……」

「変わるだあ？　テメェ空気王のくせに、背伸びしてんじゃねーぞ、コラァ？」

　佐竹くんが胸ぐらを摑つかみあげてきた。鼻先まで迫るその顔は、オークよりも凶悪で。

　だから、ちょっと押しのけようとした────つもりだったのに。

　佐竹くんを押した途端、大気を震わせる「ドオン！」って低い轟ごう音おん。まるで時空がねじれたように、一瞬だけ景色が歪ゆがむ。俺から放たれた不可視の波動が、教室の机や椅子をすべて放射状に壁かべ際ぎわまで吹き飛ばす。もちろん佐竹くんも例外じゃない。

　ぱりいいいん。

　佐竹くんは教室の窓を突き破って飛んでいった。そこは校舎の四階なのに────。

「ああっ、ついやっちまった！」

　全身に光のオーラを宿した俺は、吹っ飛ばしてしまった佐竹くんを即座に追って、窓の外に飛び出す。落下する佐竹くんに追いついてキャッチ。お姫様抱っこの体勢で、難なく地面に着地する。ぶわっと砂すな埃ぼこりが舞った。

　や、やばかった。あやうく大事故になるところだった……。

「……いま、なにが起きた？」

　佐竹くんは俺の腕のなかで、両目をぱちくりさせていた。

「教室の机とか椅子が全部吹き飛んだと思ったら、俺までぶっ飛んでたんだけど」

「ああ、えっと…………台風、かな。五月でもたまにあるんだよなー」

「台風って、教室でいきなり発生するもんか？」

「え、するよ？　この間南米でもあったらしい。テスト中にみんな吹っ飛ばされたんだって」

「……それ、やべぇな。ん、でもよ。桐原も俺と一緒に、その台風で吹き飛ばされたんだろうけど、よく俺をキャッチして、しかも無事に着地できたよな」

「えっと、それは……そう、上昇気流だよ。おかげで俺たち、命拾いしたな」

「なるほど。下から神風ってやつが吹いたんか。この異常気象、マジでやべぇな」

　危ない危ない。これからはもっと気をつけないと。絶対にバレるわけにはいかないんだ。




　俺が異世界帰りの『超人』だってことはな。




　信じられないようなことだけど、本当なんだからどうしようもない。

　ふとしたきっかけで異世界に迷い込んだ系の体験談は、ネットにもよく転がってるだろ。じつはあれ、全部釣りってわけじゃないんだ。どうやら世の中は、思った以上に不思議なことで溢あふれているらしい。

　俺の場合、始まりはベタな工事現場転生だった。いつものように憂鬱な気分で登校していたら、工事中の道路の穴に落ちてしまった。気がついたときには、なぜか俺は宇宙みたいな空間に浮かんでいて、そこで自ら「女神」を名乗る不思議な女性と出会ったんだ。

「ようこそ、救世の英雄タケル。これからあなたは、エルファランドという名の世界に向かうことになります」

　その女神に誘いざなわれる形で、俺は剣と魔法の異世界「エルファランド」に飛ばされた。本当にこんな世界があるんだって感動したよ。テンションもぶち上がった。だって、まさかこの俺が、ラノベみたいな異世界転生をするなんて、夢にも思わなかったからさ。

　例の女神は言っていた。俺が冒険の果てにいずれ復活する破壊神とやらを倒すことができたら、元の世界に戻れるって。でも最初は「別に戻らなくてもいいかな」って思ったほどだ。だって現実世界では、友達がひとりもいない退屈な日々を送っていたわけだし。

　それに比べて異世界エルファランドでの冒険生活は、本当に刺激的だった。旅の途中で身につけたスキルを駆使して、モンスターと死闘を繰り広げる毎日。まあコミュ障なのは相変わらずで、基本的にひとり旅だったけど、孤高の英雄って感じで悪い気はしなかった。

　でもな……冒険を続けるうち考え始めたんだ。俺がこうしている間も、元の世界ではみんな普通の高校生をしてるんだろうなって。みんな普通の青春を謳おう歌かしてるんだろうなって。

　ないものねだりでダサいけど、なんだかその「普通」ってやつが、無性に羨ましくなってきたんだよ。「いま高校生に戻れたら、今度こそ青春を楽しんでやるのに」なんて言う大人と同じ感覚なんだと思う。幼おさな馴な染じみの奈々子に二度と会えないっていうのも、やっぱり寂しいし。

　いつしか俺は────元の世界に戻るために必死になっていた。

　より過酷なクエストに挑戦して強力なスキルを習得し、やがて復活した破壊神を苦心の末に撃破。こうして帰りのチケットを手に入れたわけだけど、すでにエルファランドに来てから、二年近くも経たっていた。奈々子たちはもう卒業してる頃だよな、と思いつつも、いざ元の世界に帰ってきてみれば────。

　例の工事現場の穴だった。エルファランドで身につけていた重厚な装備はどこにもなく、俺は懐なつかしい高校の制服姿で。しかも日付は今日の朝で。なんと俺が穴に落ちてから、時間はまったく経たっていなかったんだ。

　俺、まだ高校生できる……！　まだみんなと、普通の青春ってやつを送れるんだ……っ！

　それで決意したんだよ。今度こそ友達を作って、できれば奈々子とも仲良くなって、刺激に満ちた冒険生活とは無縁の、平凡な日常生活を楽しんでやるんだって。

　エルファランドで習得したスキルの数々は、今も健在だ。さっき佐竹くんを吹っ飛ばしたのは衝撃魔法で、追いかけて助けたのは飛ひ翔しよう魔ま法ほう。これらの異世界スキルはエルファランドでこそ強力な武器になったけど、こっちの世界では足あし枷かせになりかねない。もし騒がれたら、平凡な日常どころじゃなくなるからな。絶対に秘密にしておかなければ……。




「珍しい組み合わせだね」

　佐竹くんを腕から下ろした直後、奈々子がやってきた。

「二人って、仲良かったんだ」

「……そんなわけねーだろ」

　佐竹くんは舌打ちを残して立ち去ろうとした。それでも奈々子は呼び止める。

「ところで佐竹くんは、いつになったら髪を黒に戻してくれるの？　金髪もピアスも校則違反だって言ってるよね。ちゃんとしなきゃだめだよ」

「はいはい、わかってるっての。じゃあな」

　佐竹くんは逃げるように行ってしまった。

　……相手はド金髪の不良なのに、奈々子って本当にすごいよな。ふわふわのボブカットに、くりくりした瞳は小動物みたいだけど、言いたいことをはっきりと言える強い子だ。そのうえ誰とでも仲良くなれる朗らかさまである。クラスの女子は当然、男子たちにも「一番よく話す女子は誰？」って聞いたら、みんなが「朝倉奈々子」って答えるんじゃないかな。

　そんな奈々子と幼おさな馴な染じみで、しかも下の名前で呼び合う関係の俺は、少しだけ優越感をもっていたけど……しょせんはただの幼おさな馴な染じみだからな。最近は接点もないし、そのうちだんだん距離が離れていって、ただの他人になってしまうのかなあ……ぐす。

「え、ちょ、ちょっと武流くん、なんで泣くの!?」

「いや……久しぶりに会った奈々子が、なんだか遠い存在に見えちゃって……」

「久しぶりって、昨日も学校で会ったよね？」

「ああ、そうだったよな。俺まだ、普通の高校生できるんだもんな」

「??」

「で、奈々子はこれから生徒会か？」

「ううん。今日は図書室の整理を手伝う約束があってさ。これから顔を出すところなの」

　それは図書委員の仕事で、生徒会の奈々子がやることじゃないのに。こういうところにも、彼女の真面目な性格がにじみ出ている。

「図書室っていろんな本があるから、見てるだけでも楽しいんだよ。最近流行はやってる異世界転生系のラノベだってあるんだから。確か、武流くんも好きだったよね」

「あー、それ系の小説はもういいかな」

「なんで？」

　だって実際に行ってきたから。

　なんてことは、口が裂けても言えない。

「本って言えばさ、この間卒業した文芸部の部長も、すごく本が好きな先輩だったんだよ。クラブの連絡会議で会ったときに、よく話してくれたんだ。あの先輩、元気かなー」

　ふーん。この学校には、文芸部なんて部活もあったのか。今までひっそりと学校生活を送ってきたから、全然知らなかったな────って、待てよ。

「…………そうか。その手があったか」

　部活────共通の趣味をもつ友達と高確率で出会える場所。

　運動部は問題外だけど、文化系なら俺でも入れる。しかも文芸部なんて、すごくいいかもしれないぞ。俺みたいに本好きな連中が集まって、「桐原は最近なに読んでる？」「いまは京きよう極ごく先生かな」「お、『姑獲鳥うぶめ』か？　それとも『魍もう魎りよう』か？」「いや、『怪かい談だん之の怪かい』だ」「そっちか！　俺も『新しん耳みみ』とか好きなんだよ！」なんてコアな会話に花を咲かせられたら、きっと楽しいに違いない。そんでもって部活の帰りには、みんなと本屋巡りなんかしたりして……うわ、それめっちゃ楽しそうじゃんか。

「奈々子！」その幼おさな馴な染じみの両肩をがっしり摑つかむ。

「え、きゅ、急になに、武流くん……？」

　動揺する奈々子に、俺はぐいっと顔を近づけた。

「は、はわわ……ど、どうしたんだろ急に。どうしたんだろ……」

「文芸部の部室はどこだ？」

「…………え？　えと、図書室の隣の空き教室だけど、でも文芸部は」

「サンキュー！」

　奈々子はなにか言おうとしていたみたいだけど、俺は最後まで聞かずに走り出した。

「おーい、そこの人！　ボールを取ってくれー！」

　足元に野球部のボールが転がってきた。急いでいた俺は、さっさと拾って投げ返す。

「ぬわあああああああああっ!?」

　キャッチした野球部員が吹っ飛んだように見えた気が……くそ、力加減って難しいな。







　そんなこんなで、さっそく文芸部に入部することにした俺だけど。

　なんていうのかな。思っていた部活とはずいぶん違った。

「やー、まさかこの時期に二年生の入部希望者がいるなんて、まじびっくりっていうか。まあ楽しくやっていくっしょ！」

「はあ……」

「んでんで？　武流っちはどんな本が好きなわけ？」

「た、武流っち……？　えっと、なんでも読むかな。ミステリーもホラーもラノベも」

「へー、あたしまったく本読まないから、わかんねっすわ！」

　入部届けを持った俺を出迎えてくれたのが、部長を名乗るこの女子。美み山やま樹ぎ葵あおいさん。俺とは違うクラスの二年生らしい。

　ラフな感じで毛先をゆるくカールさせた長い髪は、ほぼ金色と言える茶髪。クリーム色のカーディガンは丈が長く、手が少し隠れている。一方スカートはやたら短くて、どうしても健康的な太ももに目がいってしまう。シャツは少しはだけて大きな胸元をチラ見せしているし、とにかく全体的にルーズ。真面目な奈々子とは正反対の印象だ。

「……あの、本を読まないなら、なんで美山樹さんは文芸部に？」

「ん？　適当な部活を探してたら、ラクそうなの見つけたんで。ま、ノリ的な感じ？　部長になったのも、三年生は誰もいないし、二年生があたしだけだったから。うけるっしょ？」

「じゃあ文芸部って、全部で何人」

「あ、ちょい待ち」美山樹さんは俺と話をしているのに、いきなりスマホを取り出して誰かと通話を始めた。「やほー。え、いま？　もちひま。えー、なにそれー、きゃははは！」

　……苦手なタイプだ。

　手持ち無沙汰になった俺は、改めて文芸部の部室を見渡してみた。

　空き教室が部室代わりなんで、普段の教室と大差はない。特徴といえば、後ろの壁かべ際ぎわに天井まで届く大きな書架が二つ並んでいるくらいだ。

　その手前で、椅子に座って本を読んでいる女子がひとり。佐竹くんや美山樹さんと違って、地毛と思われる綺き麗れいな長い金髪。それを赤いリボンでまとめている。瞳も青いし、たぶん外国人だ。

　小さな体でちょこんと座っているその姿は、かわいい西洋人形って感じだけど……なんか本を読みながら、ちらちらと俺を見てくるんだよな。

「え、えーと」話しかけてみた。「今日から文芸部に入る桐原武流です。よ、よろしくな」

「…………あっそ」

　せっかく話しかけたのに、お人形さんの返答は冷たいものだった。かといって、読書に集中するわけでもなく、やっぱりちらちらと視線を投げてくるわけで。

「あの、なんか俺、ずっと見られてるみたいだけど、なにか……？」

「はあ？　別に見てませんし。自意識過剰すぎ」

　ぷいっと顔をそむける。それでもやっぱり、またこっそりと俺を見つめてくるのだった。

　なんなんだろ、この子……？

「うん、うん。おっけー。んじゃ、すぐ行くわ。じゃーねー」

　やっと電話を終えたギャル部長が、俺に向き直った。

「んで、なんの話だっけ？」

「文芸部は全部で何人かって話だけど……」

「あー、今日入部してくれた武流っちを入れて三人だよ。そっちにいる一年生のマリーちゃんと、部長のあたしだけ」

「俺を入れて、たった三人……」

「ねえ、マリーちゃん。武流っちに自己紹介した？」

　声をかけられたお人形さんは、面倒臭そうにため息をついて、

「マリー＝ルイゼ・ファン・アストンクラウ」

「え？　あ、ごめん。もう一回言ってくれないかな？」

「マリー＝ルイゼ・ファン・アストンクラウ！　ほらね、どうせ覚える気もないんでしょ！　言っときますけど、こっちだって仲良くする気はありませんからね！」

　……なんでそんなにケンカ腰なんだろ。俺なんか悪いこと言ったか？

「さて、自己紹介も終わったことだし、あとは武流っちも適当にやって。あたし帰るから」

「え、ちょ、ちょっと待って美山樹さん。適当にやってって、その、なにを……？」

「ん？　ここ文芸部だよ？　読書しなきゃ入部した意味ないっしょ」

　お前が言うのか。

「それから、もう同じ部活の仲間なんだし、あたしのことは葵でいいよ。あと『さん』付けもいらないから。んじゃ、ばいばーい」

　美山樹さんはそれだけ言って、笑顔で部室を出て行った。

　同じ部活の────仲間。




　なんていい言葉なんだ…………っ！




　また俺をチラ見してきたマリーさんが、ぎょっと顔をこわばらせる。

「え、き、きもっ!?　なんで泣いてるんですか!?」

「……マリーさんに俺の気持ちはわかるまい」

　袖でぐしぐしと目元を拭った。美山樹さんは苦手なタイプだと思ったけど、案外いい奴やつかもしれない。コミュ力も高そうだし、こんな俺でも友達になれそうだ。

「うむ！　結構アリだぞ、文芸部！」

「……今度は急に元気になって。まじきも」

　マリーさんは相変わらず冷たいけど。

　書架にぎっしり詰まった本を確認する。美山樹さん──いや、葵の話では（下の名前を意識するのは、まだちょっと恥ずかしい）先輩たちが少しずつ集めた蔵書らしく、古典ミステリーから最近のライトノベルにいたるまで、幅広いジャンルが網羅されていた。

「あと」読書中のマリーさんが、ぽつりと言った。「そっちは先輩なんだし、私のことも呼び捨てでいいですから」

「え？　あ、ああ。わかった。じゃあその……ま、マリーは、なにを読んでるんだ？」

「………………」

　自分から話しかけてきたくせに、今度は無視か。ほんと難しい子だ。

　まあいい。それもおいおい打ち解けていくだろ。今日から俺はこの文芸部を拠点に、新しい高校生活をエンジョイしていくんだ！

　気分がよくなった俺は、なにか読んでいこうと思って、書架から適当な本を抜いた。少し前に流行はやった異能バトル系のライトノベルだ。ぱらぱらめくってみる。

「おお、懐なつかしいなこれ」

　独り言をつぶやく俺の傍そばで、マリーがちらっとこっちを見た。でもまた話しかけると嫌がりそうなんで、そっとしておく。そうだな、座る場所もなるべく離れたところにしよう。

「……ほらね。どうせ仲良くしてくれないんだから」

　なんかぼそっと聞こえたけど、たぶん気のせいだろう。マリーから離れた席に座った俺は、彼女にならって静かに読書を始めた。

　異能バトル系のラノベを読むのは久々だな。どれどれ……。
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　夜闇を鋭角に切り取る外灯の下で、パーカーの男と女子高生が対たい峙じしていた。

　公園にはその二人以外、誰もいない。女子高生のため息が、口火となった。

「せっかく今の学校にも慣れてきたところなのに……あんたたちの組織は、一体どこまで追ってくれば気が済むの？」

　男はパーカーのポケットからタバコを取り出して、一本口にくわえた。

「無論、地の果てまでさ」

　くわえたタバコに人差し指を近づける。ライターを使っていないのに、ボッと火がついた。

　火が灯ともる指先を腕ごと振り下ろす。ろうそくのようだった小さな火が、渦巻く紅ぐ蓮れんの炎ほのおとなって、男の右手に宿った。

「……発火系の能力者ね。発動速度Ｂ、破壊力Ｂ、といったところかしら」

　女子高生は、不思議な力で右手に炎をまとわせた男を見ても、まるで怯ひるんでいない。

「お前には二つの選択肢がある。組織に服従するか、俺の能力『炎の贈り物キヤンドルサービス』で焼かれて死ぬか。好きなほうを選べ」

「馬鹿馬鹿しくて、答える気にもならないわ」

「了解。お前がマルをつけたのは、死ぬほうってことだな！」

　男が炎をまとわせた右手を薙ないだ。射出された炎が地を這はって、女子高生に牙を剝むく。

　飛んでかわす。後ろに退ひいたわけではない。逃げる意志など微み塵じんもない女子高生は、どこまでも前に出る。回避行動がそのまま攻撃体勢への移行となる。

　今、男の右手に炎は宿っていない。一度射出すれば、再装塡が必要なのだ。そう判断した女子高生は、男が次の炎を装塡するよりも早く、相手の懐ふところに飛び込む。繰り出した後ろ回し蹴りはかわされたものの、胸部への掌打はヒットした。

　男は倒れない。女子高生はバックステップで素早く距離を取った。

「俺の『炎の贈り物キヤンドルサービス』をかわしたことは褒めてやるが、それだけだ。お前の攻撃は軽い」

　男が再び右手に炎を宿す。

　それでも女子高生は、表情一つ変えない。涼しい顔のまま言った。

「ニュートンが発見した万有引力は知ってるかしら」

「ああ？」

「質量をもつすべての物質は、互いに引き合っているっていう法則よ。でも私の能力はもっと顕著。さわったもの同士が引き合うの。質量の低い物質は、高い物質のところへ。私の意志ひとつで、強く強く、引き合うの」

　男が気づいたときには、もう遅い。

　女子高生の右手が、ぼんやりとした金色のオーラに包まれた。

「私はすでに、あんたの体にさわっている」

　さきほど掌打を打ち込んだ男の胸部には、女子高生の右手と同じ、金色に輝くオーラが貼り付けられていた。まるで刻印のように。

　事実それは、女子高生の「的」になったことを意味する。

「組織に服従なんてしないし、死ぬのもごめんだわ。だから私が選ぶのは、第三の選択肢。私の能力────『黄金妃の誘引クレオパトラ』で、暗い未来に光明を引き寄せる！」

　女子高生は黄金の右手で、傍そばにあった放置自転車に触れた。

　一台ではない。二台、三台、四台、五台、六台────すべての自転車が彼女の高潔な意志を受け継いで、刻印をつけた男めがけて次々と飛ひ翔しようする。

「な、なんだとおおおおおおおおおッ!?」

　的にされた男は、避けることすらままならない。強い引力で導かれた六台もの自転車が高速で激突。肋ろつ骨こつが砕け、運悪くペダルが当たった鼻骨も砕かれる。

　やがて男は数台の自転車の下敷きになり、ぴくりとも動かなくなった。

「……黄金の意志に飲まれて眠れ」
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　引力を操る女子高生────雛代紗姫は、長い黒髪を搔かき上あげてそう言った。
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　な、なんだ、あれ。なんか、すげーもん見ちゃったぞ……。

　驚いたなんてレベルじゃない。確かにさっきまで、文芸部の部室で異能バトル系のラノベを読んでいたけどさ。まさか現実でもやってる奴やつがいるなんて、誰が想像できるっていうんだ。

　いや、もちろん俺は、「世の中には超不思議なことがたくさんあるんだぜー」ってことくらい、身をもって知ってるよ？　でもさすがに考えないだろ。

　異能バトルをやっていたのが、あのヒナシロ姫だったなんてさ。

　現実に異能力者が存在したことよりも、俺的にはそっちのほうが衝撃だ。なにがなんだか、さっぱりわからん……。

　混乱の極みに陥った俺がとった行動は、ひとまずヒナシロ姫に声をかけることだった。

「あのー」

「え？　ええっ!?」ヒナシロ姫はぎょっとして振り向く。「な、なんで桐原くんが、こんなところにいるの!?」

「この公園、俺の帰り道だから。それよりもさ────」

「な、なによ。あんたがなんか見たんだとしても、それ全部気のせいだから」

「黄金の意志に飲まれて眠れ……って、なんだ？」

　ばっ。

　ヒナシロ姫は両手で顔を覆って、しゃがみこんだ。もう一度聞いてみる。

「なあ、あれってなんかのセリフなのか？」

「知らない知らない！　もうやだ！」

「暗い未来に光明を引き寄せる！　とかも言ってたけど。かっこいいな、そのセリフ」

「もう放ほっといてってば！　私に関わらないでって言ってるのに！」

　顔を覆う指の隙間からは、頰を真っ赤に染めた羞恥の表情が見え隠れしている。鉄仮面とか言われてるけど、こんな顔もできるんだ、なんて吞のん気きなことを思ってしまった。

　その油断が、のちの俺の運命を狂わせる。

　視界の隅で自転車の下敷きになっていた男が、よろよろと起き上がったんだ。そいつは右手に炎を宿らせて────俺たちに向かってそれを放ってきた。

　襲い来る紅ぐ蓮れんの炎ほのおは、ちょうどヒナシロ姫と男の火線上にいた俺に直撃した。

　途端に俺の体は、地獄のような業ごう火かに包まれる。

「うげえええええええええええええ!?」

「ああっ!?　き、桐原くんッ!?」

「うげえええええ……って、あ、ああ。大丈夫、みたいだ……」

　業ごう火かはすぐさま、霞かすみのように消失した。俺の体はもちろん、制服すら焼き尽くす前に。

「は、はあ!?　大丈夫なわけないでしょ!?　あんた今、めっちゃ燃えたのよ!?」

　心配そうにしがみついてくるヒナシロ姫には悪いけど、本当に大丈夫なんだ。

　異世界で習得した自動発動パツシブスキル、『火炎無効』があるから。

「ちょっと待ってよ……ええ？　どういうこと!?　なんでなんともないわけ!?」

「い、いや、それはその────あぐう!?」

　俺の背中に炎の第二撃が飛んできた。ヒナシロ姫の意識が俺に向いていたのをいいことに、炎の能力者がまた撃ち込んできたんだ。

　でもそれすらも、少し熱いって感じる程度で、すぐに消滅した。焼かれることはなかった。

　炎の能力者が、ぼそりとつぶやく。

「……なるほど。お前、炎を無効化する能力者、か……」

「なんですって!?」

　ヒナシロ姫が俺の背中を再確認すると同時。公園の脇に一台のセダンが停車した。能力者の男がそれに乗り込むと、セダンはうなりをあげて急発進する。

「あ、待ちなさい！」

　当然ヒナシロ姫の怒声程度で停とまるわけもなく、セダンは一瞬で闇の彼方かなたに消え去った。

　静けさを取り戻した夜の公園で、残されたヒナシロ姫がじとりと俺を睨にらみつける。

「……まさか桐原くんまで、能力者だったなんて」

「え？　いや、違う違う！　俺はそういうのじゃなくて……！」

「自覚がないのね。私も最初はそうだったわ。でも桐原くんには間違いなく、炎を無効化する能力がある。二回も炎の攻撃を受けて無傷なのが、なによりの証拠よ」

「だからそうじゃないんだって。ええと、なんて言えばいいんだ……」

「もう隠しても無駄だから言うけど、あいつらはこの異能の力を犯罪に利用しようとする危険な能力者組織なの。その掟おきては絶対で、一般人に能力を見られたら必ず消す。さっきの男が桐原くんを焼き殺そうとしたのも、それが理由よ」

　能力者組織って……そんなものまであるのかよ。世の中、ワンダーランドすぎやしないか？

「でも桐原くんはただの一般人じゃなくて、私たちと同じ能力者だった」

「だから違うっての」

　ヒナシロ姫は構わず続ける。

「組織が自分たち以外の能力者を見つけた場合、二つの選択を迫る。服従か、死か。あの組織は全国各地に支部があるから、一度マークされたら絶対に逃げられない。どこまでも追ってくるわ。今後は桐原くんも、連中に追われることになる……私みたいにね」

「はい？」

　きょとんとする。次に出たのは乾いた笑いだ。

「……はは、いやいや。組織から追われるって、そんなことされたら、平凡な日常どころじゃなくなるから」

「だからそう言ってるのよ」

「な……っ」

　絶句した。ヒナシロ姫は憐あわれむように目を伏せて、

「あの組織は底が知れないもの。私も今までずっと、戦いながら逃げ続けてきたわ」

　悲しい顔だった。そして一拍置いたあとは、またいつもの鉄仮面に戻る。

「居場所が特定された以上、もうここにはいられない。今夜中にでも街を出るわ。桐原くんも逃げる気があるなら一緒に来て。転校とかの手続きは、私の協力者が全部やってくれるから」

「いや、ちょっと待ってくれ。話が急すぎて」

「混乱するのもわかるけど、悠長にしてる時間はないの。おたがいに荷物をまとめて、二時間後に駅で会いましょう。じゃあね」

　それだけ言うと、ヒナシロ姫はさっさと歩き去ってしまった。




　……俺が炎を無効化する能力者として、能力者の犯罪組織にマークされただと？

　一度マークされた以上、連中はどこまでも追ってきて、服従か死を迫ってくるんだとさ。すげー怪しい話だけど、たぶん事実。実際ヒナシロ姫は、組織の能力者と戦っていたわけだし。

　さて、ここで問題です。じゃあ俺の今後はどうなるんでしょうか。

　１、組織に服従を誓って連中の仲間になる。　→　異能バトル編へ。

　２、ヒナシロ姫と一緒に逃げながら戦う。　→　異能バトル編へ。

　うん。どっちにしても、日常編は終了だ。

　ははは、なんという急展開。異世界エルファランドから戻ってきたのは今朝なのに。これからは普通の高校生活を送るんだーって決意したところなのに。さよなら、俺の平凡な日常。ようこそ、刺激に満ちた異能バトルの世界。さーて、今後はどんな冒険が待ってるのかなー？

　……って、ふざけんな。

「諦めん」

　ぽつりと漏らしたあと、右手に魔力を集中させた。

「俺は日常編を諦めねえ……異能バトル編なんて、強引に終わらせてやんよ……！」




　　　　◇




　雛代紗姫は部屋の荷物をまとめたあと、最寄りの駅で武流を待っていた。

　荷物はとても軽い。組織の襲撃に備えて、ほとんど私物を持っていないのだ。

　自分はいつまで、こんな生活を続けなければならないのだろう。

　思い起こせば、中学時代からの逃亡生活だった。もはやきっかけは知る由よしもないが、幼い頃からすでに異能力に目覚めていた紗姫は、人知れずこっそり引力を操る能力で遊ぶことがあった。そしてある日、運悪くも組織の能力者に現場を目撃されてしまう。

　最初は犯罪者集団とは知らず、むしろ優しい人たちだと思った。児童養護施設で暮らしていた紗姫を引き取り、能力者についていろいろと教えてくれたからだ。危険な集団だと知ったのは、まだ中学二年生だった紗姫に、要人の暗殺計画を持ちかけられたときだった。

　紗姫はそこで、組織から逃亡した。

　以降は組織の追っ手と戦いながら、ずっと逃げ続ける毎日。どこまで逃げても、組織は必ず紗姫を見つけ出しては、例の二択を迫ってくる。紗姫はその都度、転校を余儀なくされた。

　今の学校にやってきたのは、半年ほど前になる。行く先々の学校で他人と距離を取っていたのは、組織との戦いに巻き込んでしまう可能性を危惧していたからだ。

　だから武流には悪いことをしたと思う。自分と関わりをもたなければ、組織に能力者だということを悟られずに済んだかもしれないのに。

　スマートフォンで時間を確認する。そろそろ約束の二時間が経たつ。武流は……来ないかもしれない。急な話だから、それも仕方ないだろう。その場合は自分だけで街を出るつもりだった。

「ごめん雛代さん。遅くなった」

　ちょうどそこで、武流がやってきた。挨拶もそこそこに、紗姫はさっさと歩き出す。

「さあ行くわよ。まずは電車で逃げられるところまで逃げる。どこか落ち着ける場所を見つけたら、私の協力者に連絡して転居とかの手続きをやってもらうから。しばらくは私と同居することになると思うけど、文句は言わないでね。その……し、仕方ないんだし」

「いや、たぶん大丈夫だと思うけど。とりあえず、さっきの連中のアジトは潰してきたから」

「お金は持ってる？　ないなら、多少は貸せるから。できればカード類も使わずに……って、どうしたのよ。早く来なさいよ」

　武流はその場からまったく動いていなかった。むしろ背を向けて帰ろうとしている。

「だからもう逃げなくてもいいだろ。高校生の男女の逃避行とか、非日常な展開は置いといてさ。早く普通の日常に戻ろうぜ。俺まだ、宿題もやってないんだよ」

「……あんたね。なにをふざけてるのか知らないけど、私たちは組織の連中に見つかったのよ!?　いつまた追っ手を差し向けられるか、わからないって状況なのに……！」

「だからさ」

　まるで聞き分けのない子供を諭すような口調で、武流は言った。

「そいつらはもう、いないんだってば」




　　　　◇




　時刻は一時間ほど前にさかのぼる。

　例の能力者組織が所有する四階建ての持ちビルは、ひどく騒然としていた。

「……もう一度聞くぞ。誰が、何人で、攻めてきたって？」

　ビルの責任者である幹部の男が、苛いら立だちを隠しきれずに言う。

　報告に駆けつけてきた炎の能力者は息も絶え絶えに、

「で、ですから相手は、さ、さっき俺が公園で見つけたガキひとりで……」

「だからそのガキってのは、お前の炎を無効化するだけの能力者だろ!?　それなのに、なんで二十人はいた部下どもが全員やられるんだ!?」

「わ、わかりません……ただ奴やつは、本物の……バケモノ、でした……」

　炎の能力者はそれだけ言うと、精魂が尽き果てて気を失った。

「バケモノだあ？」

　ちょうどそこで、部屋のドアが乱暴に開け放たれた。ひとりの少年が姿を見せる。

「あんたがここのアタマだな？　人を待たせてるんで、さっさと終わらせるぞ」

　本当にたったひとりでやってきた。まだ年とし端はもいかない少年が。怯おびえや緊張の類いは一切なく、その堂々とした佇たたずまいは、まるで幾多の戦場を渡り歩いた歴戦の戦士のような貫かん禄ろくで。

「……なるほどな。どうやったか知らねーが、部下どもが全員やられたって話も、まんざら噓うそじゃなさそうだ。だが、俺は一筋縄にはいかねーぞ。この支部を預かる俺の能力は────」

「知らんわあああああああああああああああああッ！」

　少年が右手を振り下ろすと同時。

　地鳴りのような轟ごう音おんを伴って────巨大な隕石が落ちてきた。

　フロアの半分以上を占めるサイズのその隕いん石せきは、壁や天井を発泡スチロールのように容易たやすく圧壊。悪魔的な質量でビルごと斜めに削り取っておきながら、無責任にも消失した。

　幹部の男は話の途中で、すでに天井の崩落に巻き込まれていた。その自慢の能力を披露する前に。あまりにも無慈悲で、一方的な破壊をもってして。戦闘はあっけなく終了していた。

「……戦場の心得。一つ、無駄話をしている相手には、全力で先制攻撃を放つべし」
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　かつて異世界エルファランドにひとりの少年が転生した。どんな苦境に陥っても決して諦めず、百五十三回にも及ぶ激闘の末に破壊神を倒し、エルファランドを救った史上最強の英雄。

　その英雄の名は、桐原武流────。

　元の世界に戻ってきた今では、平凡な日常に憧れる一介の高校生である。




「やっぱり異能力者お前らは、〝異世界転生者俺〟の敵じゃなかったらしい」




　　　　◇




「────で、あれをやったのが、桐原くんだって言うわけ？」

「ああ」

　能力者組織の支部だったビルは、隣の県の港湾地区にあった。現在そのビル周辺では、警察が現場検証をしている最中だ。もちろん呼んだのは俺。「なんか爆発騒ぎがあったんで、来てください」とだけ伝えて一旦は逃げた。そのあと駅で雛代さんと合流。まあ予想通り説明しても信じてくれなかったんで、彼女を連れてまたここに戻ってきたわけだ。

　雛代さんは、俺が半壊させた四階建てのビルを啞あ然ぜんと見つめている。

「ちょっと待って。ええと、整理させて。確かにあのビルは、連中の支部のひとつだって情報はあったけど……なんであんたがそれを知ってたの？」

　ハンタースキル『追跡』。魔力で生み出した人工精霊を飛ばして、直前に攻撃してきた相手を追尾させるって代物だ。それで公園で俺を攻撃した炎の能力者を追って、奴やつらのアジトだったビルを突き止めた。

　簡単に説明したけど、まだ雛代さんはよくわからないって顔をしている。

「……じゃあ連中のアジトを半壊させたのは？」

　範はん囲い殲せん滅めつ魔ま法ほう『隕石操滅魔法メテオスロギア』。もちろん幹部の男には直撃させてないし、無事も確認している。巨きよ大だい隕いん石せきで連中のビルをちょっと斜めに削り取っただけだ。隕いん石せきはすぐに消したしな。

「そんな感じで、ここにいた能力者たちは全員ブチのめしたんだ。みんな今頃は、警察で取り調べ中か病院だろ。パトカーが来るまでこっそり見張ってたから、間違いないと思うけど」

「………………」

　雛代さんは呆あつ気けにとられた顔で、半壊したビルと俺を交互に見つめている。

　なんか妙な反応だな。あれか、警察に能力者のことを知られたら面倒だって思ってるとか？　でもそれは組織の連中も同じだろ。だから能力者のことを一般人に漏らしてはならないっていう鉄の掟おきてがあるんだ。それを破ったら組織から消されるんだと。たぶん捕まった連中がいくら取り調べを受けたところで、自分たちことや、俺たちのことは言わない……と思うんだけど。

「なあ。なんか気になることでもあるのか？」

「当たり前でしょ……」

「あ、わかった。もうほかの支部にも俺たちの情報が出回ってるかもしれないって思ってるんだな？　大丈夫だって。もしまた組織の連中が襲ってきたら、そのたびに潰せばいいんだよ」

　雛代さんは奥歯を嚙かみ締しめながら、ゆっくり言った。

「私が一番気にしてるのは、あんたのことよ……ッ！」

「え？　俺がどうかした？」

「能力者はひとりにつき、ひとつの能力……だから私は引力を操ることしかできないし、ほかの能力者だってそう……！　でもあんたは炎を無効化した挙げ句、人工精霊とやらで組織の支部を突き止めたり、そのうえ隕いん石せきまで落としたり……！　一体あんた何者なの……ッ!?」

「だ、だからさっき説明したろ。俺は異世界転生者だって」

　本当は誰にも言いたくなかったけど、能力者組織の支部を潰したって話をした時点で、言わざるを得なかった。でも雛代さん、信じないんだよな。

「異世界なんてあるわけないじゃない！　ファンタジーで煙けむに巻まかないで！」

「いや、雛代さんがそれを言っちゃだめだろ」

　お前らがやってる異能バトルだって、十分ファンタジーだろうが。

「……ふん、誤魔化しているつもりだろうけど、私は騙だまされないわよ。たぶんあんたは、組織と敵対関係にある第三勢力の能力者ね。きっと複数の能力をもてるように、遺伝子操作でもされたんだわ。私に近づいた目的はなに？」

「だからさ。俺は能力者じゃなくて……」

「言えないってわけね。わかったわ。こっちもあんたが敵か味方か判断がつくまで、しばらく監視させてもらうから」

　雛代さんはそれだけ言い残して、さっさと立ち去ってしまった。

「……なんだよ、第三勢力の能力者って。まあ信じないなら、別にいいけどさ」




　　　　◇




　そんなこんなで、慌ただしい一夜が過ぎた。

　一応、翌朝にニュースサイトをチェックしたら、ちゃんと見つかった。昨日の組織の連中が逮捕されたっていう記事が。罪状は銃刀法違反から爆発物所持に麻薬所持。なにしろ犯罪者集団なんで、ほかにもいろいろと余罪が出てくることだろう。

　こうして目め障ざわりな連中を一掃できた俺は、かなりご機嫌だった。だって異能バトル編は早々に終わって、静かな日常生活編が再開したんだから。

　さーて、今日の放課後も、普通の高校生っぽく部活に精を出しますか！

　と、元気よく文芸部の部室に向かったんだけど、そこで俺を待ち受けていたのは、あまりよろしくない連絡だった。




「……え。廃部になる？」

　部室の前で出会った奈々子は、神妙な面持ちで頷うなずいた。

「うん……文化系クラブって、常時五人以上の部員が必要なの。でも文芸部はこの五月になっても、まだ武流くんを入れて三人しかいないでしょ？　せめて四人いれば、継続の見込みありってことで、廃部までしばらく猶予が与えられるんだけど……」

「そ、そんな。俺、昨日入部したばっかりだぞ？　居心地も悪くないって思ってたのに、なんとかならないのか？」

「私だって武流くんの頼みは聞いてあげたいけど……規則は規則だから。本当にごめん」

　奈々子は心底申し訳なさそうに、頭を下げた。

　……なんてこった。これから文芸部を拠点に高校生活をエンジョイするつもりだったのに。

　でもここでわがままを言ったら、奈々子も困るだろうしな……どうしよ。

「ひとまず四人いればいいのよね？」

　奈々子の後ろから、雛代さんがやってきた。

「私、今日から文芸部に入部するわ」

「ええっ!?」

　驚きのあまり、変な声が出た。だって相手は、あの鉄仮面のヒナシロ姫だぞ？　なにかあれば「私に関わらないで」の雛代紗姫だぞ？　そいつが入部してくれるなんて……！

　でもこれで文芸部は存続できる！　俺はまだ部活を楽しむことができるんだ！

「そうかそうか！　もう雛代さんも普通の高校生活を送れるんだもんな！　よっしゃ！　今日から同じ部員として、仲良くやっていこうぜ!?」

「勘違いしないで」

　雛代さんは俺の耳元に唇を寄せると、熱い吐息とともにこんなことを言った。

「昨日も言ったでしょ。あんたが敵か味方かはっきりするまで、監視するって」

　……ああ、そういうことね。まあ部活が続けられるなら、別になんでもいいや。

「あのー……」

　奈々子がぽつりと言った。

「雛代さんはどうして急に、文芸部に入部しようと思ったの？」

「武流がいるからよ」

「……え？」

「それ以外の理由はないわ。悪いけど、今後もなるべく私には関わらないで」

「そ、そっか……はは、武流くん、や、やるなあ！　いつの間にか雛代さんとも仲良くなっちゃって。じゃ、じゃあ私はこれで帰るね！　ば、ばいばい！」

　奈々子はそそくさと立ち去った。なんか慌てていたように見えたけど、どうしたんだろ。

　まあいいか。能力者組織の問題は解決したし、文芸部も存続できることになったし、全部いい方向に向かってる。あとは友達を作って、奈々子とも恋人関係になれたら、最高に幸せだ。

　さあ、今日から全力で高校生活を楽しむぜ！




　──と思ってたんだけど、このときはまだ気づいていなかった。

　異世界転生したのもそうだけど、どうやら俺は困難を呼び寄せる星の下に生まれたらしい。




　これはどんな苦境でも絶対に諦めず、安息の日々を求めて奮闘した俺の物語である。




「絶対にあんたの正体を暴いてやるんだから……」

　雛代さんが微かすかな声で、そう言った。
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　うちがやってるのは水道管工事だよ。老朽化した水道管を新しいものに取り替えるために、重機を使って道路を掘削するんだ。まあ騒音や振動はあるし、通行制限だってかけることになるから、これでも近隣住人には気を遣って作業してるんだよ。

　うん。通学路だからね。学生さんも結構通るよ。

　……ああ、本人に聞いたの？　もちろんこっちも気をつけてたんだけどさ。

　そうだよ。昨日の朝だった。そりゃ、びっくりしたよ。確かにちょっと目を離してたけど、まさか掘削した穴に落ちるなんて思わなかったから。

　彼に言っといてよ。本が好きなのはわかるけど、さすがに歩きながら読むのはやめたほうがいいって。歩きスマホだって問題なんだから。

　え、そのとき変なことはなかったかって？

　……そういえばあれかな。工事中の穴に落ちたときは、「うわああああああ」って子供っぽい悲鳴をあげてたんだけど、僕らが大丈夫かーって駆けつけて穴を覗のぞき込こんだら、すごく凛り々りしい声で「問題ない。迷惑をかけたな」って返されてさ。

　まあそれだけなんだけど。今にして思えば、ちょっと変だったかな。

　だって穴に落ちる前は、気弱で物静かな子に見えたんだよ。でも穴から出てきたときは、やけに堂々としているっていうか。たくさんの戦場を経験した兵士って感じ？　そんな風に見えたんだよね。

「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ」っていう言葉があるけど、彼の場合は一瞬だよ。穴に落ちてから一瞬で、まるで人が変わったみたいに感じたんだから。

　あれかな。もしかしたら穴に落ちた一瞬だけ気を失って、長い夢でも見てたのかなぁ。
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「お疲れ様でした、タケル。やはりあなたは、私が見込んだとおりの人でしたね。真の英雄の条件である『決して諦めない心』を武器に、見事破壊神を倒して、このエルファランドに平和を取り戻してくれました」

　宇宙に似た空間で、俺をエルファランドに導いた異世界の女神が言った。

「……こっちの世界に来て、改めて思ったよ。俺が今まで退屈だと思ってた日常って、じつはかけがえのないものなんだって。なにも起こらない毎日を、友達と一緒になんでもないように過ごす。それが一番の幸せなんじゃないかって、思ったんだ」

「元の世界に帰りたい理由は、それだけではありませんね。好きな子が……いるのでは？」

　俺は照れ隠しに笑って、頷うなずいた。

　そう、奈な々な子こだ。元の世界にはあの幼おさな馴な染じみがいる。友達や奈々子と一緒に、平凡な毎日をのんびり過ごせるなら、ほかにはなにもいらない。あの反則的に強かったチート野郎の破壊神に百五十三回も戦いを挑んだのも、すべてはそんなささやかな願いを叶かなえるためだった。

「ではこれより、あなたを元の世界に戻して差し上げます」

　女神が錫しやく杖じようを掲げると、大いなる光が放たれた。

「さようなら、真の英雄タケル。願わくば、その『決して諦めない心』を武器に、これからも幸多き人生を歩まんことを」

　光の奔流に包まれた俺は────次の瞬間、懐なつかしい母校の校門前にいた。

「え……？　た、武たけ流るくん!?」

　ちょうど校門の脇に、奈々子がいた。彼女は驚いた顔で駆け寄ってくる。

「今までどこに行ってたの!?　ずっと心配してたんだよ!?」

「ふふ、ちょっと大冒険をしてたのさ。なあ奈々子。俺は今日から、普通の高校生活を満喫」

「あ、ごめん。話を聞いてあげたいんだけど、これから大学の講義なんだ」

「…………え？」

「おーい、佐さ竹たけくん！　こっちこっち！　もう、遅いよぉ」

　金髪にピアスの不良生徒、佐竹くんがやってきた。

「あれ？　お前は確か、高二の時に行方不明になった……えっと、名前なんだっけ」

「桐きり原はら武流だよ！」

「ああ、空気王な。存在感が薄すぎて、名前も出てこなかったわ。んじゃ、行こうぜ奈々子。講義のあとは映画を見に行くんだったよな」

「うん」奈々子は俺に笑顔を向けた。「私、高校の卒業式に佐竹くんから告白されて、付き合うことになったの。それじゃ、またね武流くん。今度ゆっくり話そうね」

「早く勉強の遅れを取り戻せよ、空気王」

　そう言った佐竹くんの腕に、奈々子は自分の腕を絡からませて歩き去った。

　…………。

　………………どゆこと？

　あ、そっか。俺、向こうの世界に二年くらいいたんだっけ。はは、そりゃクラスメイトはみんな卒業してるわな。奈々子も彼氏ができて幸せそうだし、俺はこれからどうすっかな。やることないし、引きこもって女子高生キャラのＶチューバーでもやろっかなー。




「って、いやじゃああああああああああああああああああッ！」

　絶叫しながら顔をあげたら────そこは見慣れた二年三組の教室だった。

　クラスの全員が注目している。前のほうの席では、振り向いた奈々子が唇に人差し指を当てていて、隣の席では雛ひな代しろさんが相変わらずの鉄仮面でこっちを見ていた。

　な、なんだ夢か。よかった……。

　確かに俺は異世界エルファランドに二年くらいいたけど、戻ってきたら例の工事現場の穴のなかで、時間はまったく経たってなかったんだ。もし今の夢が現実だったらって考えると、ぞっとする。

「……ふう。あぶねえあぶねえ。俺まだ、みんなと高校生できるんだもんな……」

「お前の授業態度次第では、進級させないがな」

　授業中の先生が、怒りをにじませて言った。







　放課後の廊下を、奈々子と一緒に並んで歩く。

「授業中に寝たらだめじゃない。いつもはそんなこと絶対しないのに……」

　奈々子が言う「いつも」とは、俺の体感時間でいえば二年も前の話だ。エルファランドではずっと戦ってたから、のんびりした時間に眠る癖がついちゃったんだな。

「ごめん。気をつけるよ」

「なんか変なんだよね……思えば急にクラス委員に立候補したり、その、雛代さんとも仲良くなったりって。前の武流くんからすれば、考えられないことなんだけどな……」

「ちょっと心境の変化があったんだよ。教室の隅っこでじっとしたまま高校生活を終わらせるのは、もったいないなって思って」

「それはいいんだけど……そうだ。あの、ついでに聞いていい？　おとといの夜、ビルの爆発事件で捕まった人たちがいたでしょ。麻薬所持とか銃刀法違反とか、いろんな罪状で」

「ああ、ニュースで見たよ」

　例の能力者組織の連中の話だ。

「なんかＳＮＳで事件現場をアップしてた人の写真に、うちの高校の制服を着た男女が写ってたんだって。顔ははっきりわからないけど、武流くんと雛代さんに見えなくもないって噂うわさがあって……」

　……俺が半壊させた組織のビルを雛代さんに見せていたときだな。現場にはパトカーの音を聞いて集まった人たちが結構いたもんな。

「人違いだよ」ひとまず否定しておく。「そもそもあの事件現場って、よその県だろ？　なんで俺が雛代さんと一緒に、そんな遠くまで行かなきゃならないんだよ」

「だ、だよね。う、うん。さすがに夜に遠出するようなデートはまだ早いよね」

　デートってなんの話だ？

「おーい、桐原」

　後ろからやってきたクラスメイトの男連中が────え、俺に話しかけてきた!?

「さっきの授業中、笑ったよ。あんなでかい声で寝言を叫ぶなんてさ」

「い、いや。はは……」

　もともとコミュ障なんで、よく知らない人たちと会話をするのは、まだ慣れない。

　それでもクラスメイトたちは、和やかな雰囲気で俺の肩をぽんと叩たたく。

「これから俺たち、カラオケに行くんだけど、お前も来るか？　朝あさ倉くらは……生徒会だっけか」

「そうなんだよねー。武流くんが行くなら、私も行きたかったんだけどなあ、カラオケ」

　奈々子が残念そうな笑みを見せてくる。

　え、ちょっと待って。

　いま俺、クラスメイトから、遊びに誘われてる……？

「ど、どうしたの武流くん!?　なんで急に泣くの!?」

「……くうう、紛争だ飢き饉きんだと騒がれている困窮した世界の片隅で、俺が遊びに誘われるなんて素敵なことがあってもいいのか……ッ!?」

「ははっ、桐原って意外と面白いな。ずっと教室の隅っこで本ばっかり読んでるから、厨ちゆう二に病びようの入った痛いオタクかと思ってたよ」

「俺は厨ちゆう二に病びようじゃないぞ。ノーマルな明るいオタクだ」

「あははっ。で、どうするんだ、カラオケ？」

「行くに決まってんだろ！　なにがあっても絶対行く！」

　友達付きの高校生活エンジョイ編────爆・誕！　俺はこの日のために、エルファランドの過酷な試練を乗り越えて元の世界に帰ってきたんだ！

　みんなと一緒に「こじらせた厨ちゆう二に病びようはきついよなー」って話をしながら歩いていたら。

　廊下の窓枠に両肘をついて、誰かとスマホで通話している雛代さんを見かけた。

「……ええ。桐原武流よ。本人は能力者じゃないって言い張ってるけど、あれは間違いない。これは推定だけど、能力発動速度Ｓ、破壊力Ｓの能力を無数に所持しているわ。それらの能力を総じて便宜上──そうね、『神の戦車メルカバー』って名付けておこうかしら。ええ。追加情報があったら、こっちも知らせるから。それじゃ」

　通話を終了した雛代さんは、俺に気づいて振り向いた。

「あんたが組織とどんな関係にあるのか、調べてもらうことにしたわ」

　きょとんとしていた奈々子が、おずおずと話しかける。

「あの、『神の戦車メルカバー』ってなに？　あと組織って……？」

「武流以外には関係ない話よ。私たち二人の問題に首を突っ込まないで」

　クラスメイトたちが生暖かい目を向けてきた。

「ヒナシロ姫と厨ちゆう二にごっこか……レベル高えな」

「え、いや、違う違う！　これはそういうのじゃなくて！」

「……なんか忙しそうだし、カラオケはまた今度な」

　クラスメイトたちは生暖かい目のまま、俺を置いて歩き去った。

「じゃ、じゃあ私も生徒会に行くね。その、二人の邪魔をしてごめんなさい……」

　そして奈々子も。

　結局その場に残ったのは、俺と雛代さんだけ。

　……なんだろう。もう二度と誘ってもらえないような気がする。

　雛代さんが強気な瞳を向けた。

「前にも言ったけど、私にはひとりだけ、こっちの事情を知る協力者がいるの。児童養護施設で一緒に育った義に兄いさんがね。義に兄いさんは裏の世界にも詳しいフリーライターだから、あんたのことも徹底的に調べてくれるはずよ」

「……別に勝手にやってくれたらいいけどさ」

「その余裕、ほんと気に入らないわ。『神の戦車メルカバー』め……」

　だめだ。雛代さんがこんな感じだと、俺の日常にも支障が出る。なにしろ厨ちゆう二に病びよう患者も裸足はだしで逃げ出すリアル異能力者なんだ。そんな雛代さんの感性を一般女子に近づけるには……。

　あの人になんとかしてもらうか。







「ほー、あたしに紗さ姫きちんをねー？」

　文芸部の部室で、ギャルな葵あおいが雛代さんの全身を舐なめ回まわすように見る。

「ああ。葵なら雛代さんをギャル……とまでは言わないけど、もっと普通の女子高生って感じにできると思うんだ」

　雛代さんが俺に耳打ちしてきた。

「勝手になに言ってんの。私はとっくに普通の高校生活なんて諦めてるんだから」

「諦めんじゃねえッ！」つい大声が出てしまった。「俺たちだって普通の高校生活をエンジョイしてもいいはずだ！　友達や恋人も作って、ごくありふれた日々をのんびりと過ごす！　それが高校生だろ!?　間違ってるか俺!?　異能バトルなんてやってる場合じゃないんだよ！」

　まるで自分自身にも言い聞かせるみたいに、熱がこもった。

「よくわかんないけどさー、とりま遊びに行こっか、紗姫ちん？」

「行かないわ。私が文芸部に入部したのは、武流の傍そばにいるためよ。それ以外のことには興味ないの。だからできるだけ、私に関わらないでほしいわ」

　いつもの定位置で本を読んでいたマリーが、ちらっとこっちを見る。

「……別に私だって、仲良くする気ないですもんね」

「なら、ちょうどいいわね。私も同じ気持ちだから」

「…………っ！　な、なんですかあなた！　失礼じゃないですか！」

「なんで急に怒るのよ」

「べ、別に怒ってません。ふん、本当に仲良くしてあげませんからね。本当ですからね」

　葵が瞳をらんらんと輝かせて、身を乗り出してくる。

[image: ]

「てか、気になってたんだけど、紗姫ちんと武流っちは付き合ってんの？」

「そんなわけないでしょ。天地がひっくり返ってもありえないわ」

　雛代さんは美人だけど、俺だって付き合うなら、奈々子みたいな普通の人がいいわ。

「なーんだ、つまんね。おっ、電話だ」

　葵は耳みみ障ざわりな着信音を響かせるスマホを取り出して、通話を始めた。

「やほー。え、いま？　ひまひま。うん、うん……はは、間違いないね。じゃ、すぐ行くわ」

　短いやりとりで通話を切った葵は、俺たちに向き直って、

「ごめーん。ちょっち予定入っちゃった。あたし帰るから、あとはいつも通り適当にやって。んじゃ紗姫ちん、また今度遊びに行こうね～」

「だから行かないって言ってるでしょ」

　冷たく言い放つ雛代さんにも、葵は笑顔で「ばいばーい」と告げて、部室から出て行った。

「…………騒がしい人」

　雛代さんが漏らした感想は、俺も同意見だ。そんな騒がしい系の女子だからこそ、こいつを普通の女子高生にしてくれると思うんだけどなあ。

「なあ、マリー」

　離れた席にいる難しい系の女子に話しかけてみた。

「なんですか？　言っときますけど、私は遊びに行きませんからね。でも先輩たちがどうしてもって言うなら、考えてあげないこともないですけど」

「いや、そうじゃないんだ。葵って本を読まないくせに、普段は部室でなにをしてるんだ？」

「……なんだ、そんなことですか」

　なぜかがっかりしているように見えるけど、たぶん気のせいだろう。

「葵先輩はずっとスマホをいじってるだけですよ。今日みたいに、電話があったらすぐどっか行っちゃうし。結局いつも私ひとりで部室に残されるんですよね。まあラクでいいですけど」

「ふーん」

「でも武流先輩や紗姫先輩が入部してきたから、私の静かな時間が潰されそうでホント最悪。私のカバンにはＵＮＯとか入ってますけど、別にやりませんよ？　どうせやっても弱そうですしね。あれ？　ひょっとして私がどれだけ強いか気になってます？　まあ土下座してでもやりたいって言うなら、少しくらい考えてあげてもいいですけど。でもどうしよっかなー」

　ちょっと話しかけただけなのに、なんかやたら喋しやべるな……。

　雛代さんを葵と交流させるっていう当初の目的ができなくなったんで、俺はまた書架に目を向けた。せっかくだし、今日も本を読んでから帰るとしよう。

「お、これ、去年に出たハードボイルド系のスパイ小説じゃないか」

　さすが文芸部だ。ジャンルが幅広い。

「……ほらね。こっちから歩み寄ってもそれですし」

　マリーがなんか言いながら、カバンをまさぐる手を止めた。まさか本当に俺たちとＵＮＯをやりたかった……わけないか。

　雛代さんはとくになにもせず、手近な椅子に座って、じっと俺の様子を観察している。俺は気にせずに本を読み始めた。

　スパイ小説って、日本じゃあまり見かけないんだよな。どれどれ……。




　　　　◇




「では最後の質問です。大変失礼なことをお伺いしますが、増ます沢ざわ社長は以前、暴力団のフロント企業に在籍していたという噂うわさを耳にしました。そのあたりの真偽について、お聞かせいただけないでしょうか」

　ワインレッドのレディスーツに身を包んだ女性記者が言った。

　大手ベンチャー企業の代だい表ひよう取とり締しまり役やくである増沢は、気分を害した様子もなく、笑顔で答える。

「関係があったのは事実ですが、私はそこの従業員ではありませんでした。ここの前身となる会社で、経理を担当していただけです。フロント企業というのも、契約が切れたあとで知ったことでして、今は弊社となんら関係はございません」

「……貴重なお話をありがとうございました。インタビューは以上となります」

　増沢はガラステーブルを回り込んで、女性記者の隣に遠慮なく腰を下ろした。

「ところで、このあとご予定はありますか？　よければ、ディナーにお誘いしたいのですが」

「ええ、喜んでお付き合いさせていただきますわ」

　女性記者がにこやかに微ほほ笑えみかけたところで、増沢のスマートフォンに着信があった。

「失礼、仕事の電話です。すぐに戻りますので」

　スマートフォンを持った増沢が廊下に出て行く。その応接室には女性記者ひとりになった。

　彼女は────行動を開始した。

　バッグからスプレー缶を取り出して、増沢が使っていたグラスにガスを吹きかける。噴霧された箇所に、薄いシリコン状の物質が形成された。丁寧にはがすと、シリコンの裏面には増沢の指紋がしっかりと張り付いていた。

　次に女性記者は、応接室と繫つながる執務室のドアに向かう。指紋を採取したシリコンを使って指紋認証をクリア。残る角膜認証のパネルに、自分の顔を近づける。起動音が鳴って、緑のランプが灯ともった。インタビューの際に、増沢の角膜情報をスキャンしておいたのだ。

　──改造されている自分の眼球によって。

　セキュリティを突破した女性記者は、増沢の執務室に入るなり、デスク上のＰＣに飛びついた。当然パスワードが設定されているが、彼女の前ではなんら意味をなさない。左手中指の第一関節がキャップのように外れ、接続端子が出現。その中指の端子をＰＣ本体に差し込む。あとはブレイン・マシン・インターフェース技術により、脳の信号で直接思考制御が可能だ。

　パスワードを破った女性記者は、目的のファイルを次々に開いた。この企業が、世界を股にかける武器密売組織と暴力団の仲立ちをしていることを示す証拠群だった。

　それらのファイルを、頭に埋め込まれているデバイスにコピーした。中指の端子を外す。

「うし、ばっちり。あとは帰るだけ……」

「ディナーの約束があったはずだが？」

　振り返ると、執務室のドア付近に増沢がいた。その両脇の男たちは拳銃を構えている。

「やはり怖い男性のお誘いは、お断りさせていただこうかと思いまして」

「……さっき私に電話してきた男もお前の協力者だな。一体お前たちは何者だ？　どうやってここのセキュリティを破った？」

「女は秘密が多い生き物ですのよ」

「ふん、まあいい。私の裏の顔を知った者は、誰であろうと殺すだけだ」

　女性記者はゆっくり後退した。背後には強化ガラスの壁。前方には拳銃を構えた増沢の部下たち。四し面めん楚そ歌かの状態だが────、

　強化ガラスの壁に右の手のひらを当てる。途端、「キイイイイイイイイン！」と耳をつんざく甲高い音が響き渡り、堅けん牢ろうなガラス壁はいとも簡単に砕け散った。右手に搭載された高周波発生装置、ソニック・ブラスターだ。

「では増沢社長。すぐに警察が迎えに来ますので、ディナーは留置場で楽しんでくださいな」

　女性記者は砕けたガラス壁から外に飛び出した。そこは高層ビルの三十階。飛びながら屋上に放ったワイヤーを使って、夜闇を滑るように地上まで素早く降下する。

　地上に降り立ったあとは、近くの路地裏に駆け込んだ。そこで、アップにしていた長い髪をばさりと下ろし、女性記者のマスクを剝がす。

「あーあ、マスカラ取れちった。これじゃコンビニにも行けないし」

　世間には公表されていないが、一部の先進国ではサイボーグ技術の運用による諜ちよう報ほう部ぶ隊たいが活躍の場を広げ始めている。それに対抗する形で、日本も数年前から試験運用を始めた。

　内閣調査室では対処しきれない任務を遂行する、サイボーグ特殊作戦部Special Force by Cyborg。通称「ＳＦＣ」。




　女性記者に扮ふんしていたＳＦＣ諜ちよう報ほう員いん────美み山やま樹ぎ葵は、大きなため息をついた。

「ま、いっか。ハンバーガー屋でディナーにするっしょ」




　　　　◇




　型式番号ＣＢＡ─07「ネオン」。

　それがサイボーグである葵を示す数字と、諜ちよう報ほう員いんとしてのコードネームだ。

　秘密の国家機関に属する葵は、普段の日常を一般女子高生のように過ごす。友達付き合いが多いのも仮面で、文芸部に入部したのもやはり仮面だ。ほとんどの生徒が部活に勤いそしんでいるこの学校では、却かえって帰宅部のほうが目立ってしまう。だから行動の自由が利ききそうだという理由で、この部活を選んだに過ぎない。

「いやー、楽しみだな！　今度の遠足！　なあ、雛代さん!?」

「別に」

「てか、小学生じゃないんですから、遠足じゃなくて『校外学習』って言ってください」

「遠足って言ったほうが、テンションあがるじゃないか」

　武流は数日後に迫った校外学習の行き先をスマートフォンでチェックしていた。たとえ紗姫やマリーに冷たくあしらわれようと、その表情は本当に楽しそうだ。

「……やっぱり武流くんって、ちょっと変わったよね」

　今日は珍しく、生徒会の奈々子も部室に来ていた。

「そういう行事ごとには、絶対に参加しない人だったのに」

　葵も同意見だった。武流とは別のクラスだが、この学校の生徒のことは簡単に調べてある。

　内気、引っ込み思案、無気力。ついたあだ名は「空気王」。それが桐原武流という男のはずなのに、活気に溢あふれる最近の彼は、以前とまるで別人に見えるのだ。

「昔の俺って、もったいないことしてたよな。一年のときは、遠足も運動会も文化祭も、全部出なかったんだから。行事に参加しなくて、なにが高校生だっての。なあ、葵？」

「え？　あー、うん。そだね。あたしも遠足は超楽しみだし！」

　そう答えたものの、実際の葵は面倒に思っている。ＳＦＣ本部からは、どのタイミングで次のミッションが言い渡されるかわからないし、任務となればそれが最優先だからだ。

　それでも一般的な女子高生を演じるためには、嬉き々きとして参加するふりが必要だ。なるべく能天気に。無む知ち蒙もう昧まいを装よそおって。その刹せつ那なが人生のすべてとでもいうような姿勢で。

「よし。今日はこれから、みんなで遠足用のおやつを買いに行こうぜ！」

　武流が全員を見渡して言った。

　奈々子は部室の時計を確認して、

「ごめん武流くん。私、そろそろ生徒会に戻らないと」

「あ、そうなんだ……じゃあ、しょうがないよな」

　がっかりする武流。奈々子に気があるのかもしれないが、それも葵にとってはどうでもいいことだ。

「あ、そうそう。あとで武流くんの家に、約束してた映画のブルーレイを持っていくね。たぶん五時ぐらいになるかな」

「……おう！　待ってるぞ！」

　奈々子は会え釈しやくしたあと、部室を出て行った。

「私はおやつなんて買いに行きませんからね」

　マリーがぽつりと言う。

「わかってるよ。今度の遠足は俺たち二年生だけだもんな。葵はどうする？」

　普通の女子高生という仮面上、「行く」と言おうとしたのだが。

　制服のポケットに入れていたスマートフォンが、無粋な着信音を響かせる。非通知でかかってくるそれは、ＳＦＣ本部のボスからだ。電話に出る。

『次のミッションだ。準備はいいか、ネオン？』

「うん、おっけー。超ひまだし」

『……学校にいるんだな。ひとまず誰もいない場所に移動しろ』

「えー。きゃはは、わかってるって。んじゃ、すぐ行くねー」

　葵は通話を切ったふりをして、武流たちに向き直った。

「ごめーん、ちょっち用事が入っちゃった。んじゃ、あたし帰るから」

「はあ、またかよ……せっかくみんなで出かけようと思ったのに」

　武流が残念そうに頰を膨らませた。葵はそれに対して笑顔で、誰にも悟られない仮面で、部室をあとにする。

　もし自分が仮面を外したら。

　ギャル部長の正体は、命がけで任務を遂行するサイボーグ諜ちよう報ほう員いんだってみんなが知ったら。

　一体どんな顔をされるのだろう。それでもこうして遊びに誘ってくれるのだろうか。

　……ま、考えても意味ないか。あたしはみんなと違う。しょせんは機械だし。
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　友達と遠足用のおやつを買いにいく。

　たったそれだけのことなのに、楽しくて仕方がない。俺は今、リア充というものを体感している。これこそ俺が求めていた普通の高校生活だ。

　結局ついてきてくれたのは雛代さんしかいないけど、それでもいいんだ。だって友達だもんな！　本人は否定するけど、俺がそう思ってるからいいんだよ！

「さーて、どこで買おうかな。スーパーかな、駄菓子屋かな。雛代さんはどっちがいい？」

　意気揚々と街を歩いていたら、ふと雛代さんが立ち止まった。バス停で。

「私、ここで帰るから」

「え？　おい、まだ買い物してないだろ？　俺ひとりで行っても意味ないじゃないか」

「私にもバイトがあるし、こんな茶番にまで付き合うつもりはないの。それにあんたのことはマリーが見張ってるみたいだから」

「マリーって、なんのことだよ」

　雛代さんが親指で、自分の背後を指し示した。

　喫茶店の看板の裏から、気難しい西洋人形さんがこっそり顔を覗のぞかせている。

「なにしてるんだ？」

　声をかけると、マリーはびくっと両肩を震わせた。

「べ、別になにもしてませんけど？」

「もしかして、俺たちとおやつを買いに行きたかったとか？」

「違います！　たまたま帰る方向が一緒だっただけです！　でも、どうしてもついてきてほしいって言うなら、付き合ってあげないことも……」

「だよな。マリーの家はこっちの方角なのか？」

「いいからどうするんですか!?　私についてきてほしいんですね!?　そうですよね!?」

「いや、俺ひとりで行くよ。遠足に参加できないマリーを連れ回すのも悪いし」

「くっそおおおおおおおおおおお！」

　マリーはその場で地団駄を踏んだ。

　ちょうどそのとき、脇の路地裏から白衣姿の男性が飛び出してきた。

「うわっ！」「きゃっ！」

　雛代さんと派手にぶつかったその男性は、胸に抱いていたボディバッグを落としてしまう。

「す、すいません……！」

　白衣の男性は慌ててバッグを拾い上げると、そのまま走り去った。

「なんだったんだ、あの人……？」

　一瞬しか見えなかったけど、白衣はボロボロで、額からは血を流していたような……。

「先輩」マリーが話しかけてきた。「なんかこんなの落ちてましたけど。今の人のバッグに穴が空いてたみたいですね」

　差し出してきたのは、ＵＳＢ接続の外付けハードディスクだった。

「じゃあ、あの白衣の人が落としちゃったのか。どうしよ」

　白衣の男性は人混みに紛れてしまって、もう姿が見えない。

「問題ないわ」雛代さんが言った。「私は『黄金妃の誘引クレオパトラ』で、すでにあの人にさわっている」

　そして黄金のオーラをまとわせた右手で、足元のアスファルトをさわろうと……。

「待て待て待て待て待てッ！」

　即座に止めた。全力で止めた。

　雛代さんの『黄金妃の誘引クレオパトラ』とやらは、さわったもの同士に強い引力を発生させる能力だ。質量の低い物質は、高い物質に引き寄せられる。つまり今その右手でアスファルトをさわったら、あの白衣の人がここまで飛んでくることになるわけだよ。公衆の面前でな。

　そんな愚かな異能力者に耳打ちした。

「ばかかお前……！　ここにはマリーだっているんだぞ……！」

「大丈夫よ。なにが起きたかなんて、誰にもわからないわ」

「俺たちの日常は、そんな気の緩みから瓦が解かいするんだよ……！　それに目立つことをしたら、例の組織の関係者にまた見つかるかもしれないだろ……！」

　雛代さんはそこでようやく、「あ」とつぶやいた。

　こいつ考えてなかったのかよ。どっか抜けてるぞ、ヒナシロ姫……っ！

「わ、私はただ……さっきの人に、それを返してあげようと思っただけで……」

「わかったわかった。このハードディスクは、俺が責任をもって交番に届けることにする」

「さっきからこそこそ、なんの話です？」

　マリーがじとりと睨にらんできた。

「はは、いや、なんでもないんだ」

　俺はハードディスクを自分の通つう学がく鞄かばんに入れようとしたんだけど。

　……なんかこれ、血がついてないか。中の本が汚れたらやだな。

　誰にも悟られないように、ハードディスクを持った手を、空間に作った穴に差し込んだ。

　異世界エルファランドで身につけた『収納』のスキルだ。入手したアイテムを亜空間の倉庫に保管しておける便利なもの。亜空間の倉庫は容量に限りがなく、向こうの世界にいたときの俺は、このスキルでつねに回復アイテムを百個以上は持ち歩いていた。

　あと、亜空間に収納すれば絶対になくさないっていう利点もある。さっきの人も、穴が空いたバッグなんかに入れておくから落としちゃうんだよ。大事なものは信用できる場所にきちんとしまっておこうぜ。

　ハードディスクを亜空間の倉庫に収納した俺は、雛代さんたちと別れて交番に向かった。
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　美山樹葵がＳＦＣのボスから受けた指令は、次のようなものだった。

　買収した製薬会社の研究員にとある研究データを盗ませるから、それを受け取れ。

　研究員が盗み出したデータの保存先は、ＳＦＣが用意した発信機付きの外付けハードディスク。もし発信機の位置情報が受け取り場所と違う方向に向かった場合は、非常事態なのですぐに追うこと。

　葵はハードディスクの受け取り先だったひと気のない公園で、スマートフォンに表示させた発信機の位置情報を逐一確認していた。それによると、例の研究員は最初こそこちらに向かっていたものの、急に行き先を変えてしまった。なにか問題が起きたのだ。

　すぐさま接続端子に変えた指先とスマートフォンを繫つないで、自分の頭部に埋め込まれているデバイスと同期させる。そして眼球を通して、ディスプレイ代わりのコンタクトレンズに発信機までの距離やその方角、仰角などの位置情報を投影させた。荒事の可能性も考慮して、両手を自由にしておくためだ。

　それをもとに、現場に急行していたら────。

「あ、あれっ。なんで？」

　コンタクトレンズに映る位置情報が、距離も方角も仰角も、すべて不明を示す『unknown』に変化した。ハードディスクに取り付けられた発信機の信号が、いきなり途絶えたのだ。

　システムの故障だろうか。葵は記憶を頼りに、信号が消えた場所まで行ってみる。

　そこはバス停で、雛代紗姫がひとりでバスの到着を待っていた。

　コンタクトレンズに映る情報を消したあと、いつもの調子で話しかける。

「やっほー、紗姫ちん。ちょっち聞きたいことがあるんだけど。このあたりで研究員っぽい人を見なかったかなぁ？」

　紗姫は相変わらずの無表情で、ぶっきらぼうに答える。

「……どうしてそんなことを聞くの？」

「や、ただの興味本位。あたしもさっき見かけたから、なんか気になっちゃって」

「研究員かどうかは知らないけど、急いでいる白衣の人なら見かけたわ」

「それそれ！　あのさ、その人なんか落としたりしなかった!?」

　紗姫は訝いぶかしがっている。事情聴取のような真ま似ねをしているのだから当然だろう。しかしここで発信機の信号が途絶えた以上、現場にいた紗姫からできるだけ情報を引き出したい。

「……私にぶつかって、外付けのハードディスクを落としていったけど」

「そのハードディスクは、今どこにあるかわかる!?」

「武流が持ってるわ。交番に届けるって言ってた」

　え、武流っちが……？

「武流っちはその、なんかこう、電波を遮断するような箱とかに入れたりした？」

「普通に通つう学がく鞄かばんに入れてたと思うけど。てか、なによそれ。そんな箱なんて持ってるわけないじゃない。スパイじゃあるまいし」

「そ、そだね。はは」

　やはりシステムの故障か。あるいは例の研究員がハードディスクを落としたときに、発信機が壊れたのかもしれない。

「それで？　武流っちはどこの交番に届けるって言ってた？」

　紗姫の目が、きゅっと細くなった。

「……やけに武流のことを探ってくるわね」

　通つう学がく鞄かばんを持ち直して、右手をフリーにする。それがなにを意味するのか、葵は知らない。ただ紗姫の視線には、部室でも見せたことがない明確な敵意が込められていた。

「まさかあんた────組織の能力者、じゃないわよね？」

「はい？」

　ちょうどそこで、バスが到着した。紗姫はじっと葵を見つめていたが、やがて、

「……いいわ。忘れて」

　そう言い残して、バスに乗り込んだ。

　紗姫を乗せたバスは、うなりをあげて走り去る。見届けたあと、葵はぽつりと漏らした。

「組織の能力者って、なんのことだろ。アニメかマンガの話かな……？　紗姫ちんって、意外とオタク？」

　首をかしげているところに、スマートフォンが鳴った。ＳＦＣのボスからだ。電話に出る。

『今、我々の仲間が、例の研究員を確保した。どうやら研究データを盗んだことが製薬会社側に露見してしまい、ＳＰに追われていたようだ。いや、ＳＰというより、その製薬会社が保有する私設部隊だな。銃まで使ってきたらしい』

「銃って……」

　ＳＦＣにマークされるほどの企業だ。ただの製薬会社ではないとは思っていたが、まさか銃まで出してくるとは。その研究データは、よほど外部に持ち出されたくない代物らしい。

『その研究員は例のハードディスクを持っていなかった。銃弾でバッグに穴が空けられていたので、どこかで落としたのだろう。発信機がついているはずなのに、なぜかその位置情報も確認できない状況にある』

「おそらく落としたときに発信機が故障したのでしょう。そのハードディスクの行方なら、すでに摑つかんでいます。拾った人物が交番に届けるという話で」

『我々の発信機は、そう簡単に故障するものではない。早急にその拾ったという人物を追え。もしかするとそいつは第三国の諜ちよう報ほう員いんかもしれんし、そうでなくても交番のような警備のゆるい場所に持って行かれるのはまずい。あれに保存されている研究データは、お前の想像以上に危険なものなのだ』

　……武流っちが、第三国の諜ちよう報ほう員いん？　そんな馬鹿な。でも彼がハードディスクを手に入れた場所で、発信機の信号が途絶えたのも事実。一体なにが起きてるわけ……？

「了解。すぐに追います」

　ボスは最後に声を落として、脅すように言った。

『忘れるなよ、ネオン。お前の任務はハードディスクの確保だ。それができなかった場合は、わかっているな』

「もちろんです。では急ぎますので」

　一方的に通話を切った。

　サイボーグ諜ちよう報ほう員いんを統括するＳＦＣのルール。任務の失敗＝廃棄処分。葵は今まで、実際に処分された仲間たちを何人も見てきた。

　思い返すと、足がすくむ。任務を円滑に進める上でもっとも邪魔な感情、「恐怖」だ。

「あたしは失敗しない。あたしは機械だから感情がない。あたしは機械、あたしは機械……」

　ぶつぶつと独り言をつぶやく。これは葵が任務に臨む際のルーティンワーク。こうして自分に暗示をかけておかないと、土ど壇たん場ばで恐怖が勝ってしまうかもしれないから────。




　学校ではどこまでも能天気に、任務ではどこまでも冷静に振舞っている葵だが、その実態は少し気が弱い普通の女の子である。

　そんな彼女が諜ちよう報ほう員いんになったのは、中学三年生のときだった。

　ある日、国家機関を名乗る連中が家にやってきて、自分がサイボーグの改造手術に適応できる素体だと説明された。国は健康診断を装よそおった検査によって、改造手術に耐えうる体の持ち主を探していたらしい。

　もちろん最初は断った。危険な任務に就くことはもちろん、自分の体が機械に改造されるなんて、考えただけでも恐ろしかったからだ。

　そんな折、優しかった父親が重病にかかる。病名を聞かされてもよくわからなかったが、とにかくその治療費は、すでに母親を亡なくしていた葵ひとりで払える金額ではなかった。

　だから葵は、自ら例の国家機関に連絡をとった。自分の体を国に捧ささげることで、父の治療費を賄うことにしたのだ。父からは猛烈に反対されたが、葵には一切の迷いがなかった。

　こうして型式番号ＣＢＡ─07、コードネーム「ネオン」が誕生する。

　過酷な訓練を積んだあとは、進んで危険な任務に名乗りをあげ、そのすべてを完璧にこなしてきた。いまや葵は、ＳＦＣの一級エージェントである。




「病気のパパを残して、死ぬわけにはいかない。武流っちが何者だろうと、あたしはハードディスクを奪還するだけ。あたしは機械、あたしは機械……さあ行くよ、葵」
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　近くの交番に寄ったけど無人だったんで、俺はそのまま家に帰ってきた。

　ったく。人手不足なのかもしれないけど、交代で番をするから「交番」って言うんじゃないのかよ。まあいい。あとで最寄りの警察署まで行ってやろう。

　我が桐原家は閑静な住宅街にある一軒家だ。両親は共働きで、この時間はまだ父さんも母さんも帰ってきていない。部屋に通つう学がく鞄かばんを置いたところで、インターホンが鳴った。

　いそいそと玄関に向かって、ドアを開ける。

「武流くん。さっき言ってた映画のブルーレイ、持ってきたよ」

　学校帰りの奈々子だった。彼女との約束があったから、俺は一旦帰ってきたんだ。

「せっかくなんで上がっていってほしいけど、俺ちょっと用事ができて、すぐに出かけなきゃならないんだ」

「え、どこに行くの？」

「落し物を拾ったんで、警察署にな。交番が無人だったから、遠出する羽目になったんだぞ」

「……ふふっ、相変わらず武流くんは真面目だね。そういうところは全然変わってないや。私もついていくから、落し物を届けたあとは本屋さんにでも寄らない？」

　え？

　奈々子と一緒に、本屋に？

　それってなんだか……プチデートみたいじゃん！

「あがるううううううううううううッ！」

「え、ど、どうしたの急に？」

「だって俺も奈々子も、まだ制服姿だぞ!?　制服を着た高校生の男女が一緒に本屋に行くなんて、それ青春じゃん！　日常の高校生活じゃん！　俺ずっと、制服デートしてる連中を横目で見て、羨ましいなーって思ってたんだぞ！」

「で、デートだなんて、私、そんなつもりじゃ……」

　奈々子は顔を真っ赤にして、もじもじしている。

　しまった。ちょっと張り切りすぎたか。こほんと咳せき払ばらいをしてごまかす。

「いや、そのあれだ。奈々子と出かけるのは久しぶりだし、つい舞い上がっちゃってさ」

「えへへ……言われてみれば、そうだね。昔は毎日遊んでたのに、なんか不思議な感じ。じゃあ、行こっか」

　奈々子と一緒に玄関から出たところで。

　ちょうど俺ん家のインターホンを鳴らそうとしていたギャルと出くわした。

「あ。や、やっほー、武流っち」

「……なんで俺ん家を知ってるんだ？」

「部長たるもの、部員の住所を把握しとくのは当然っしょ」

　入部届けに住所なんて書いたっけ。

「美山樹さん、武流くんになにか用事？」

　奈々子が言った。葵は頭を抱えて、こんな独り言をつぶやく。

「あうう～、急に出てくるから、心の準備が……」

「心の準備？」

「うん。ごめん、奈々子ちゃん。ちょっと武流っちと二人きりにさせてくれない？　あたし、武流っちに大事な話があるわけよ」

「え、ええっ？　そ、それって、もしかして……？　そういう、こと……？」

「ほんとごめん。めちゃ大事な話だから、詮索はしないでほしいかなー、なんて」

　葵に上目遣いで見つめられた奈々子は、

「う、うん……わかった」と頷うなずく。「じゃあ私、帰るね……ば、ばいばい、武流くん」

　妙に固い笑顔を残して、奈々子は行ってしまった。

　ああ、制服デートが遠のいていく……せっかくのチャンスだったのに。

　奈々子を見送ったあと、俺はため息混じりで葵に向き直った。

「一体俺に、なんの話があるんだよ。警察署に落し物を届けに行くところだったんだけど」

　すると葵は鋭い目で睨にらんできた。

「ふーん。その落し物って、ポケットに入るようなものなんだ？」

「え、ああ、そっか」

　拾ったハードディスクは『収納』のスキルで亜空間の倉庫に入れてある。だから持ち運びにカバンは必要ない。もちろん葵はそんなこと知らないんで、若干の違和感をもったようだ。

「……とりあえず、部屋に上がらせてもらっても、いいよね？」

　その口ぶりは、有無を言わさないようなものだった。




「警察に届ける落し物って、一体なんなの？」

　家に上がるなり、葵はそう切り出してきた。

「外付けのハードディスクだよ。白衣を着た研究者みたいな人が落としたんだ」

「ふーん……で、それは今、どこにあるわけ？」

　亜空間の倉庫の中──なんて言えないしな。

「えっと、俺の部屋だよ」

　とりあえず、そう答えておいた。

　リビングを見渡していた葵は、次に変なことを聞いてきた。

「あのポットには、お湯入ってる？」

「いや、空っぽだけど」

「そっか。あたしコーヒー飲みたい。熱いやつ。悪いけど、お湯を沸かしてくんない？」

「別にいいけど、ちょっと時間かかるぞ」

「おっけー。んじゃあたし、武流っちの部屋で待ってるから。あっちだよね」

　葵はひとりで勝手に俺の部屋に向かった。

　なんだよ、あいつ。自由すぎるだろ。まあ、それが葵なんだけどさ。

　俺は言われたとおり、やかんに水を注いで、コンロの火にかけた。

　……いや、魔法でやったほうが早いか。あんまり待たせるのも悪いし。




「お待たせ」

「はやっ!?」

　二人分のコーヒーを持って部屋に入った途端、葵は慌ててクッションの上に座った。手鏡を出して前髪のチェックを始める。

「……なにをしてたんだ？」

「ん？　化粧の具合を確かめてただけだし？」

　平然と言ってるけど……こいつ今、机にある俺の通つう学がく鞄かばんを漁あさってなかったか？

「て、てか、戻ってくるの早すぎじゃね？　もしかして武流っち、あたしが勝手に部屋を物色するとでも思った？　どっかにえっちな本でも隠してるんじゃないの～？」

「あ、あるわけないだろ。そんなことより、さっさと用件を言ってくれ」

「うん…………そだね」

　葵は手鏡を閉じると、背筋を伸ばして、まっすぐに俺を見つめてきた。

「じつはあたし、武流っちが好きなの」

「なんだ、そんなことか」

　熱いコーヒーを飲んで────むせた。

　俺がいくら咳せき込こんでいても、葵はなにも言わない。ただ静かに、俺を見つめている。

「えっと……はは。き、聞き間違いかな。いま、なんて」

「あたし、武流っちが好き」

　家の外を一台の車が通過した。その走行音が聞こえたあとは、しんと静まり返る。おたがいに無言の空間だった。

　ちょっと待って。

　待って待って待って待って待って!?

　もしかして俺、いま告白されてんの？　だって葵とはこの間会ったばっかで、まだおたがいのことをほとんど知らない状態だぞ？　じゃあなんで？　わからん！

「え、えっと、その、ま、まじで？」

「まじ。あたし、武流っちを好きになっちゃった。友達としてじゃなくて、異性として」

「で、でも、そんな急に言われても……えと、その」

「わかってる」葵は悲しげに目を伏せた。「武流っちは、ほかに好きな人がいるんだよね？」

　そこで俺の頭に浮かんだのは、もちろん奈々子だった。

　でもこの状況で、それを言っていいのか？　図に乗るわけじゃないけど、葵が悲しむかもしれないって考えると……ああ、どうしたらいい!?　こんなことになるなら、恋愛のハウツー本も読んどけばよかった……！　だって俺が女子に告白されるなんて考えたことないし……！

「ごめん武流っち。あたし、悪い女だ」

　そう言った葵は────自分のシャツのボタンを外し始めた!?

「武流っちに好きな人がいるのはわかってた。でも、この気持ちは抑えられないから。今日だけ。今日だけでいいんだ。あたしを武流っちの、彼女にして……？」

「ちょ、ちょ、ちょ!?　お前なんで脱いでるんだよ!?」

「……女の子にそれ、言わせる気？　あたし、こう見えても、初めてなんだよ」

「じゃあ余計にだめだ！　俺だって健全な男なんだし、そんなの我慢できなくなる！」

「我慢しなくていいじゃん。お願い、武流っち。先に……シャワーを浴びてきて？」







　……俺が部屋を出たのは、決してシャワーを浴びるためじゃないからな。葵がどんどん制服を脱いでいくんで、目のやり場に困って逃げ出しただけだからな。

　それにしても、まさかあの葵に告白されるなんて。もちろん俺は────嬉うれしい。だってそうだろ？　女の子から好きって言われたのは初めてだし、葵はギャルだけど美人だし。ここで喜ばない男は絶対にいないって。

　で、これからどうしよう。部屋には下着姿の葵がいるから戻れないし……そうだな。

　とりあえず、シャワーでも浴びるか。

　いや、これは別に「準備」ってわけじゃないからな。ただ時間を置くだけだ。葵は今、熱に当てられてる。ちょっと時間を置けば、冷静になるかもしれないじゃないか。これは本心だからな。本当にやましい気持ちはないんだからな。一割しか。

　浴室に行く前にリビングに寄って、冷たい水を飲んだ。そこでポケットに入れていたスマホにメッセージが届く。送り主は雛代さんだった。




『美山樹葵があんたのことを探ってる。あんたが拾ったハードディスクに興味があるみたい。組織が送り込んだ刺客の能力者かもしれないから、気をつけて』




　葵が俺を、探ってる……？

　なんのこっちゃ。

　さすがにあのギャルが組織の能力者なんてことはないだろ。あいつは文芸部の部長で、こっちから入部しなければ接点もなかったんだから。

　でも、ハードディスクに興味があるって、どういうことだ。あれを落とした白衣の人と知り合いだったとか？　それともあいつ、パソコンの関連機器マニアなのか？

　空間の穴に手を突っ込んで、亜空間に保管していたハードディスクを取り出してみた。

　ちょっと血がついてる以外に、変わった特徴はない。プレミア物って感じでもないし……。

「今、なにをしたの？」

　急に声をかけられたんで、どきっとして振り返る。

　シャツをはだけたままの葵がいた。その両目には、赤い文字列でなんらかの情報が映り込んでいる。なんだあれ。カラコンの一種かな。

「えっと、なにをしたって……なんのことだ？」

「あたしは見た。武流っちは今、なにもない空間からそのハードディスクを取り出した」

　…………うげ。見られてたんか。

　やばい。これで変な噂うわさが広まると、普通の高校生活を送るうえで面倒なことになる……っ！

「は、はは。な、なに言ってんだ。なにもない空間からって、そんなのできるわけないだろ」

「できるかもしれない。第三国の諜ちよう報ほう員いんなら、あたしたちが知らない未知の技術をもっているかもしれない」

　葵は普段の柔和な雰囲気を一切消して、俺の足元に右の人差し指を向けた。

　それが青く光った途端────ボシュッという音とともに、足元の床に穴が空いた。うっすら煙も立ち上っている。

「な、なんだ、今の……？」

「指先から高速で荷電粒子を撃ち出したの。つまりはビーム兵器」

「ビームって……お、おいっ!?」

　俺の足元に、またしても細く鋭い光線が撃ち込まれる。

「ま、待て待て待て！　これお前がやってんのか!?　一体どうなって……!?」

「正直に答えて。武流っちを雇ってる国はどこ？　なんの目的で、そのハードディスクを手に入れたの？」

「だからなんの話だ!?　これは落し物を拾っただけで……てッ!?」

　俺の頰を例の光線がかすめた。やや遅れて、熱と痛みがじわりとやってくる。

「答える気がないなら、本当に殺しちゃうよ」

　葵が何者かは知らないけど、こいつは本気だ。エルファランドで成敗した暗殺者どもと同じ目をしている。人を殺すことを躊ちゆう躇ちよしない者だけが放つ、本物の殺意が含まれた眼光だ。

　だから俺は──────逃げた。

　瞬間移動魔法を使って。

「え、な、なにそれ!?」

　消えゆく俺を見た葵が、心底驚いた声をあげた。







　瞬間移動魔法メタスタシー。

　それはどこまでも飛べるような代物ではなく、半径十メートル程度の空間を瞬時に移動できる魔法だ。遮蔽物も無視できるんで、とりあえず俺はそれを使って家の外にワープした。

　ただのギャルだと思ってたけど、どうやら葵も普通の人間じゃないらしい。さすがに指先から光線を発射するなんて、どう考えてもおか──ッ!?

　殺気を感じて身をずらす。すぐ傍そばを例の光線が通過した。

「逃がさないよ、武流っち！」

　玄関から飛び出してきた葵だった。その両目には、やっぱり赤い文字列が表示されていて。

「なんで俺の居場所がわかるんだ!?　お前ほんとに何者なんだよ!?」

「それはこっちのセリフだし！　そっちこそ何者なわけ!?」

「ふ、普通の高校生だよ！」

「普通の高校生が瞬間移動なんてできるわけないし！」

　葵は指先からビームを放ちながら追ってくる。俺は浮遊魔法フロテイーアを使って、傍そばの民家の屋根まで飛び上がった。さすがにここまでは追ってこられないと思いきや。

「しょっ！」

　葵も飛び上がってきた。ローファーの底からバーニアのような推進エンジンを吹かしてだ。

　そして屋根に着地するなり、またも光線を撃ってくる。キャップのように外れた人差し指の第一関節からは、鉄の銃口が覗のぞいていて……。

　──能力者かもしれないから気をつけて──

　さっき雛代さんが送ってきたメッセージが脳裏をよぎる。

「あれは能力者どころか、サイボーグじゃねーか……ッ！」

「そう。あたしは武流っちと同じ、サイボーグ諜ちよう報ほう員いん。ＳＦＣ所属のコードネーム、ネオン」

「そんなのは知らん！　俺はサイボーグなんかじゃねぇッ！」

「こっちを手玉にとる機能をもってるくせに、白々しいし！」

　葵は屋根に片膝をついてしゃがみこんだ。曲げた膝小僧がぱかりと開いて、そこからミサイルが射出される。誘導式の兵器らしく、俺がいくら逃げても方向を変えて追尾してきた。

「なんだよこれ!?　なんなんだよこれ!?　こんなの平穏な日常じゃねえッ！」

　逃げ切れないと判断した俺は、振り向いて光翼防壁魔法フオス・フラグマを展開した。

　誘導ミサイルは俺の魔力で生み出された光の防壁に衝突して、派手に爆散する。現代の質量兵器にも通じるかちょっと不安だったけど、なんとか防げた。

　間髪を容いれず、一瞬で間合いを詰めた葵が飛びかかってくる。

　俺は光翼防壁魔法フオス・フラグマを展開したまま。葵はその光の防壁に、右の手のひらを押し当てる。鼓膜を突き刺すような「キイイイイイイン！」って音が鳴り響き、防壁は簡単に砕け散った。

「な、なんで!?」

　怯ひるんだ隙に、葵の回し蹴りが炸さく裂れつ。大木すら刈り取るような重い一撃だった。

　吹き飛ばされた俺は、中空で身を反転させて着地。葵の次の攻撃に備えて身構える。

　葵は────もう攻撃してこなかった。

　俺が持っていたハードディスクは、いつの間にか彼女の手のなかにあった。どうやら蹴りと同時に奪い取られたらしい。ものすごい身体能力だぞ、こいつ。

「あたしが本気で蹴ったのに無傷だなんて……すごい装甲だね」

「装甲って言うな。防御力って言え」

「防御力？　まあいいや。目的のブツは奪還したし、一旦は引き下がるから」

　よかった。相手はサイボーグっていっても顔見知りだし、このまま戦い続けるのは気がひけるからな。

「そのハードディスクが欲しいならくれてやるよ。俺は今日のことを他言するつもりはないから、葵も俺のことは……」

「は？　なに言ってんの。ＳＦＣは日本を守る国家機関だよ？　日本に潜伏してた第三国のサイボーグ諜ちよう報ほう員いんを逃がすわけないし。武流っちのことは、全部上に報告させてもらうし」

「だから俺はサイボーグなんかじゃないって言ってるだろ……」

「ふーん、徹底した機密保持ってわけだ。でも証拠はちゃんと撮ったから」

　葵は自分のスマホで撮影した画像を見せつけてきた。そこには。

　片手を広げて光翼防壁魔法フオス・フラグマを展開している俺。そしてその魔法の防壁で誘導ミサイルを防いでいる様子が、ばっちり写っちゃってる。

「ＳＦＣからは逃げられないよ。武流っちは今日にでも身柄を押さえられるはずだから。今度の遠足も楽しみにしてたみたいだけど、さすがにもう行けないかな。んじゃ、ばいばーい」

「は？　お、おい、ちょっと待て────っ！」

　葵は身を翻ひるがえして屋根から飛び降りると、ものすごい速度で走り去った。

　俺はただ呆ぼう然ぜんと、屋根の上に立ちすくむばかり。

　もう遠足にも行けない……だと？

　はは、落ち着けって。一旦整理しようぜ。

　仮にその、ＳＦＣとかいう昔のゲームハードみたいな名前の国家機関があったとして。本当に俺の身柄を確保しにきたとしてだ。いくら俺の経歴を洗われたり、スキャンにかけられたりしたところで、どうせなにも出てこない。だって俺、サイボーグじゃないし。葵が言うような第三国の諜ちよう報ほう員いんってわけでもないし。

　……でも葵に撮られた写真がある。魔法でミサイルを防いでいる俺は、どう見たって普通の人間じゃない。相手は国家機関なんで、下手な言い訳だって通じないだろう。「サイボーグではないなら、お前は一体何者だ!?」って執しつ拗ように尋問されるはずだ。

　さて問題です。俺はそこでどうするべきでしょうか？

１、どこまでも黙秘を貫く。　→　監禁＆実験体ルート。

２、異世界転生者を自白する。　→　監禁＆実験体ルート。

３、国家機関を滅ぼして他国に逃亡する。　→　羅刹ルート。

　……全部だめだ。

　どれを選んでも自由は奪われるし、もう遠足どころか、普通の高校生活だって送れそうにない。完全に詰んだ。さよなら、儚はかなく短命だった俺の日常ルートよ……。

　ちょうどそこで、スマホにメッセージが届いた。今度は奈々子からだ。

『今日は一緒に遠足用のおやつを買いに行けなくてごめんね。明日は生徒会が休みだから、もしよかったら、放課後一緒にどうかな？　あと、ついでだから聞くけど、あれから美山樹さんとどんな話をしたのかなーって、ちょっぴり気になってます。　[image: かおもじ]』

　さっきまでＳＦ＆スパイの世界にいた俺は、その文面で一気に日常に引き戻された。

　同時に、答えも見つかった。

「……ふっ。諦めかけるなんて、俺らしくもない。ようするに、俺が普通の人間じゃない証拠を撮られたのがいけないんだろ？　ククク……そんな証拠は、消しちゃいましょうか」




　　　　◇




　ボスに連絡を取った葵は、ＳＦＣの本部ではなく、港の倉庫に呼び出された。

　そこはＳＦＣが所有するセーフハウスのひとつだ。本部は都心にあるため、こうした拠点が全国各地に点在している。

　セーフハウスとはいっても、一見ただの倉庫となんら変わらない。だだっ広い空間に、数台のＰＣが置かれているだけ。ＳＦＣの関係者が常駐しているわけでもないので、ここに重要なデータなどは存在しない。今も葵とボスの二人しかいなかった。

「こちらが奪還したハードディスクです。それで、これを持っていた男のことですが……」

「まずはディスクの確認が先だ。お前は強化装備Ａに着替えて待機しておけ」

「……了解です」

　ハードディスクを受け取ったボスは、さっそくＰＣに接続して中身の確認を始めた。その間に葵は命令通り、セーウハウス内のロッカーにあった強化装備に着替えていく。

　ボディラインがくっきりと出る黒いパイロットスーツのようなそれは、ＳＦＣ所属のサイボーグが戦闘ミッションに赴く際に着用する、防刃防弾素材の戦闘服だ。ボスはこのあと葵に、ハードディスクを所持していた武流の捕獲を命じるつもりなのだろう。

　まだきちんと報告できていないので、現状ボスは、武流をただの怪しい人物としか見ていない。だがあれは怪しい人物どころか、他国のサイボーグ諜ちよう報ほう員いんだった。しかも瞬間移動をしたり、質量兵器を跳ね返す光学バリアを張ったりと、驚きよう愕がくの機能を有している。どこの国が製造したサイボーグかは知らないが、あの武流の存在は日本にとって、間違いなく脅威となる。

　そして日本の脅威とは、国家機関に属する葵の敵なのだ。

　……本当に残念だよ、武流っち。話してみたら意外と面白い人だったし、学校生活を全力で楽しもうとする姿勢には、好感もあったのにな……。

　葵が強化装備に着替え終えたあと、ボスはＰＣから顔を上げた。

「お手柄だったぞ、ネオン。これは確かに、私が求めていた製薬会社の研究データだ。世界を滅ぼしかねない強力な殺人ウイルスについての培養方法が記録されていた」

「殺人ウイルス……ですか。あの製薬会社は、そんなものを研究していたなんて」

「これを入手してきたお前に、いいものを見せてやろう」

　ボスはＰＣデスクから離れると、倉庫の奥に向かった。なにかの資材にかかっていた暗幕を乱暴に取り除く。

　そこにあったものは、全長三メートル弱の重厚な鉄の塊だった。黒銀に輝く流線形のボディに、四肢をもつそれはまさしく────。

「最新鋭のパワードスーツだ。私が懇意にしている武器商人と共同で開発したものでな。費用は高くついたが、なんとかなったよ。金を出したがるスポンサーはたくさんいるし、なによりうちの諜ちよう報ほう員いんが得た情報は高く売れるからな」

「……なんの話、ですか？」

　ボスはパワードスーツのコックピットに乗り込んだ。開閉部が降ろされると、頭部に一つ目のごとき赤い光が灯ともる。

　パワードスーツの外部スピーカーから、ボスの声が聞こえてきた。

「私はＳＦＣのトップとして権力はあるが、サイボーグではなく人間なので、戦う力がない。だから国を転覆させるためには、こうしたパワードスーツが必要なのだよ」

「ちょ、ちょっと待ってください。まるで話が見えません」

　葵はわからない。この男は日本を守る諜ちよう報ほう機き関かん、ＳＦＣのボスなのに。それなのにどうして、国の転覆などという話を聞かされているのか。

「この国は大戦以降、弱体化の一途を辿たどっている。他国の顔色を伺うばかりで、自国の領土が侵犯されても文句の一つも言えやしない。改革が必要なのだ。圧倒的な武力による改革がな。パワードスーツと殺人ウイルスの研究データが揃そろった今、私はその武力を手に入れた」

　ボスは語った。自分が理想とする国家にふさわしくない者は、すべて殺人ウイルスで暗殺する。それを嗅ぎつけたサイボーグ部隊が抵抗してきたときのために、スペック面で凌りよう駕がするパワードスーツが必要だったのだと。

「……な、なにを言ってるんですか？　本気でそんなことを、考えてるわけ？」

「無論、本気だよ。国を変えられるほどの武力があるのに、なにもしないというのは怠慢だ。日本の未来を憂いたことがない愚ぐ蒙もうの振る舞いだ。私は今後も、表向きはＳＦＣの長官として行動し、裏から少しずつ国を変えていく」

「できるわけがない……そんなの、できるわけない！」

「できるから言っているのだ。ネオン、お前は優秀なエージェントだったが、そのための礎いしずえになってもらう。私が殺人ウイルスの研究データを入手したことは、お前しか知らない。お前はＳＦＣを裏切って、研究データを持ったまま他国に逃亡した、という筋書きにする」

　状況を悟った葵は────腰を落として身構えた。

「……あんたが誇大妄想に取とり憑つかれた過激派だってことはわかった。それで、あたしをここで殺すってわけ？　国の未来がどうこう言うわりには、ずいぶんせこい真ま似ねをするね」

「改革には犠牲が必要だからな。そうそう、犠牲といえば、お前の父親だが」

「パパが……なに？」

　次にボスが放ったひと言は、葵にとって人生最大の絶望となる。

「あれを病気にさせたのは、私だよ」

「…………え」

　葵は中学三年のときに、サイボーグの改造手術に耐えうる素体だと判定された。しかしその保護者から手術の許可を得ることは難しい。だから化学物質を使って父親を病気にさせ、葵には改造手術を受ければ国から十分な補助金が出ると迫った。

「これも日本の弱体化を示すいい例だな。他国ではサイボーグ化の適正があると知れば、その親も子も、喜んで国に身を捧ささげるというのに。愛国心が足りないこの国では、こんな回りくどい真ま似ねをしなければ、誰もサイボーグ手術を受けたがらないのだ」

　ボスがなにか言っているが、もはや葵の耳には届いていない。

　パパが病気で苦しんでいるのはなぜ？　あたしがサイボーグの改造手術を受けたのはなぜ？

　あたしはなんのために、今まで命がけで任務をこなしてきたの……？

　すべてはこの男の手のひらの上だった。そう考えると、悔しくて。あまりにも悔しくて。

　涙が、溢あふれてきた。

「お前は、人じゃない…………ッ！」

「サイボーグのお前がそれを言うのかね」

「…………ッ！　だ、誰のせいで……ッ！」

「いいぞ、もっと怒れ。お前の処分には、このパワードスーツの試用も兼ねているのだ。そのためにわざわざ強化装備にも着替えさせてやったのだから、全力で抵抗したまえ」

　葵は涙を拭った。泣いている場合じゃない。自分に感情はないのだ。

　あたしは機械、あたしは機械、あたしは機械……ッッ！

「うああああああああああああああッ！」

　兵器に改造された我が身を呪うような絶叫。肌が露出している強化装備の背中部分から、無骨な展開式ユニットが二対せり出す。パーティングラインが刻まれたその鋼鉄の翼は、絶大な殲せん滅めつ力りよくをもつ砲台だ。精神感応で可動部が動き、葵の身を優しく包もうとするような位置を取る。翼の先端にあるエンドエフェクタから、幾筋もの熱線が放射される。

　続いて葵は、人工生体組織で覆われている左腕を変形させた。伸縮型の金属骨格がむき出しとなり、左腕そのものが巨大な砲身と化す。緑の燐りん光こうを放つその主砲は、さきほど武流に向けたものとは比較にならない口径で、高出力の荷電粒子砲を撃ち出す。

　これら一連の攻撃シーケンスは、すべて憎き敵が駆るパワードスーツに命中した。しかし。

　────傷一つ、ついていない。

「ああああああああああああああああッ！」

　絶叫しながら飛びかかる。突起部を出現させた右の手のひらを、パワードスーツの流線形のボディに押し当てる。もちろん狙いは、ボスが搭乗するコックピット部分。高周波発生装置、ソニック・ブラスターで超振動を送り込む。

　それでも──敵の装甲は、やはりびくともしなかった。

「どうした？　我々のエース諜ちよう報ほう員いんの実力は、そんなものかね？」

　パワードスーツのアーム部分が振り抜かれる。まさに鈍器のような一撃をまともに浴びて、葵は地面を転がった。

　駆動音が倉庫内に反響し、パワードスーツが滑走してくる。アームの先端に取り付けられたガトリング砲が、毎秒百発の発射速度で無数の凶弾を撃ち出してくる。

　葵も人間離れした反射速度で、転がってかわす。飛んでかわす。走ってかわす。その間かん隙げきを縫って左腕の荷電粒子砲を放つが、やはりパワードスーツの堅けん牢ろうな装甲には、一切通じない。

　パワードスーツの背面から、ホーミング誘導のミサイルが次々と射出される。

　一発目、二発目────辛かろうじてかわす。

　三発目、四発、五発、六、七、八────かわせない。

　ウイング型の展開式ユニットをシールドに使ったが、その爆発力はすさまじく、葵の体は宙を水平に飛んだ。壁にぶつかり、息が止まる。床に転がり落ちた。

「ごふっ……あ……」

　壁に手をついて、身を奮い立たせる。盾にした展開式ユニットの破損状況は甚じん大だいで、もはや見る影もなかった。鋼鉄の翼はもぎ取られ、防刃防弾機能をもつ強化装備の戦闘スーツも当然のように破れている。体の各所から流れる赤い血を見ると、自分が完全な機械ではなく、あくまで改装手術を受けただけの女子だということを痛感させられる。

　同時にそれは、もともと気弱な葵の恐怖心を、喚起させた。

　────勝てない。怖い。死ぬ。壊される。怖い。

　性能がまるで違うのだ。あのパワードスーツの装甲は、あらゆる攻撃を跳ね返し、その武装は、葵に搭載された数々の兵器を凌りよう駕がした殺傷能力をもっている。

「逃げようとしても無駄だぞ」

　ボスのその言葉で、葵は初めて、自分が倉庫入り口の扉付近にいることに気づかされた。

「ここは仮にも、ＳＦＣが所有するセーフハウスだ。簡単に扉が開いたら困るからな」

　言われるまでもない。この倉庫の扉は砲弾にも耐えうる設計で、カードキーがないと絶対に開かない。そしてそのカードキーは、ボスが持っている。葵はどうやっても逃げられないし、誰も入ってくることはできない────────────────────はずだった。

「え？」

　思わず目を見開く。おそらくパワードスーツ内のボスも同様だろう。




「な、なんで武流っちが、ここにいるわけぇッ!?」




　その男は。桐原武流という高校生は。

　誰も出入りすることができない扉を一度も開けることがなく。

　なぜか倉庫の中にいて。

　葵の隣に、立っていた。

「状況はわからないけど、あのパワードスーツが敵なんだな」

　武流は学校で一度も見せたことがない顔で。さきほど葵と戦っているときでさえ作らなかった貌かおで。ボスが駆るパワードスーツを、静かに睨にらみつけていた。

「誰だ、お前は？　どうやってここに入った？」

「答える必要はない。いや、答えたくない、が正解だな」

「では質問を変えよう。なぜ私を敵だと判断する？」

「だってお前が葵を泣かせたんだろ？　女の子なのに、こんな血だらけにしやがって」

　武流はそこで一拍置くと、

「俺の数少ない友達を泣かせる奴やつは、全員、度どし難がたい敵だ」

　友達。

　武流はそう言ったのか。自分がサイボーグだと露見した今でも。もがれた鋼鉄の翼と、巨大な砲身に変形させた左腕を見られた今でも。まだそう言ってくれるのか。

　だから葵は叫ぶ。この少年を死なせるわけにはいかないから。

「逃げて……お願いだから、逃げてよ武流っちッ！」

「戦場の心得。一つ、分が悪いと踏めば即座に撤退すべし。でも勝てる相手からは、わざわざ逃げる必要もない」

「な、なに言ってるわけ!?　いくら武流っちでも、あのパワードスーツには絶対に……っ！」

　武流は葵の言葉に耳を貸さず、腰を落として身構えた。

　この場所を探し当てたのは、直前に戦った相手を人工精霊で追尾するスキル『追跡』。

　扉を開けず倉庫内に侵入できたのは、遮蔽物すら通り抜ける『瞬間移動魔法メタスタシー』。

　もちろん葵は、そんなことなど知らない。桐原武流が、異世界エルファランドで神話を超越した英雄と呼ばれていた事実を知らない。

「ただの人間ごときが、どうやってこのパワードスーツを相手にすると言うのだ！」

　ボスの駆るパワードスーツが、絶叫のような駆動音をあげて、武流に襲いかかる。

　武流は腰に溜ためた右拳を、ゆっくり後ろに引いて。




「どらあああああああああああああああああああああああああああああああッ！」




　飛び上がって、正拳突き。

　たったそれだけ。

　その一撃はコックピットの開閉部を見事に押し潰し。

　ひしゃげた装甲ごとボスの顔面を圧迫し。

　強大無比で重量感のあるパワードスーツは、破片を撒まき散ちらしながら、ボールのように飛んでいった。

　──防御弱体魔法アデイナミアと、攻撃増強魔法エナスパデイ。

　その魔法で敵の装甲を弱めつつ、自らの攻撃力を強化して思いっきり殴った武流の前では、いかに強固なパワードスーツといえど、簡単に粉砕されてしまった。




「……やっぱサイボおーグ諜前報部隊らも、〝異世界転生者俺〟の敵じゃなかったな」




　　　　◇




　しかし、サイボーグにパワードスーツって……いくらなんでもめちゃくちゃだろ。現実離れしすぎだっての。

　……まあ俺が言えることじゃないけどさ。マジで世の中、ワンダーランドすぎるんだけど。

　倉庫の中に残っていた葵が、やっと表に出てきた。さっきまでいろんな機械で覆われていたその体は、元の人間的なそれに戻っている。
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「ボス、完全にのびちゃってる。とりま、手近なロープで拘束しといたけど」

　聞けばあのパワードスーツに乗ってた奴やつは葵の上司で、ＳＦＣの長官だったらしい。そんな奴やつをぶん殴って大丈夫だったのかって聞くと、葵は「悪い奴やつだから全然平気」だとさ。

「で、お前は大丈夫なのかよ？」

　葵は肩口に刺さっていたミサイルの破片を抜きながら、

「あたしはサイボーグだからね。これくらいの傷、ナノマシンがすぐに修復してくれるよ。そんなことより、武流っちって本当に何者？　あの鉄壁の装甲をワンパンでブチ抜いちゃうんだから……まじびっくりっていうか」

　あ、そうだった。俺はその場で────土下座した。

「お願いします！　さっき撮った写真のデータ、消してください！」

「え？　写真って……武流っちがあたしのミサイルを防いだときのやつ？」

「そうだよ！　あんな写真を国家機関に流されたら困るんだ！　俺の日常が終わる！」

「…………それは武流っちが、第三国のサイボーグ諜ちよう報ほう員いんだから？」

「だから違うってば！　確かに俺は普通の人間じゃないけど、断じてサイボーグでも、諜ちよう報ほう員いんでもない！　ただ普通の生活に憧れるだけの高校生なんだよ！　なにも起こらない日常を、なんでもないように過ごしたいだけなんだって！」

　じっと俺を見つめていた葵は────笑った。

「あははっ、それ本気？　武流っちにはすごい力があるのに、本当に、ただ普通の日常を過ごしたいだけって言うわけ？」

「力をもってるからこそ、憧れるんだよ。お前も本当はそうしたいんじゃないのか、葵」

「だって、あたしは……」

　答えを聞く前に、一台の車が港にやってきた。俺たちの前で停車する。

　中からスーツ姿の男たちが降りてきた。

「内閣調査室監査部の者です。さっき連絡をくれたのは……」

「あたしです。ＳＦＣ所属、コードネームネオン。うちのボスは中で拘束済みです」

　うげ、こいつら国家機関の人間かよ。いつの間にか、葵が呼んでたのか。

「ではすぐに確保します。ところで、そちらの方は？」

　きた。俺の最後のときが。いよいよ俺の日常は終わりを迎えるのか……!?

　葵はちらっと俺を見たあと、

「たまたま現場の近くにいただけの、一般高校生です。幸い怪け我がはありません」

　………………あれ？

　男たちは葵と二、三言葉を交わしたあと、全員が倉庫内に入っていった。

「なんで俺のことを……報告しなかったんだ？」

「んー、なんかさ、よくわかんなくなっちゃった。あたしのことを友達とか言ったり、普通の高校生活を送りたいだけとか言ったりさ。武流っちって、本当に変な人だよね」

　それって、誤解が解けたってことで……いいんだよな？

「じゃあスマホの写真も……!?」

「いや、それは消すわけないし」

「なんでだよ!?」

「武流っちの正体を見極めるまで、報告を先延ばしにするだけ。今後はあたしがしっかり監視するから、覚悟しとくっしょ」

　雛代さんに続いて、こいつもか……まあ黙っててくれるなら、なんでもいいんだけど。

「……でも、なんで急に。もしかして、助けてやったことを感謝してるとか？」

「そんなわけないじゃん」

　埃ほこりだらけになった長い髪を、ばさっと後ろに流して、

「あたし、機械だから感情ないし」

　そう言って笑った葵の表情は、いつも以上にとても朗らかで。

　すごく人間らしかった。




　　　　◇




　葵から聞いた話だと、ＳＦＣのボスは更迭されて、今度は温和なボスが赴任したらしい。

　それによって病気だった葵の親父おやじさんは、みるみる快方に向かっているそうだ。前のボスは定期的な化学薬品の投与によって、親父おやじさんの病状を悪化させていたんだと。むごいことをする奴やつがいたもんだ。確かにそんな奴やつは、思いっきりぶん殴って正解だったな。

　まあ、新しい上司に、いつ俺のことを報告されるかって考えると気が気じゃないけど、今のところは大丈夫っぽい。やっぱあいつ、なんだかんだ言って、俺に感謝してたのかな。

　とにかく、これで事件は一件落着。俺も葵も憂いは消えたことだし、あとはいよいよ明日に迫った遠足を目一杯に楽しんでやるだけだ！

　───と思って、部屋のベッドで寝たはずなんだけど。

　なぜか朝起きたら、俺は飛行機の中にいて。

「おはよう、武流っち」

　なぜか隣のシートには葵がいた。

「武流っちが寝てる間に、勝手に連れてきちゃった。今、次のミッションに向かってるとこ」

「…………はい？」

「これからはたまに、あたしの協力者になってもらうから。今回の任務は某国領事館の潜入調査なんだけど、武流っちには表で見張り役をお願いするっしょ」

「いやいや……いやいやいや！　意味わかんねーって！　ここどこだよ!?　遠足って、今日だよな!?　いますぐ引き返せ！」

「ふふ。たぶんあたしら、いいコンビになると思うよ。そもそも武流っちに拒否権はないし」

　スマホで例の画像を見せてきた。俺が魔法でミサイルを防いでいる写真だ。

　こいつ、マジか!?　家で寝てた俺を勝手に飛行機に乗せた挙げ句、脅迫まがいなこと言って自分の任務に付き合わせるだと!?　相変わらず自由すぎんだろ……！

「国を変えられるほどの武力があるのに、なにもしないというのは怠慢だ。そう言った人がいた。でも武流っちは、なにもしないって選択をした。すごい力があるのに、普通の高校生活を送りたいだけだって。あたしはその考え、素敵だなって思った。そんな武流っちと一緒にいれば、あたしも普通の女子高生と同じ気持ちになれるんじゃないかって、思ったの」

「じゃあ、その普通の高校生活を送らせろ！　今日は遠足なんだぞ!?　どうすんだこれ!?」

「だからさ……これが二人きりの、遠足ってことで」

　隣のシートに座る葵は、うっとりした顔で、俺の肩にこつんと頭を預ける。

「あたしは今、ほんとに幸せだよ。武流っち」

「ざけんじゃねええええええええええええええッ！」

　俺の日常は飛行機の速度よりも速く、どんどん遠ざかっていく──…………。
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　うん。武たけ流るくんなら遠足に来なかったよ。私、楽しみにしてたのに、ほんと残念。まあ、そっちのほうが武流くんらしいけどさ。昔から行事ごとには絶対参加しない人だったしね。

　武流くんが参加しなかった理由？

　えっと、電話して聞いたんだけど、なんか「やむを得ない事情で北ほつ海かい道どうにいる」とか言ってたな。なんで北ほつ海かい道どう？　って聞いたら、「旅行」だって。両親の都合がその日しか合わなかったのかなぁ。

　え？　だって普通、高校生の旅行って言ったら、両親と行くものじゃないの？

　……あー、そういや電話したとき、後ろで美み山やま樹ぎさんの声が聞こえたような……え、美山樹さん？　えっと、うん。確かに美山樹さんも遠足には不参加だったけど……。

　いやいや、そんなのありえないって！　武流くんと美山樹さんが二人きりで北ほつ海かい道どう旅行なんて、さすがにないない！　それは疑いすぎ！

　ま、まあ確かに、この間、武流くんと一緒に警察署に行こうとしたら、いきなり美山樹さんが来たけどさ。文芸部の今後についての打ち合わせだったらしいけど……え、そんなの聞いてないって？　あ、あはは、言い忘れてたのかな。そういうのって、あるもんね？

　ほかに変なこと？

　うーん、最近の武流くんは基本的に変だからね。

　とくにほら、この間の小論文。国語の先生がびっくりしてた。テーマは『戦場で生き残るための秘ひ訣けつ』だったよね。あれ読んだ？　まるで自分の実体験みたいに書いてるの。臨場感もあるし、切り口は鋭いし、構成も巧みだって先生が褒めちぎってた。コンクールに出せば、絶対に入賞を狙えるって。いつの間に文才を開花させたのかな。

　あ、ご、ごめん、私ばっかり喋しやべって。うん、私も二人のことは応援してるから。

　……そんなに否定しなくてもいいのに。だって、そうでしょ？　私、知ってるんだから。

　はは、またなにかあったら、いつでも呼んで。なんでも協力するからさ。

　じゃあ武流くんをよろしくね！







[image: 第三話　ＶＳ時空管理官]

　家を出てすぐのところで、奈な々な子こに声をかけられた。

「おはよう、武たけ流るくん！」

「ああ、おはよう。今日はずいぶん遅い登校だな」

　俺はいつも、始業の五分くらい前に到着するように家を出る。普段から早めの行動を心がけている奈々子とこうして登校中に会うなんて、かなり珍しいことだった。

「えへへ……今日は生徒会の雑務もないから、油断して寝坊しちゃった」

「奈々子でも寝坊することはあるのか」

「ご、ごくたまーにだよ？　でもさ、こうして一緒に学校に行くのって久しぶりじゃない？」

「そうだな。最後は中学のときだっけか」

　六月の暖かい日差しのなか、幼おさな馴な染じみの女の子と他愛ない雑談をしながら並んで歩く。

　……ああ、やっぱ奈々子と一緒にいると落ち着くなあ。めちゃくちゃ日常を感じるぜ。

　最近おかしすぎるんだよ。まだ異世界から帰ってきて日が浅いのに、異能力者のいざこざに巻き込まれるわ、サイボーグの諜ちよう報ほう員いんに狙われるわ……どう考えても普通じゃない。俺は平凡な高校生活を静かに過ごしたいだけなのに。一体どうなってやがるんだ。

　待てよ。そういや俺が異世界エルファランドに飛ばされたとき、例の女神は言ってたぞ。

　──あなたはこの先、様々な困難に巻き込まれる運命にあります──

　ひょっとしてあれ、エルファランドだけの話じゃない？

「……じゃあ俺は、今後も厄介ごとに巻き込まれていく……わけないよなぁ!?」

「ん？　なんか言った？」

「い、いや、はは。なんでもないんだ。うん、そんなことあるわけがない」

　困難に巻き込まれる運命なんて、俺は信じないぞ。これ以上の厄介ごとは、マジで勘弁だ。

「ところでさ、武流くんも昨日のロードショー見た？」

「おう見たぞ」

　確か未来からやってきたタイムトラベラーが、現代でラブコメするＢ級映画だったな。

「切ない話だったよね。私、最後は泣いちゃったもん」

「ああ、俺も泣いた。あの無能な主人公は本当に切ない」

「え？　未来人の主人公と現代人のヒロインが最後に別れるシーンのこと……だよね？」

「そこは別にいいだろ。俺が泣いたのは、未来の戦士設定の主人公が、ただのヤクザにあっさり捕まってしまう場面だ。あいつ、未来の戦場でなにを経験してきたんだよ。切なすぎるぜ」

　奈々子はきょとんとしたあと、

「あ、あはは。武流くんって、独特の見方するんだね……」

「そうか？」

「でもさ、時間旅行なんてロマンあるよね。もしかしたら私たちの身近にも、未来からやってきたタイムトラベラーがいたりして……なんて考えたことない？」

「ああ!?」つい大声を出してしまった。「考えるわけねーだろ！　あと異能力者もサイボーグもいらん！　普通の人間だけで十分だ！」

「あの……なんの話？」

　奈々子が首をかしげたところで。

　脇の路地から飛び出してきた男子高校生が、俺にぶつかった。もちろん俺は壁のごとく微動だにしなかったけど、相手は転んでしまったんで手を差し伸べてやる。

「大丈夫ですか？」

「ああ、急に飛び出してすいません」

　身を起こした男子高校生は、あたりをきょろきょろ見回したあと、

「ところで……今って西暦何年ですか？」

「はい？」

　奈々子が目を丸くした傍そばで俺は────ざざっと飛とび退のいていた。

　男子高校生を真っ向から睨にらみつける。

「……まさかお前、『本物』じゃないよな……？」

「お？　ノリいいな、あんた。って、こんなことしてる場合じゃなかった。じゃ急ぐんで！」

　男子高校生はそれだけ言い残すと、学校のほうへ走り去っていった。

　奈々子がぽつりと漏らす。

「今の人、うちの学校の制服を着てたけど……見ない顔だったな。転校生かなぁ」

「なんだと……？」

　登校中に転校生とぶつかる────それは古今東西で語られる、非日常開始の合図だ。

　……なんだか、とてつもなく嫌な予感がするぞ。







　仮に俺が厄介ごとを引き寄せる運命にあるとしよう。

　でもさすがに、さっきの男が本物のタイムトラベラー……なんてことはないよな。うん、それは絶対にない。というか、あってほしくない。

　教室に入って、自分の席に着く。隣の席にいた雛ひな代しろさんが話しかけてきた。

「今日もちゃんと登校してきたようね。『神の戦車メルカバー』め」

「はいはい、勝手に言ってろ」

　この異能力者やサイボーグなんて奴やつらが立て続けに出てきたから、身構えてしまってるだけだ。これ以上、非日常な連中が増えてたまるか。

「あんた、遠足の日に美み山やま樹ぎ葵あおいと出かけてたって噂うわさがあるけど、実際どうなの？」

「そんなわけないだろ。家族と北ほつ海かい道どう旅行に行ってたんだよ」

　実際は葵のミッションに連れ回されていたわけだけど、もちろん秘密にしてある。雛代さんも葵も、まだおたがいの正体を知らない。知っているのは俺だけだ。わざわざ話す必要はないし、余計なことをすれば、さらに普通の高校生活が遠のいてしまうかもしれないからな。

　たとえばあれだ。素性を知った雛代さんと葵を中心に、異能力者とサイボーグの大戦争が勃発する可能性だって……くっ、考えただけで、おぞましすぎる！

「あんなに楽しみにしてた遠足をすっぽかしてまで、家族旅行に行ったわけ？」

「だからそうだってば。急な話だったんで、仕方なかったんだよ」

　雛代さんが怪け訝げんな目を向けるなか、予鈴が鳴って担任の先生が教室に入ってきた。

「さて。朝のホームルームを始めるぞ。と、その前に……」

　ドアに目を向ける先生。なんかすごく嫌な感じだ。頼むからなにも起きないでくれよ。起きるな、起きるな……ッ！

「転校生を紹介する。入ってこい」

　起きたあああああああああああああああッ!?

「あ、どうも。今日からこの学校に編入することになりました、上うえ田だ拓たく実みです」

　その転校生は紛れもなく、今朝の自称タイムトラベラーで────。

　え、こんなことってある？　登校中にぶつかった転校生が、あろうことか俺のクラスに編入してくるなんてさ。一体どんな確率だよ。使い古された創作物の出会い方じゃねーか。

　……いや、現実はときに創作物を超える。異世界転生者の俺が言うんだから間違いない。その俺の隣には、本物の異能力者が座っているし、隣のクラスにはサイボーグまでいるんだ。

　じゃあ、あの上田って奴やつが本物のタイムトラベラーだって可能性も……ある、のか？

　そんな怪しい転校生、上田の自己紹介は続く。

「あー、一応言っとくけど、自分空手やってるんで。昨日も三人のＤＱＮに絡からまれたけど、気がつけば全員血だらけで倒れてました。どうも俺は退ひけない性格で──」

　そこで上田と目があった。

「あれ、そこのお前……おおー、やっぱ今朝にぶつかった奴やつじゃん！　いや、未来を知る俺はお前と同じクラスになるってこともわかってたけどさ！」

　……くそっ、こいつはどっちなんだ。ただのイキリか、それとも本物か……!?




　休み時間ごとにクラスの連中に囲まれていた上田だが、その数は次第に減っていく。みんな上田をただの痛い厨ちゆう二に病びよう患者だと思って、少し様子を見ることにしたようだ。

　そして昼休みになる頃には、もう上田の周りには誰も集まらなくなっていた。

　ぼっちの気持ちはよくわかる。できることなら、俺が話し相手になってやりたい。でもこれ以上、変わり種と接触するっていうのもなあ……。

　……いや、やっぱり転校初日からぼっちっていうのは、さすがにかわいそうだ。たとえあいつが本物のタイムトラベラーだったとしても、俺の日常さえ壊さなければ問題ない。よし、よく知らない人に話しかけるのは緊張するけど、がんばって昼飯に誘ってやろう。

「ねえ、武流くん。今日もパンでしょ？　私たちと一緒に学食に行かない？」

　男女混成メンバーを連れた奈々子が、俺に話しかけてきた。

　え、俺いま、奈々子だけじゃなくて……クラスの連中からも昼飯に誘われてる？

　マジで……っ!?

「上田くんも誘って、みんなで学食に行こうって話になったの。いいかな？」

「当たり前だ！」

　これはめちゃくちゃ嬉うれしい。だってクラスの連中と昼飯に行くなんて初めてだし、どうやって上田に話しかけようか悩んでたところだしな！

「おーい、上田くん。みんなで学食に行こうよー」

　自分の机で寝たふりを決め込んでいた上田は、奈々子に呼ばれて立ち上がった。

「やれやれ……ま、こうなることも予想済みだけどな」

　笑みを浮かべて近づいてくる。その表情は、どうしても俺の警戒心を揺さぶるわけで。

「はは、変な縁で出会ったけど、ま、まあ、仲良くしようぜ……」

　精一杯の笑顔で言った俺に、上田はぽんと肩を叩たたいてきた。

「確か桐きり原はらだったよな。お前とはゆっくり話したかったんだ」

　そして耳打ちしてくる。

「お前も俺と同じで、普通の人間じゃねーんだろ？」

「な……っ!?」

「たぶんお前は、別の世界からやってきた。どうだ？　当たらずとも遠からずじゃないか？」

　こ、こいつまさか、俺が異世界帰りの人間だって、気づいてやがるのか……ッ!?

「ねえ、二人でこそこそ話してないで、早く学食に行こうよ」

　奈々子が言ったのと、ほぼ同時だった。

「へーい、武流っち！　パン買いに行こーぜい！」

　教室のドアが乱暴に開かれて、隣のクラスの葵が入ってきた。

　クラスの連中がぽかんとする。

「あれ、美山樹って、桐原と仲良かったっけ？」

「そーだよ？　あたしと武流っちは、固い絆きずなで結ばれた相棒なの。ねー、武流っち？」

　上田の件で青ざめていた俺は、そのまま強引に葵に連れて行かれる。

「あ、ちょ、ちょっと待ってよ、武流くん！　学食は!?」

　奈々子の声に返す余裕すらなかった。







　購買部でパンを買ったあとは、そのまま文芸部の部室に連れてこられた。

「初めてクラスのみんなと学食に行くところだったのに……強引すぎるだろ」

「だって武流っちと一緒にお昼食べたかったんだもん」

　葵が上目遣いで見つめてくる。殊勝な顔をしているけど、悪いとは微み塵じんも思ってないだろうな、たぶん。

「んで、なんで紗さ姫きちんまでついてきたわけ？」

　俺たちと一緒に部室にやってきた雛代さんが、焼きそばパンを食べながら言った。

「できるだけ武流の傍そばにいたいからよ」

「む、聞き捨てならない発言……やっぱ紗姫ちんもライバルかぁ……」

「なにを勘違いしてるか知らないけど、私と武流はそういう関係じゃないから」

「じゃあなんで武流っちの傍そばにいたいわけ？」

「あんたに言う必要はないわ」

「ふーん。なんか感じわる」

　異能力者とサイボーグが睨にらみ合あう。おたがい正体を知らないはずなのに、なんか二人の仲がちょっと険悪になったように見えるのは、俺の気のせいか？

「ところで、なんでマリーもいるんだ？」

　文芸部で唯一の一般人、マリーは弁当箱をつつきながら、むくれて言った。

「私が部室にいたらいけないんですか」

「いや、そういうわけじゃないけど」

　クラスに友達がいないんだろうな、きっと。

「……そういや先輩の小論文、私のクラスにも配布されましたよ。なかなかよく書けてるじゃないですか」

　珍しくマリーから話題をふってきた。

「ああ、あれな……」

　俺が書いた小論文のテーマは、『戦場で生き残るための秘ひ訣けつ』。自分で言うのもなんだけど、異世界での経験をもとに書いたんで、なかなかいいものに仕上がった。まさかあそこまで絶賛されて、全学年に配布されるとは思わなかったけど。結果、やたらと目立ってしまったんで、ちょっと気後れしてるんだよな……。

「そういやあたし、まだ読んでなかったな。武流っちの小論文って、どんなやつ？」

　葵が目を爛らん々らんと輝かせる。雛代さんが答えた。

「私も読ませてもらったけど、確かに鋭い視点で書かれていたわ。本当に何者なのかしら」

「ありゃ？　紗姫ちんよく読めたね。国語の授業で朗読するとき、『団だん塊かいの世代』っていう一文を『だんこんの世代』って読んじゃう紗姫ちんが。そんなの淫乱すぎる世代だし」

　ばっ。

　頰を真っ赤に染めた雛代さんが、俺を睨にらみつけた。

「あんたが言ったの!?」

「いや、俺はそんなことすら知らなかったけど。一年のときの話じゃないのか」

　てか本当にどっか抜けてるよな、ヒナシロ姫。

「あと作文でも、『く』をカタカナにして、『体をクの字に折る』って書いちゃったことあるんだよね。それめっちゃ折れてんじゃん。うける～」

「なんでそんなことまで知ってるわけ……!?」

　葵の奴やつ、変な情報まで集めてるな。そのうち雛代さんが異能力者だって情報まで摑つかんでしまうんじゃないだろうか……不安だ。

　そんな葵はマリーから俺の小論文のコピーを受け取って、パンをかじりながら興味深そうに読み始めた。

　雛代さんが俺に近づいて、こっそり囁ささやく。

「……美山樹葵って、最近なんか妙に絡からんでくるのよね。あんたのせいでしょ？」

「なんでそうなる」

「だって葵は、たぶんあんたのことを……まあいいわ。それより転校生の上田くんよ。あんたは彼を警戒してるように見えたけど、理由はなに？」

「ああ、それなんだけどさ。あいつは────タイムトラベラーかもしれないんだ」

「はあ？」予想通り、雛代さんは素っ頓狂な声を出した。「……頭、大丈夫よね？」

「もちろんだ」

「タイムトラベラーなんて、いるわけないじゃない。馬鹿馬鹿しい」

「だから異能力者の雛代さんがそれを言うのか」

「当たり前でしょ。だって現実的じゃないもの」

「あのな……世の中は雛代さんが思ってる以上に、不思議なことで溢あふれてるんだぞ。異能力者が実在するのに、異世界転生者やタイムトラベラーがいないって保証はどこにある？」

　あとサイボーグもな。ちらっと葵を見たときだった。

「お、やっぱここにいたのか、桐原！」

　部室に珍客がやってきた。

「う、上田……ッ!?」

「朝あさ倉くらさんたちに聞いたぞ。お前、文芸部の部員だったんだな。仕方ねーから、俺も入部してやるよ」

　上田がポケットから、折りたたまれた入部届けを取り出した。

「ん？　入部希望者なら大歓迎っすよ。あたし、部長の美山樹葵ね。よろ～」

「待て、葵」

　近づこうとした葵を手で制して、上田を睨にらみつけた。

「……もうこの際だから、正直に話してもらおう。お前は一体、何者なんだ……？」

　もし本物のタイムトラベラーを名乗るなら、入部は許可できん。ここにはすでに、異能力者とサイボーグがいるんだぞ。あと、異世界転生者の俺もな。これ以上変な奴やつが増えたら、もっと日常が遠ざかってしまう。

「やれやれ。やっぱ言わなきゃだめか」

　上田は前髪をかき上げて、クールに笑った。

「改めて自己紹介しよう。俺の名は上田拓実────時空管理官だ」

「時空……管理官、だと？」

「ああ。すべての次元に影響を及ぼす超流動性因果律を修繕するために、未来から派遣された特別調査員。それが俺の正体だ。明確な定義付けはないが、意識のみ時間跳躍する者をタイムリーパーと呼ぶなら、体ごと時空を渡る俺はタイムトラベラーにカテゴライズされる」

「くっ、わけわからんけど、やっぱりか、お前…………ッ！」

「どうした桐原。やけにピリピリしてるぞ。まさかここで、電撃魔法でも撃つつもりか？」

　こいつ、なぜか俺が電撃魔法ケラヴノスを使えることまで見抜いてやがる……！

　もう間違いない。上田は本物だ。俺たちと同じ、異常枠だ。どうやら俺は、本当に非日常を呼び寄せる星の下に生まれたらしい……。

「お前、未来を知っているって言ってたよな……じゃあ俺の未来はどうなるんだ？　俺は普通の高校生活を送れているのか……？」

「無理だ」上田はきっぱりと言った。「俺と桐原は近い将来、時空を揺るがす前ぜん代だい未み聞もんの大戦に巻き込まれる。すでにその兆候は、感じてるんじゃないのか？」

　兆候──異能力者にサイボーグの出現か。確かに俺の日常は、とっくに侵食されている。

　絶句する俺を残して、雛代さんが前に出た。

「……よくわからないけど、上田くんは時空を操る能力者だって言うの？　組織の手の者？」

「ああ。所属する組織は未来の時空管理局。この時代にやってきたのは、特異点が観測されたからだ。とくにこの文芸部は、これから波動関数が収束していき────」

「帰れぇッ！」大声で遮った。「もう非日常なんてまっぴらなんだよ！　俺は平凡な学校生活を送りたいんだ！」

　上田は呆あつ気けにとられた顔をしたあと、不敵に笑った。

「……了解。今日のところは帰るとしよう。でもな、忘れるなよ桐原。普遍的根拠をもたない因果系列の交錯──人はそれを運命と呼ぶ。結局俺たちは、その運命から逃げられないのさ」

　そんな意味深な言葉を残して、部室をあとにした。

　俺は今後、時空を揺るがす大戦に巻き込まれるだと……？　くそっ、どうすればいいんだ！

「なんで追い返しちゃうんですか」

　マリーがぽつりと言った。

「せっかくの入部希望者だったのに。文芸部って、ただでさえ部員が足りないんですよ」

「……マリーにはわからないだろうけど、あいつは俺の日常に忍び寄る危険な影なんだ」

　葵が首をかしげる。

「ほえ？　なに言ってんの武流っち。あれはただの厨ちゆう二に病びようじゃんか。紗姫ちんまで変に乗っかるしさ。やっぱ紗姫ちんってオタク？」

「ち、違うわよ！　私は武流の様子がおかしかったから、一応確認しただけで！」

「だからって、時空を操る能力者はないっしょ……聞いてるこっちが恥ずかしいっていうか」

「うう～、なにも知らないくせに……っ！」

　赤面する雛代さんをよそに、俺は葵の腕を引っ張って、そっと耳打ちした。

「葵ならわかるだろ……！　上田はきっと本物の……！」

「まだ言ってるし。そんなに気になるなら、調べてあげよっか？」

「本当か!?」

「うん。さすがに国家権力は使えないけど、上田っちの素性調査ならあたしだけで十分だし」

　戦場で生き残るためには情報が必要不可欠。頼んだぞ葵。

「でもさすがに時空管理官とか、時空を操る能力者とか、まじありえないっていうか……信じるほうがどうかしてるって感じ」

　いや、能力者ならすでにいるんだよ、ここに。だから上田を疑うのも仕方ないんだって。

　とにかくあいつの素性がはっきりするまで、俺は警戒を怠らないぞ。




　　　　◇




　上田拓実は学校の帰りに、ひとりで近所のゲームセンターに立ち寄っていた。

　自分の厨二病発言で周りを引かせてしまうのは、いつものこと。だからなかなか友達ができないのも、いつものことだ。

　だけど前の学校でもそうだったように、波長が合う奴やつは必ずいる。今回の場合、それが桐原武流なのだ。自分の厨ちゆう二に設定にも大げさに反応してくれる楽しいクラスメイト。そのうち、もっと仲良くなれるに違いない。

「いやー、転校が決まったときはどうなるかと思ったけど、結構ありかもしれないぞ」

　前向きな上田はそんな独り言をつぶやきながら、クレーンゲームに熱中していた。すると、

「ねえねえ武流くん。あれとってよ」

「よっしゃ！　任せとけ！」

　聞き覚えのある声がした。上田が遊んでいるクレーンゲームの筐きよう体たいの向こう側に、奈々子と武流、そして紗姫がいる。三人は上田に背を向けているので、こちらに気づいていない。

　……あれは桐原じゃないか。俺と同じ厨ちゆう二に病びようのくせに、女子とも遊びに行くリア充だったなんて、マジで尊敬だ。あいつと友達になれたら、きっと俺の未来も明るいぞ。

　声をかけるために、上田が近づこうとしたとき。

「ん？　どうしたの武流くん？」

「……悪い。ちょっと用事ができた。雛代さん、奈々子を頼む」

　武流はそれだけ言って、そそくさとゲームセンターを出て行った。

　あいつ、女の子を残して、どこに行くつもりだ……？

　なんとなく気になった上田は、武流の後を追った。




　ゲームセンターを出て、あたりを見渡す。そこは繁華街なので、夕方のこの時間はそれなりに人通りがある。

　数メートルほど離れた人混みのなかで、武流の姿を見つけた。上田に背を向けた状態で立ち止まっている。

　なにをやっているんだろうか。声をかけようとしたところで、

「……そこにいるんだろ。出てこいよ」

　武流が振り返りもせずに言った。

　なんだ。やっぱ俺がいることに気づいてたのか。よし、乗ってやるぜ。

　上田は一度電柱の裏に回り込んだあと、「やれやれ、気配は絶っていたのにな」と言いながら出て行こうとした。

　が、しかし。

「よくわかったな」

　武流の正面、脇の路地からスウェット姿の男が出てきた。上田には見覚えがない男だ。

　人混みのなか、武流とスウェットの男は、静かに対たい峙じする。

「殺気を抑える訓練も積んだほうがいいぜ。ゲーセンの外から俺たちを探ってただろ？」

　……ああ、俺に言ってたんじゃなかったのね。桐原はあの男と厨ちゆう二にごっこを始める気か。

　出て行くタイミングを逸した上田は、そのまま電柱の影から見守ることにした。

「気づいてたなら話が早い。俺はお前に潰された組織の支部の能力者だ。運良く俺だけ、警察の逮捕を免まぬがれたんだよ」

「例の能力者組織の残党か。そんなことだろうと思ったよ」

「正体不明の能力者に支部を潰されたことで、俺は上の連中から責任を問われる羽目になったんだ。返り咲くためには、お前の首を手土産にするしかない。俺の能力は────」

　男の言葉を聞き終わる前に、武流は右手を伸ばした。

　同時に、男の傍そばにあった喫茶店の据え置き看板が、派手な音を立てて爆散する。

　え？　いま桐原の右手から、光の塊が飛んだような……？

「……あんたは組織の能力者じゃない。ただの一般人だ。そうだよな？」

　凄すごんだ武流の右手に、バチバチとほとばしる紫電が宿った。

　周囲の通行人たちは突如爆発した看板に気を取られていて、誰も武流を見ていない。武流は右手に紫電をまとわせたまま、ゆっくり男に近づく。

「う、あ……」

　その迫力に気け圧おされた男が、一歩、二歩と、じりじり下がる。

「ただでさえ、また日常が脅おびやかされそうでイラついてんだよ……あんたがこのまま消えてくれるなら、こっちも干渉するつもりはない。でも俺の日常生活を邪魔するって言うなら……」

「は、はは。ど、どうやら相手が、悪かったようだな」

「……そうだ。俺たちは今日、会わなかった。もしあんたが組織に報告して、連中が攻めてくることになったら俺は──────めっちゃ怒る」

　武流が右手の人差し指を上に向けた。すると指先から一筋の電光が放たれて、頭上の街灯を撃ち抜いた。砕け散った街灯を見て、通行人たちが何事かと首をかしげる。

「わ、わかったわかった！　もうお前には関わらねーよ！　じゃ、じゃあな！」

　スウェットの男は、それだけ言って足早に退散した。

　一部始終を見届けていた上田は、電柱の影でぽかんとしたまま。

　……えっと。ただの厨ちゆう二にごっこ……だよな？　マジで電撃魔法なんてあるわけが……。

「なにをしてるの？」

「ひっ!?」

　後ろから肩を叩たたかれた。振り返ると、紗姫だった。

「……もしかして、武流のことを探ってた？」

「い、いや、はは、な、なんのことだか。え、えと、じゃあ俺はこれで……」

　見てはいけないものを見た気がした。だから逃げ出したのだが。

　数メートル走ったところで、不思議な力が作用する。

「おわああああああああああ!?」

　見えない巨人のような力で、上田の体は元の電柱の位置まで強引に引き寄せられた。

　へたり込んだ姿勢で、傍そばに立つ紗姫の顔をぽかんと見上げる。

「い、いま、俺に、なにが起きた……？」

　さわった物同士に引力を発生させる紗姫の能力、『黄金妃の誘引クレオパトラ』。

　もちろん上田はそんなことなど知る由よしもない。本来、上田の体は紗姫が触れた電柱に激突するはずだったが、直前で能力が解除されたため無事だった。

「…………その反応、やっぱり組織の能力者じゃないわね」

　紗姫がぽつりと言った。

　な、なんだよこれ……なんだよこれ!?　なんか桐原もこいつも、ちょっと変だぞ……!?

「あれ？　う、上田!?」

　やっと武流が気づいたときには、すでに駆け出していた。




　上田は混乱を抱えたまま、自宅マンションの近くまで戻ってきた。

　……俺は一体、なにを見たんだ。桐原が看板を爆破したり、街灯を電撃で撃ち抜いたり。おまけに雛代さんは、変な力で俺を引っ張り寄せた気が……。

　自宅マンションの隣にはコンビニがある。引っ越してきた当初は便利だと喜んだが、広い駐車場が併設されているため、夕方過ぎにはガラの悪い連中が改造バイクで集まってくるのだ。

　それは今日も例外ではなかった。

　ヴォン、ヴォヴォヴォン！

　改造バイクの連中が、耳みみ障ざわりなマフラー音で挑発してくる。上田は空気になってコンビニの横を通り過ぎようとした。

「ありゃ？　上田っちじゃん」

　目前にある自宅マンションの玄関口から、葵が出てきた。

「あ、ああ、えっと、確か文芸部の美山樹さんだっけ。そのマンションに住んでたんだ」

「ううん。ちょっと調べ物してただけ。ちょうどいいや。あたし、上田っちに聞きたいことがあるわけよ」

　コンビニの駐車場にいたバイクの連中が、からかってくる。

「なになにー？　お前ら高校生カップルかぁ？」

　……やばい。俺たち絡からまれてる。うう、怖ぇよ……。

　萎縮する上田とは違って、葵は平然と続けた。

「帰りが遅かったみたいだけど、もうバイト採用されたの？　駅前のスーパーだったよね」

　え、なんでそれを知ってるんだ？　俺、バイトの話なんかしたっけ……。

「へいへーい。無視しないでよー」

　駐車場の連中がバイクで近づいてきた。わざとらしくエンジンを吹かしながら、上田と葵の周囲をゆっくり走り回る。ヴォン、ヴォヴォヴォン。

「でさ、上田っちは前の学校で厨ちゆう二に病びよう扱いされてたみたいだけど、実際どうなわけ？」

「え、えと、その……」

　ガラの悪い連中に取り囲まれているのに、どうして葵は表情ひとつ変えないのか。上田にはさっぱり理解できない。

「おーい、そっちのおっぱい大きいギャルちゃーん。俺たちとも遊んでよー」

　連中のバイクが一台、葵の後ろから低速で接近した。

　葵は振り返ることもせず────バイクの男の顔面に裏拳を叩たたき込こんだ。

「おぶぁッ!?」

「なんだっけ。時空管理官？　あたしそういう話、興味あるなー」

「て、てめぇ、なにしやがる!?　ブチ殺すぞ!?」

「てかさ、上田っちは未来から来たって言ってたけど、それ本当の話？」

「おい、俺らを無視すんじゃねえ！　こっち向けよゴラァ!?」

　別のバイクが葵に向かって突進する。怒りのあまり、バイクで跳ね飛ばそうとしたのかもしれない。真相は不明だが、いずれにしてもそれは叶かなわなかった。

　葵が迫り来るバイクを片手で止めたから。

「ねえ、どうなの上田っち？」

「あ、あがががががががが……」

　上田だけではない。バイクの連中も全員が震え上がっていた。

　バイクを片手で止めた怪力はもちろん、連中を一いち瞥べつもせずに上田と話し続けている点も異常だ。彼女にとって、バイクの連中は蚊も同然。だから目も合わせないし、近づいてくれば叩たたき潰つぶすだけ。それが如によ実じつに伝わるからこそ、途方もない恐怖を覚える。

　葵は空転を続けるバイクに顔を向けることもなく、上田に微ほほ笑えみかけた。

「もしここで話しづらいことだったら、どっかお店に入ってもいいけど。奢おごっちゃるよ？」

「い、いいですいいです！　俺はただの厨ちゆう二に病びようで、ただの普通の人間なんです！」

「あはっ、だよねー。いや、わかってたけどさ。あれ、おーい、どったの上田っちー？」

　上田は脱だつ兎とのごとく逃げ出していた。

　あいつも普通じゃない……！　絶対普通じゃない……！　やばすぎるぞ、文芸部……ッ！




　　　　◇




『葵ちゃんの調査結果発表！　やっぱ上田っちは、普通の高校生でした。ばっちり身辺調査をしたから間違いないよ。そもそもタイムトラベラーなんているわけないし。ついでに武流っちのこともちょっと調べたけど、なにも出てこなかった。ほんと武流っちって何者？』

　昨日の夜、葵からそんなメールをもらった。

　俺を調べてもなにも出てこないのは当然だ。だって工事中の穴に落ちただけだし。その一瞬の間に異世界転生していたなんて、誰にもわかるわけがない。

　それはそうと、上田だよ。葵の調査結果は、俺に安心と喜びをもたらした。

　上田はただの厨ちゆう二に病びよう患者。だったらあいつが俺に近づいてきた理由も、仲良くなりたかっただけってことになる。そんなの────、

　嬉うれしすぎるんですけど!?

　それって、俺と友達になりたかったってことだよな？　まずは昨日冷たくしちゃったことを謝ろう。それから放課後は、思い切って遊びに誘ってみるんだ。ふふ、どこに行こうかな。やっぱ本屋か？　それともゲーセンか？　いや、あいつは文芸部に入りたがっていたわけだし、一緒に部活をして過ごすのも悪くない。

　ああもう、めっちゃ楽しみだ！　これでようやく俺にも、普通の友達ができるんだから！

　……と思ってたんだけど。




「なあ上田。改めて文芸部に入部してくれないか？」

「す、すいません無理です！　文芸部だけは勘弁してください！」

　そんな感じで断られた挙句。

　上田はもう二度と、俺に近づいてこなかった。




　どうやら上田は、俺たち文芸部の異常性に薄々気づいてしまったらしい。

　うん、わかってた。雛代さんは引力を操る能力で上田に探りを入れたわけだし、葵は上田の前でバイクを片手で止めたそうだし。あと俺もまずいところを見られていたみたいだし。

　だからこうなることは、全部わかってたんだよね。そりゃ距離を置かれるのも当然っていうかさ。いや、別に気にしてないよ俺は？

「ははっ、上田の厨ちゆう二に話ばなしも面白いな。桐原が『魔王の生まれ変わり』だなんてさ」

「ば、ばか、聞こえるだろ……あ、安心してよ桐原くん。お、俺はなにもミテナイカラ」

　いつしか上田の周りには、多くの友達が集まるようになっていて。

　俺は相変わらず普通の友達がいないまま、教室の隅っこなわけです。

「上田くんが組織の刺客じゃなくてよかったわね」

「そうだな」

　隣の席にいる異能力者の友達にそう言って、俺は涙を拭いた。







[image: 美山樹葵の証言]

　ごめーん、待った？

　ちょっちクラスの雑用を押し付けられちゃってね。そっちも同じような境遇だし、わかるっしょ？　なんでクラス委員ですらないあたしに雑用させるかな～。

　んで？　こんなところに呼び出した理由はなに？

　え、あたしから見た武たけ流るっち？　えーと、楽しい人だよ。最近はなんか、男友達ができそうだったのにーって落ち込んでたよね。全力で高校生活を楽しもうとする姿勢は、ほんと好感がもてるよ。

　うん、そうだね。確かに昔はなにをするにも無気力で、存在感も薄くて、「空気王」って呼ばれてたんだっけ。あはは、それくらい知ってるよ。有名じゃん。

　……さあ？　心境の変化でもあったんじゃない？　あたしは今の武流っちのほうが好きだけどな。言っとくけど、武流っちは渡さないからね。きゃはは、冗談だってば。

　……いや、半分まじなのかな。ううん、こっちの話。気にしないで。

　てゆーかさ、そんな話をするために、わざわざ呼び出したわけ？　そんなの部室でもできるじゃん。まあ武流っちに聞かれたくないのかもしれないけどさ。

　は？　あたし？　見ての通り、普通の女子高生だけど。どこかおかしいとこ、ある？

　なにを疑ってんのか知らないけどさ。そりゃ同じ部活の仲間なんだし、仲良くなるのは当然っていうか。

　てか、そろそろ戻らないと。体育祭の話をしなきゃならないし。武流っちもすごく楽しみにしてるよ。

　……あははっ、なに言ってるかわからないけど、大丈夫。もし武流っちの邪魔をする奴やつがいるなら、あたしが許さないし。国ごと動かしてでも武流っちを助けるよ。やだなー、真に受けないでほしいんですけど。たとえばの話だってば。ほらほら、もう行くよ。







[image: 第四話　ＶＳ夜を統べる一族]

　部室に全員が揃そろったところで、俺は切り出した。

「さて。みんなも知ってるとおり、いよいよ六月の運動会が二週間後に迫った」

「武たけ流るくん。運動会じゃなくて体育祭だよ」

「別にどっちでもいいだろ。その体育祭には部活対抗リレーってやつがあるらしい。奈な々な子こ、説明してくれ」

　そのために呼んでおいた奈々子が、一同を見回して言った。

「えっと、部活対抗リレーは五人で走るものなんだけど、部員が四人しかいない文芸部は特例で、ローテーションを組んでもいいことになったの」

「……というわけだ。つまり俺たちも出場できるんだよ！」

　部活対抗リレー。

　それは部活に入っている者だけが参加を許される、特別な競技だ。柔道部は柔道着、水泳部は競泳水着といった具合で、それぞれの部活のユニフォーム姿で出場する。文化系の場合、パソコン部はキーボード、写真部は三脚って感じで、部を象徴する小道具を持って走るんだ。

　俺は昔からそれが────めっちゃ羨ましかった。

　ずっと帰宅部だった奴やつなら、わかってくれるはずだ。その他大勢の体操着では味わえない、独特の一体感……部の名前が入ったタスキをかけて、部活ごとの装よそおいで走る。部活をやっていなければ、ただ指をくわえて見ることしかできない青春……それが部活対抗リレーなんだ。

「もちろん体育祭自体も楽しみだ。この間の遠足には行けなかったわけだし、今度こそ普通の高校生イベントを堪たん能のうしてやろうと思う。だからこその部活対抗リレーだ！　せっかく部活をやってるわけだし、この特別な競技に出ないって選択はねーだろ!?　間違ってるか俺!?」

　葵あおいが元気よく挙手した。

「はいはーい！　間違ってないっす！　あたしも超楽しみっす！」

「ふっ……さすが葵だ。ちゃんと日常の楽しみ方を心得てやがる」

「でさでさ。あたしらはなにを持って走るわけ？」

　文芸部の部室を見渡してみた。

「……辞書、とか？」

　いつもの定位置で読書していたマリーが、大きなため息をつく。

「そんな重いものを持って走るなんて、アホみたいですね」

「しょうがないだろ。ここには本しかないんだから。雛ひな代しろさんもそれでいいよな？」

「私はまだ、体育祭に出るとは言ってないんだけど」

「な、なんだと!?」

「ふーん。そっか」葵が俺の腕に自分の腕を巻きつけてきた。「じゃ、あたしらだけでがんばろうねー、武流っち」

「……わかりやすい挑発ね」

　俺は葵の腕を振りほどいて、雛代さんに詰め寄った。

「なんで雛代さんは普通の高校生活を楽しまないんだ！　体育祭だぞ!?　一般高校生がみんな楽しみにしてるイベントだぞ!?　たぶん『なあ、体育祭ってめんどくね？』とかイキリかましてサボった奴やつらは、どうせ大人になってから後悔するんだって！」

「そうそう、楽しまないと損するよ。紗さ姫きちんは普通の女子高生なんだしさ」

「……妙な言い回しをするわね。あんたこそ、ただのギャルじゃない」

　なんかやりにくいんだよな、この二人。

「まあ、紗姫ちんって足遅そうだし、恥かきたくない気持ちもわかるっていうか」

「あ、あんたより速い自信はあるわよ！　これでも修羅場くぐって鍛えてるんだから！」

　異能力者だもんな。

「ほー、あたしより速いって、それめっちゃハードル高いこと言ってるよ？」

　サイボーグだもんな。

「あのー、それで雛代さんは、部活対抗リレーには」

「…………出ないとも言ってないでしょ。出てあげるわよ」

　つんとした態度で答えた。ちょっと照れているようにも見える。

「ほーらね、結局は紗姫ちんも楽しみにしてたんじゃん。もう素直じゃないんだからぁ」

「ち、違うわよ！　私はあんたがムカつくから出るって言っただけで……！」

　……ふと思ったんだけどさ。雛代さんって、ちょっと態度が柔らかくなった？　なんていうか、昔はもっと「私に関わらないで」的なオーラを撒まき散ちらしてたのに、最近はあんまり感じない。鉄仮面のヒナシロ姫は、葵のおかげで少しずつ変わってきてるのかな。

「言っときますけど、私は出ませんからね」

　マリーは相変わらずみたいだけど。

「こんな茶番に付き合うほど暇じゃないんです。でも、先輩たちがどうしてもって土下座するなら、考えてあげないこともないですけど。でもどうしよっかなー、私って足速いしなー」

「わかってるって。奈々子、マリーは不参加みたいだから、俺たち三人で走るよ」

「くっそおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　な、なんだよ、マリーの奴やつ。急にどかどかと机を叩たたきまくってさ。

「武流くん、三人での出場はさすがにだめだよ。四人っていうだけでも特例なんだから」

　奈々子が申し訳なさそうに言った。

「そうか……じゃあ、やっぱり」

　マリーがじっと俺を見つめている。言いたいことはわかってるよ。

「棄権、しかないか」

「なんでそうなるんですかっ!?」

「いや、もちろん俺だって出たいよ。でもマリーは出たくないって顔してるし……」

「勝手に人の顔で判断しないでもらえます!?」

「え、じゃあマリーも部活対抗リレーに出たいってこと、か……？」

「ううううううう～～っ」

　マリーは綺き麗れいな金髪を搔かきむしったあと。

「出てあげますよ！　仕方ないから！」

「ほ、ほんとか!?」

　それに頷うなずきもせず、足早に部室から出て行こうとする。

「待て、マリー！」呼び止める。「部活対抗リレー…………出るぞ」

「…………ふ、ふん」

　鼻を鳴らして、今度こそ立ち去ってしまった。

「マリーちゃんが先に帰るのって珍しくない？」

　と、葵。確かにいつもは、なんだかんだ言いながら最後まで残っていくのにな。

「武流が意地悪したからでしょ」

「人聞きの悪いこと言うな。俺のどこが意地悪なんだよ」

「わかってないのね。マリーは構ってほしいのよ」

　……意味がわからん。むしろあいつは、俺たちと距離を置いてるように見えるんだけど。

　すると奈々子が、これまた意味のわからないことを言った。

「大丈夫かな、マリーちゃん」

「なにが？」

「さっきのホームルームで先生が言ったばかりじゃない。この間、一年生の女の子が公園で蛇に襲われたから、あまり公園には近づかないようにって」

「ああー、そんなこと言ってたような」

　なんでもその蛇は結構でかくて、どこかの動物園から逃げ出したんじゃないかって話だ。

「でもじつは、こんな噂うわさもあってね」

　奈々子は怪談でも語るように、声のトーンを落とした。

「襲われたその女の子は保護されたとき、錯乱状態でこう言ってたんだって。私が見たのは、七つの頭がある蛇の化け物だった……って」

　……蛇の化け物？　なんだそりゃ。

「まあ今となっては、本人も見間違いだったかもって言ってるらしいけどね」

「そんなの当たり前だろ」

　異能力者やサイボーグは、まだ許せるとしよう。一応人間だからな。でも化け物はだめ。そんなものまで出てきたら、さすがに怒る。絶対にだめ。

「マリーちゃんも公園に蛇が出るって話は知ってると思うけど、うっかり近づかないか心配だなぁ。一応、注意しておけばよかった」

　俺は念のため、あくまで念のために、部室の隅に異能力者を呼んでこっそり意見を聞いた。

「そうね、幻覚を操る新手の能力者の仕業かもしれないわ」

　同じ手口でサイボーグからもこっそり意見を聞く。

「んー、どこぞの国の諜ちよう報ほう部ぶが開発した無人探査機かも」

　……二人とも化け物の可能性は、これっぽっちも考えてないようだ。ま、それもそうか。

　あーあ、なにが化け物だよ。嫌な話を聞いたあとは本を読むに限る。奈々子は心配してるけど、マリーだって子供じゃないんだ。わざわざ危ないって言われた場所には行かないだろ。

　さてと、なにを読もうかな。やっぱ化け物をぶっ殺す退魔師系の小説かな。どれどれ……。
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　逢おう魔まが刻ときという言葉がある。

　字じ面づら通どおり、魔物がヒトと邂かい逅こうする刻とき。太陽が隠れ、昼から夜へと移り変わる世界の狭間はざまだ。

　そんな狭間はざまの時刻に、少女は異形の存在と出くわした。

　下半身は大蛇、上半身は裸身の女性という幻想的な悪鬼だった。その悪鬼は、腹に響くような低音の人語で、少女に語りかける。

「貴様が噂うわさの退魔師であろう？　我が名は────」

「あ、名乗らなくてもいいですよ。どうせ東方八部衆のひとり、マコロガ王の手下ですよね」

　少女は憮ぶ然ぜんとした態度で答えた。

「マコロガ王には、いい加減自分で来いって言っといてください。あいつとなら、少しは楽しい戦いができますし」

「……あの御方を安く見るとは恐ろしき蒙もう昧まいぶり。やはりここで討ち取るが順道よ！」

　半人半蛇の悪鬼は、手にした矛で少女に斬りかかった。

　少女は開いた『聖典』を左手に、右手を矛に向けてかざす。

「鉄壁なる主天使よ。此こ処こに聖霊の盾を」

　早口で唱える。青い光を放つ六ろく芒ぼう星せいのシールドが展開され、悪鬼の攻撃を簡単に防いだ。

　悪鬼は一旦飛とび退のいて距離をとる。少女は逃がさない。『聖典』のページを素早くめくり、太もものホルスターから短剣を抜いて投げつけた。

　精度は百発百中。見事、悪鬼の胴体に突き刺さると、少女は次の聖句を口にする。

「大天使ソペリエルよ。其その呼び声に応え、不浄なる者を灼やき尽つくせ」

　悪鬼に突き刺さった短剣に、青い炎が宿る。それは瞬またたく間まに、悪鬼の全身を包み込んだ。

「ぐわあああああああああああああああ!?」

　のたうちまわって倒れる悪鬼。少女が分厚い『聖典』を閉じると、悪鬼を蝕むしばむ清浄な青い炎は霞かすみのように消え去った。

「……無駄に人間を襲わないって誓うなら、命まではとりません。帰ってマコロガ王に伝えてください。雑魚ざこばっかり寄よ越こすから、私はいつでも退屈してるって」

　半人半蛇の悪鬼は年老いた老人のように、緩慢な動作で身を起こした。

「ククク……我を雑魚ざこと謗そしるのは、いくらか早いのではないか。出いでよ我が隷れい獣じゆう！」

　少女の背後に、七つの首をもつ蛇の怪物が召喚された。

　それぞれ三メートルはある蛇体が、少女の四肢にまとわりつく。身の自由を奪う。手にしていた『聖典』も落としてしまった。

「西方世界の退魔師とは惰だ弱じやくなものよな。その書物を手にしていなければ、術を行使できないのであろう？　貴様はもう終わりよ。不遜な者を殺あやめし行為は、痛快にして快け楽らくである」

　勝ち誇った悪鬼が、矛の切っ先を向けた。

　少女は蛇の怪物に四肢を拘束されているにもかかわらず、涼しい表情でため息をつく。

「……あなた、マコロガ王からなにも聞かされてないんですね。おたがい遊ばれてるってわけですか」

「解げせぬな。なんの話か────」

　悪鬼が言い終わる前に。

　少女の美しく青い瞳が、赤い魔ま眼がんに変化した。

　真紅の宝石のような双そう眸ぼうで敵を睨ねめつけるその姿は、凡俗と一線を画す王のごとき風格で。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　その哮たけりは、支配下に置くすべての下僕を鼓舞するような猛たけ々だけしさで。

「な、なんだこれは……!?」

　悪鬼の足下に、ラテン語が刻まれた円形の魔法陣が広がっていく。その色は清浄を示す青ではなく、禍まが々まがしさすら覚える赤。血で描かれたような赤い魔法陣からは、やはり血のように赤い液体がごぽりと音を立てて、いたるところから湧き出してくる。

「──〈永遠の夜をもたエクス・プリガータらす血の粛清・ア・サングリーネ〉──」

　少女の呪文に呼応する形で、泡立つ赤い液体が無数の鋭利な槍やりに変化する。それらは瞬まばたきよりも疾はやい速度で、次々と悪鬼の身を串刺しにしていく。

　悪鬼は苦く悶もんを漏らす前に、容易たやすく絶命していた。貫通した無数の紅あかい槍やりは、ぱしんと弾はじけて液状化する。それは意思をもつ生物のように、魔法陣の中央に倒れ伏した悪鬼の屍しかばねにまとわりつき、地中深くに引きずり込んでいく。

　同時に禍まが々まがしい魔法陣も収束していき────やがて悪鬼の屍しかばねごと完全に消えた。

　少女を拘束していた七つ首の蛇の怪物も、主を失ったことで力をなくし、崩れ落ちる。

　その公園に残されたのは、静寂。まるで最初からなにも起きなかったかのように。

「……ふう。闇の力は制御が難しいから、あんまり使いたくなかったんですけどね」

　闇に生きる魔物たちの間で、囁ささやかれている噂うわさがある。

　退魔師の女と、真紅の魔ま眼がんと呼ばれる吸血鬼の王の間に、ひとりの少女が生まれた。彼女は現王である父の後継ぎとして、一族の者から多大な期待が寄せられているという。




　少女の名は、マリー＝ルイゼ・ファン・アストンクラウ。

　退魔師の力を併せ持つヴァンパイアハーフの彼女は、拾い上げた『聖典』の砂すな埃ぼこりを払った。

「確かに不遜な者を殺あやめる行為は、痛快でしたよ」
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　マリーが半人半蛇の悪鬼を完全に消滅させてから、わずか数秒後のことだった。

「くっ、まさかまだ動けたなんて……！」

　主を失って動かなくなっていた七つ首の蛇の怪物が、突如身を起こして逃げ出したのだ。とどめを刺し損ねたその獲物を追って、マリーは公園のなかを駆ける。

　その公園はジョギングコースや野球場を内包するほどに広い。早く探し出さなければ、人間と出くわしてしまう可能性があった。

　闇の住人のなかには、人肉を喰くらう連中もいるのだ。言葉も話せないような知能の低い怪物の場合、間違いなくその部類に当てはまる。先日、マリーの同級生が襲われたという話は聞いているが、無事だったのはただ運が良かっただけにすぎない。

「確かこっちの方向に逃げていったはずなんですけど……」

　草むらをかき分けて、森の中に足を踏み入れた。すると。

　ドオオオオンッ！

　すぐ近くで、派手な爆音が轟とどろいた。音の出所に目を向ける。

　七つ首の蛇の怪物が、硝煙をくゆらせて倒れていた。その傍そばに立っていたのは、マリーもよく知る人物で────。

「……まさか本当にいやがるとは。化け物まで出てくるなんて、さすがに反則だろ」

　え、た、武流先輩!?　なんで先輩がこんなところに……!?

　驚いている場合ではない。ともかくマリーは、七つ首の蛇にとどめを刺すために、茂みから飛び出そうとした。武流の前だろうと、なりふり構っていられないと思ったのだ。

　しかし、だ。

「モンスターは向こうの世界だけで十分だっての」

　武流が七つ首の蛇に右手をかざした。そこから光弾が放たれて、蛇に直撃。またしても派手な轟ごう音おんが響き渡り、蛇の怪物は完全に爆散した。

　マリーが一部始終を見ていたことにも気づかずに、武流はそのまま立ち去っていく。

　衝撃のあまり、マリーは茂みの中から一歩も動けなかった。

　…………なるほど。そういうことだったんですか。見事に騙だまされましたよ。




　まさか武流先輩が、凄腕の退魔師だったなんてね。




　部室ではいつもアホ面をさらして本を読み、日常がどうのとほざいては積極的にイベントに参加しようとする熱血バカ。

「すべては、カモフラージュだったわけですか……」

　そう結論づけたマリーは、次に武流が文芸部に入ってきた真意を考えた。

　まさかヴァンパイアハーフの私を始末するために、退魔師協会から派遣されたとか？　え、もしかして、いつも私をのけ者にしてた理由はそれ？　ヴァンパイアハーフなんかとは仲良くしたくないから…………？

「くっそおおおおおおおおおおおおおお！」

　マリーは夜空に向かって絶叫した。

　とにかく確かめなければならない。武流が本当に自分の命を狙っているのかどうかを。

　もしそうだった場合は────私が先に先輩を殺してやる。
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　やっぱ化け物の噂うわさが気になったんで、一応例の公園に行ってみたら……あれだよ。

　異能力者にサイボーグ、そんで次は化け物の登場か。マジでどうなってんだ。ここは本当に俺の知ってる日本なのか。世界一平和な国って言った奴やつをぶん殴ってやりたいぜ……。

「武流くん大丈夫？　なんだか顔色悪いけど」

　休み時間に奈々子が話しかけてきた。俺の癒いやしはこの幼おさな馴な染じみだけだ。奈々子はいつでも俺を日常に引き戻してくれる。

「昨日話した『エクソシスト』って映画のブルーレイ、持ってきたよ。怪異に立ち向かう退魔師系の映画が見たいって言ってたよね」

「……ごめん。やっぱり今はいいかな」

「？？？？？」

　きょとんとした奈々子のところに、不良の佐さ竹たけくんが近づいてきた。

「だったらそれ、俺に貸してくれよ」

「え、う、うん。武流くんがいいなら、別にいいけど……」

　奈々子は佐竹くんと一緒に行ってしまった。ああ、もっと話したかったのに。

「確かに顔色が悪いわね。なにかあったの？」

　隣の席の異能力者が訝いぶかしそうに俺を見た。

「なあ雛代さん。たとえばの話なんだけど、世の中に化け物がいたら、どうする？」

「はあ？　そんなの知らないわよ。だって化け物なんて存在するわけないもの」

　ブレないよな、ヒナシロ姫は……。

「おーっす、武流っち！」

　隣のクラスのサイボーグがやってきた。なんで俺の周りって、こんなのばっかりなんだろ。

「見て見てこれ。昨日作ってみたんだ」

　葵は手にしていたものを差し出してきた。それは────、

「文芸部の名前が入った、タスキか！」

「うん。結構よくね？」

　葵が自分の体に「文芸部」と書かれたタスキをかけて、くるりと一回転してみせた。

「……お、お前、わかってるじゃないか！」

「ふふーん。ほら、紗姫ちんのもちゃんとあるよ。かけてあげるね～」

「私は別に……あ、こら、やめなさいよ！」

　とは言いながらも、雛代さんは葵にタスキをかけられても、嫌がって取ったりしなかった。

　こいつら…………なんかいいじゃん！　かたや異能力者で、かたやサイボーグだろうと、やっぱり俺の大事な友達だ！　ちゃんと普通の高校生活を楽しもうとしてやがる……ッ！

「おっしゃあああああ！」テンションが上がった。「今日の昼休みは、さっそくこれをつけて部活対抗リレーの練習だ！」

「急に元気になって、なんなのよ……」

「ふふ、そうと決まればマリーも誘ってやらないとな！　あいつ、一年の何組だっけ」

「マリーちゃんなら、あそこにいるけど？」

　葵が教室のドアを指差した。

　……マリーがドアの陰から、こっそりこっちを見ている。なにやってんだ、あいつ？

　まあ、ちょうどいいや。俺はマリーにも声をかけた。







　そして昼休み。俺たち文芸部一同は、体操着でグラウンドに集合した。

　もちろん全員「文芸部」って書かれたタスキをかけてな。これによって、ただの体操着は俺たち専用のユニフォームに進化する。

「んで、走る順番はどうすんの？」

「まあ最初だから適当でいいだろ。とりあえずみんな、軽く流す感じでいいぞ」

　ああ、こういうのって本当にいいな……俺いま、めっちゃ普通の高校生活を楽しんでる。

　グラウンドでサッカーをしていた生徒たちが、俺たちを指差して笑った。

「ははっ、あいつら文芸部だってよ。あの辞書をバトン代わりにして走るのか？」

「しかも練習でタスキまで使うなんて、バカ丸出しだろ。どうせ本番は最下位確定なのに」

　……ふーん。楽しんでる俺たちをバカにするんだ。最下位確定ね。ふーん。

「あれ？　どったの武流っち？」

「戦場の心得。一つ、予行演習だろうと全力で取り組むべし。というわけで予定変更だ！　これから優勝するための完璧な布陣を熟考するッ！　全員本気で走れッ！」




　と、つい意気込んでしまったものの。

　そもそも俺たちに完璧な布陣なんて必要なかった。むしろ本気を出したらだめだったんだ。

　第一走者の俺は、なるべく速度を落として、それでも一般生徒の平均を少し上回るくらいの走力で、グラウンドを半周した。

　第二走者は雛代さん。辞書がバトン代わりなんで、受け渡しにもたついて落としてしまう。

「あ、ごめん」

　雛代さんは、引力を操る『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力で、落とした辞書を手元に吸い寄せた。

「んあ？　なんか今、辞書が勝手に紗姫ちんのところに戻ったような……？」

「き、気のせいだろ。そんなことより次は葵だぞ！　準備しろ！」

　第三走者の葵は、雛代さんからスムーズに辞書を受け取って疾走する。雛代さんも速かったけど、人体改造を施されたサイボーグはもっと速かった。

「え、ちょっとあれ、速すぎない……？」

「はは、そ、そうか？　ま、まあ確かに、全国くらいなら狙えるかもなー」

　むしろオリンピック選手よりも速い。バイク並みに速い。

　こいつら……やりすぎだ。

　サッカーをしていた連中は、当然俺たちを見て、ぽかんと口を開けているわけで。

「ほ、ほら、次行けマリー！」

「はい」

　マリーだけはなぜか、じっと俺だけを見つめていたけど。

　第四走者としてレーンに入ったマリーに、葵が突撃する勢いで辞書を押し付ける。よろめきながらも、マリーはうまく受け取って走り出した。

　……よし。さすが文芸部で唯一の一般人だけあって、そんなに速くない。それでいいんだ。

「どうだった武流っち？　言われたとおり、本気で走ってみたよ」

「私も本気を出したけど、葵って本当に速いのね。タイム測っとけばよかったわ」

　二人とも辛かろうじて気のせいで済んでるみたいだけど、あとでお前ら、個別で説教な。

　マリーがコーナーを曲がってくる。アンカーは二回目の走者になる俺だ。レーンに入って、大声をあげる。

「よし、いいぞマリー！　最後は任せろ！」

　マリーは俺にバトン代わりの辞書を手渡そうとして────転んでしまった。

　俺の胸に飛び込んでくる形になったんで、咄とつ嗟さに抱き止めてやる。

「大丈夫か？」

「え、は、はい……あれ」

「なんだ？」

「いえ、その……今の私、隙だらけですよ？」

「なに言ってんだ？」

　俺とマリーはどっちもきょとんとしながら、しばらく抱き合ったままだった。




　　　　◇




　マリーは放課後の廊下を歩きながら考える。

　武流は凄すご腕うでの退魔師のはず。なのにさっきは、こちらから隙を見せたにもかかわらず、なにもしてこなかった。確かに衆目の中にいたとはいえ、わずかな殺気すら出さなかったのだ。それがどうも引っかかる。

　マリーの一族は人間を襲わない穏健派だが、退魔師協会にとってそれは関係ない。ヒト以外のモノは、すべて異端として排除する。それが協会の方針なのだ。

　かつては退魔師の母も、そんな理由で父の討伐を命じられた。

　母は退魔師協会のなかでも、トップランクの退魔師だった。真紅の魔ま眼がんと呼ばれた吸血鬼の王である父と対たい峙じしたものの、やがてその善良な性格に惹ひかれて、二人は恋に落ちてしまう。

　退魔師が闇の眷けん属ぞくと恋仲になるのは、許されることではない。それでも父を愛してしまった母は、自らの意思で協会を抜けた。闇の眷けん属ぞくにも善良な者がいると言っても、協会は聞く耳をもってくれなかったからだ。

　こうして母は人間社会での生活を捨てて、父が統すべる闇の領地に移住した。

　そこで生まれたのがマリーだ。

　退魔師協会にとって、マリーは人間側を裏切った母の忘れ形見で、いずれは父の後を継いで一族の王となる存在だ。そんな自分を討つために、凄すご腕うでの武流を派遣したと思ったのだが。

「まさか武流先輩は、私の正体に気づいてない？　いや、そんなはずは……」

　答えの出ない疑問に頭を悩ませながら、マリーは部室の前までやってきた。

　ドアに手をかけたところで、中から騒がしい声が聞こえてくる。

「まじでやべーっしょ、これ!?　ねえ武流っち!?」

「だ、だから俺に見せるなって……！」

「そうよ。悪趣味だわ」

　……相変わらず、うるさい連中ですね。あー、やだやだ。人間の世界を深く知るために本がいっぱいある文芸部を選んだのに、これじゃ静かに読書もできません。別に今ここで回れ右をしてもいいんですけどね。でも仕方ないから、今日も構ってあげますよ。民草がなんの話で盛り上がってるのか聞いてあげるのも、次期王たる私の仕事ですしね。あー、めんど……。

　胸中とは裏腹に、マリーは興味深そうな顔で部室に入った。

　武流たちが一斉に振り向く。

「にしし……やっぱ本物もかわいいなぁ」

　葵がそう言って、手に持っているスマートフォンとマリーを見比べた。

「そのスマホになにか写ってるんですか？」

「いやいや、なんでもないんだ！」

　なぜか武流が必死で止めてくる。なにか隠しているのは間違いない。

　まさか、私に関するなんらかの情報……!?

「それ見せてください！」

「だ、だめだって……あ！」

　武流を無理やり押しのけて、葵の手からスマートフォンを奪い取った。

　そこに写っていたのは────、

　マリーの生着替え写真だった。

　昼休みに部室で体操着に着替えたときに、葵が隠し撮りをしたらしい。

「ごめんね？　マリーちゃんの体操着姿が犯罪的にかわいくて、つい撮っちゃった。武流っちは、これ見てめっちゃ興奮してたんだよ？　おかずになる～って」

「だ、誰が興奮するか！」

「一応言っとくけど、私は止めたのよ。趣味が悪すぎるって」

「………………」

　マリーはなにも言えない。

「あ、そうだ！　今度、演劇部から悪魔のコスプレ衣装を借りてくるから、撮影会やろうよ！　マリーちゃんがそれ着たら、絶対似合うと思うんだけどなー。ね、武流っち？」

　意見を求められた武流は、マリーをじっと見つめて。

「ま、まあ確かに、ちょっと着てほしいかも……」

「────私、怒りました」

「あ、ご、ごめんってマリー！　葵にもちゃんと画像を消させるからさ！」

　つかつかと部室から出たマリーは、ドアを乱暴に閉めた。

　葵先輩はいつものことですけど、武流先輩まで乗っかるなんて……もう先輩が協会の刺客かどうかなんて、どうでもいいです！　退魔師なのは間違いないし、私のあんな写真を見た男は殺すしかありません！

　人間の格言にもありますよね!?　疑わしきは罰するって！




　　　　◇




　雛代さんと下校中、マリーから電話がかかってきた。

　なんでも俺ひとりで、公園まで来いってさ。さっき部室でからかったことを咎とがめられるんだろうな。怒ってたもんな、マリー……。

　ひとりは気まずいから、雛代さんにも一緒に来てほしいって頼んだんだけど、バイトがあるから無理だとさ。いつも俺に張り付いてるくせに、こういうときだけ役に立たないんだから。

　というわけで、雛代さんと別れた俺は、ひとりで指定された公園までやってきた。

　そこは児童公園だったけど、もう遅い時間なんで遊んでいる子供は誰もいない。

　マリーだけが、公園の地面に長い影を落としていた。

「遅かったですね。いつも紗姫先輩と一緒にいるみたいですけど、付き合ってるんですか？」

「違うよ。あいつは俺を監視……まあいいや。それで、さっきのことだけど、ほんとごめ」

　謝ろうとした瞬間。

　マリーはスカートをたくしあげ、太ももに巻いたホルスターから短剣を投げつけてきた。

「あぶねっ!?」

　身をよじってかわす。後ろの樹の幹にザクッと突き刺さった。

　え、もしかしてマリー、めっちゃ怒ってる……？

「……すごい反射神経ですね。私の投げナイフは、百発百中の精度なのに」

「いや、マジでごめんって！　俺は見ないようにしたんだけど、葵が無理やり……」

「わ、私の生着替え写真のことはどうでもいいんです！　先輩は私を殺しにきた退魔師なんでしょ!?　言っときますけど、私を倒せると思ったら大間違いですからね！」

「え、退魔師？　俺が？　一体なんのこと────うおわっ!?」

　今度は俺の足元めがけて、短剣を投げてきた。飛び跳ねてかわす。

　マリーは通つう学がく鞄かばんから百科事典みたいに分厚い洋書を取り出した。ページを開いたその洋書を左手に持ったまま、右手を俺に向けてかざす。

「大天使ラドエリエルよ！　其その聖せい句くによりて、彼の者を緊縛する聖霊を招け！」

　俺の足元に突き刺さっていた短剣が、青い炎に包まれた。それを中心に、青く輝く六ろく芒ぼう星せいの魔法陣が地面に広がっていく。

「な、なんだこれ……？」

　俺はおそるおそる足を上げて、青い魔法陣の外に出た。

「ええっ!?」マリーが素っ頓狂な声をあげる。「な、なんで動けるんですか!?　その魔法陣のなかにいる者は、闇の眷けん属ぞくや人間に関係なく、みんな動きを封じられるはずなのに!?」

　なにを言ってるのかわからないけど、俺には自動発動パツシブスキル、『緊縛無効』がある。物理的なものは別として、魔力的な捕縛は一切俺に通じない。

　え、ちょっと待って。じゃあマリーは今、魔力で俺を縛りつけようとした？

「…………お前、何者だ？」

「やっと本気の目になりましたね。私はマリー＝ルイゼ・ファン・アストンクラウ。退魔師の母と吸血鬼の父の間に生まれた、ヴァンパイアハーフです」

「ヴァンパイアハーフ、だとぉ……!?」

　にわかには信しんじ難がたいけど、マリーが変な魔法陣を生み出したのは事実。それは明らかに普通の人間じゃない証拠で────。

　いやいやいや！　ちょっと待って！　待って待って待って！

　それが本当なら、マジでどうかしてるぞ文芸部！　マリーだけは一般人だと思ってたのに、じゃあ俺を含めて、普通の奴やつがひとりもいねーってことじゃんか!?　く・そ・がああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ！

「くっ、も、ものすごい殺気……でも私は、退魔師としても先輩に引けを取りませんよ！」

　マリーが分厚い洋書を投げ捨てた。フリーになった両手を左脇に揃そろえて、居合抜きのような構えを作る。

「私の術は、かつて母が所属していた西方退魔師協会のものです。基本的には『聖典』がないと術を行使できないのですが……ひとつだけ例外があるんですよ」

　まるで抜刀するかのように、右手を大きく振り抜く。なにもなかったはずなのに、その手には厳かな装飾で彩いろどられた西洋風の片手剣が、確かに握られていた。

「これは退魔師のなかでも、天賦の才をもつ一部の者のみが習得可能な術────神の刻印とも呼ばれる、心象武器の具現化です。私はこの剣に、『魔を滅する聖剣フレースヴエルグ』と名付けました」

　マリーは不思議な剣の切っ先を俺に向けて、

「さあ、覚悟してください先輩！　私を討ち取りにきた退魔師は、容赦なく殺します！」

　斬りかかってきた。

　斜めの軌道で走る剣けん閃せんを仰のけ反ぞってかわす。返す刃で水平に薙なぐ。飛とび退のいてかわす。さらに鋭利な刺突からの巻き落としが────って、こいつ、本気で俺を殺しにきてやがる!?

　くそ、なんで俺がこんな目に！　なんでみんな、俺の静かな日常を邪魔すんだよぉ……ッ！

　マリーの剣が真上から振り下ろされる。俺はもう、かわすのがバカらしくなってきた。

　代わりにこっちも、異世界で習得した光属性の魔法剣、『光刃皇剣メルシルドソード』を召喚して、マリーの剣を防ぐ────だけでは飽き足らんッ！

「えええっ!?　な、なんで先輩も、心象武器を具現化でき」

「やかましいいいいいいいいいいいいいいいいッ！」

　手首を返して、マリーの剣を叩たたき折おってやった。

「ああっ！　私の『魔を滅する聖剣フレースヴエルグ』が!?」

「かーっかっかっかぁッ！　なにが心象武器だ！　そんなの俺の魔法剣、『光刃皇剣メルシルドソード』の前では枯れ木も同然なんだよ！　なにしろこっちは、破壊神すらぶった斬った最強の剣だぜぇッ!?」

　自慢の剣を折られたマリーは、啞あ然ぜんとしたあと……ぺたんと座り込んだ。

　そして。

「……う、うわあああああああああああああん！　ひどいよぉ！　私の『魔を滅する聖剣フレースヴエルグ』を折っちゃうなんて、あんまりだよ～っ！」

　泣いた。顔を覆うこともなく、天に向かってむせび泣いた。

「うえええええええええん！　うえええええええええええええん！」

　……しまった。やりすぎた。

　俺は魔法剣を消して、マリーに近づいた。

「そ、その、ごめんな？　ついイラっとしちゃって……大人げなかった。ほんとすまん」

「うええええええん、ひどいよぉ、ひどいよ～～～っ！」
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「だからごめんって……そのあれだ、俺にできることがあったら、なんでも言ってくれ」

「じゃあ死んでください」

　泣いていたマリーの青い瞳が、赤く変化した。そして俺の首筋に鋭い牙を立てる。

「なっ……」

　柔らかい唇のくすぐったい感触と、熱い吐息。そのなかにある、ちくりとした痛み。嚙かみつかれた首筋から、血と精気がどんどん吸い出されていくのがわかる。

　ああ、やっぱこいつ、本当に吸血鬼なんだ……。

　薄れゆく意識のなかで、俺はそんなことを思った────。




　　　　◇




　マリーは学校の近くに借りている木造アパートの自宅で、眠れない夜を過ごした。

「……や、やってしまった。わた、私はついに、に、人間を殺してしまった……」

　あれから何度つぶやいたか、わからない台詞せりふだった。

　心象武器はたとえ折られたところで、また何度でも生み出せる。それでも武流との力の差は歴然で、このままでは勝てないと思った。だから最後の手段として、エナジードレインを敢行したのだ。武流の首筋に嚙かみついて少しだけ精気を奪うつもりだったが、人間との混血であるマリーでは、闇の力を制御することが難しい。気がついたときには、もう武流は衰弱しきっており、意識不明の重体となっていた。

　そのまま放置しておけば、死んでしまうのもわかっていた。それでもマリーは恐怖のあまり逃げ出してしまい、自宅でひとり、震えたまま朝を迎えたのだ。

　窓からうっとうしい朝日が差し込んでいる。もう学校に行く時間だ。

　クマの目覚まし時計がアラームを鳴らす前に切った。

「ふ、ふん。び、びくびくする必要が、どこにあるんですか。わ、私はヴァンパイアハーフだし。そ、そのうちお父様のあとを継いで一族の王になる、次世代の真紅の魔ま眼がんだし。に、人間を殺したぐらいで震えてたら、ま、負けっていうか」

　だから今日も、何食わぬ顔で登校してやろう。

　そう決意して洗面所に向かった。鏡に映る自分の顔は、昨晩の武流よりも青白かった。







「なんで生きてるんですかっ!?」

「え、いや、だって……」

　休み時間に、なんとなく武流の教室を覗のぞいてみようと思い、二年の教室棟に行ってみれば。

　移動教室で廊下を歩いていた武流と紗姫に出くわした。

「死ななかったのはともかく、ぴんぴんしてるなんて、さすがにおかしいでしょ!?　私、思いっきりやったんですよ!?」

「やっぱりあんた、昨日マリーにずいぶん怒られたのね。ビンタでもされたの？」

　紗姫が武流に言った。ビンタどころではない。血を吸ったのだ。精気を吸ったのだ。衰弱死寸前になるまで。

「ま、まあ、そんなところかな。痛かったぞ、マリー」

「痛かったで済むわけないじゃないですか！　だって私はエナジードレ────むぐ」

　武流がマリーの口元を押さえた。そして隣の紗姫に愛あい想そ笑わらいを見せながら。

「はは、どうしたんだよマリー。俺に話があるんだな？　おっけー、おっけー。それじゃ場所変えようぜ。雛代さんは先に行っててくれよな」

　マリーは強引に校舎の屋上まで連れて行かれた。




　武流は死ななかった理由について、「自動回復魔法があったから」と答えた。

　まるで理解できない。吸われた血と精気を元通りに戻す術なんて、少なくとも退魔師の間には存在しないはずなのだ。

「武流先輩は一体、何者なんですか……？」

「だから異世界転生者だってば。これ、内緒だぞ」

　マリーも人間が書いた小説を読むので、異世界転生とやらがどういうものかは知っている。

「創作物の話でごまかさないでください！　異世界なんてあるわけないじゃないですか！」

「……お前までそれを言うのかよ。じゃあマリーの一族は、どこに住んでるんだ」

「人間が感知できない闇の領域です」

「それだって異世界みたいなもんだろ」

「違います！　私たちはあくまで結界を張ってるだけです！　先輩が言っているのは、小説やアニメみたいな剣と魔法の別世界のことですよね!?　そんなの架空の話じゃないですか！」

「…………もういいや。お前らに信じてもらうことは諦めた」

　考え込んでいたマリーは、やがてひとつの結論に達した。

「……なんとなく、先輩の正体がわかりましたよ。私と同じで、人間の退魔師と闇の眷けん属ぞくの間に生まれたハーフですね？　心象武器を具現化する退魔師の技をもち、自動回復魔法とかいう退魔師以外の技を使うんですから、間違いありません」

　武流がため息をついた。

「ほんとお前らって、みんな同じような思考だな。すぐ自分の世界観だけで決めつけやがる」

　どうして複数形なんだろうか。マリーはよくわからないが、そんなことはどうでもいい。

「先輩も混血とはいえ、闇の眷けん属ぞくなら当然知ってますよね。闇の者同士の縄張りが重なってしまった場合のルール……相手を殺してその土地の支配権を奪い取るか、屈服させて自分の傘さん下かに置くか。私たちは今、縄張りが重なり合っている状態です」

　この辺り一帯は東方八部衆のひとり、マコロガ王の縄張りだ。だからマコロガ王は、あとから街にやってきた他族のマリーを排除するために、いつも配下の刺客を差し向けてくる。

「……別に俺は闇の眷けん属ぞくとかじゃないし、縄張りなんてどうでもいい。勝手にしてくれ」

「それは、私の傘さん下かに入ると受け取っていいですね？　私たち、夜を統すべる一族の同胞になるなら、現王の父に会ってもらわないといけません。さっそく私たちの居城に来てください」

　マリーの一族の居城は北欧にある。今はマリーだけが日本に留学している状況なのだ。

　武流のように強い男なら、きっと一族の者はみんな歓迎するだろう。マリーとしても、自分と似たような境遇の武流が仲間になってくれるなら嬉うれしい。しかし武流は、

「断る。夜を統すべる一族だかなんだか知らんが、俺は普通の人間として、これからも静かな毎日を過ごすんだ」

「……そうですか。残念ですよ先輩。じゃあ私たちは、どちらかが死ぬまで戦うしか」

「そんなことよりもだ」

　武流が近づいてきた。

　それは、一族の次期王となるマリーでさえ気け圧おされてしまうほど、真に迫った表情で。

　思わず後ずさる。

「な、なんですか？　今ここで決着をつけるんですか。べ、別に私はそれでも────」

「お前、運動会には出るんだろうな？」

「………………はい？」

「運動会だよ。俺は今度の部活対抗リレーをめちゃくちゃ楽しみにしてるんだ。今さら出ないって言ったら怒るからな」

　……。

　…………なんの話だ。

　闇の眷けん属ぞく同士で縄張りが重なった場合は、相手を殺すか、その傘さん下かに入るか、どちらかしかない。そんな話をしていたのに。

　運動会だって？

　マリーは、つい頰が緩んでしまい。そして、

「─────ふふっ。あははははははははははっ！」

　哄こう笑しようした。

「なにがおかしい？　俺は真剣に言ってるんだぞ」

　ああ、確かに真剣な顔をしている。この人は縄張り争いなんて、本当に興味がないんだ。あんなに強いのに。きっとマコロガ王に匹敵する強さがあるのに。そのうえ自分がヴァンパイアハーフだとわかった今でも、こうして学校行事に誘ってくれている。

　マリーはそれが、おかしくておかしくて、仕方なかった。

「先輩、頭大丈夫ですか？　私は昨日、武流先輩を殺そうとしたんですよ？　そんな私に……運動会に出ろって言うんですか？」

「当たり前だ。マリーがいないと、俺たちは部活対抗リレーに出場できないからな」

「あはははははははっ！　もうやめてください！　笑いすぎて死にそう！」

　涙まで出てきた。

　この人、面白すぎる！　きっと自分が殺されるかもしれないなんて、一ミリも考えていないんだ！　ものすごい自信だ！　だから私を誘ってくれるんだ！

「決めました」マリーは言った。「私、部活対抗リレーには全力で挑みます」

「お、マジで？　ああー、よかった。俺はそれが心配で…………え？」

　マリーは武流に近づいて、背伸びをすると────、




　武流の唇に、自分のそれを、重ね合わせた。
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　校舎の屋上に一陣の風が吹く。やがてマリーから唇を離した。

「な、なんで、いきなり……？」

　武流は啞あ然ぜんとしつつも、頰を真っ赤に染めていた。マリーは自分で自分の顔がどうなっているのかわからないが、今のキスは親愛を示すものではない。

「こ、これは吸血鬼の間に伝わる、ち、誓いの接せつ吻ぷんです！　部活対抗リレーには出るって言いましたけど、私は今後も先輩の命を狙い続けます！　それが嫌なら、私の傘さん下かに入るしかありません！　私は必ず……必ず武流先輩を、我が一族に取り込んでみせますから！」

　なぜか武流の顔をまともに見られなくなったマリーは、足早に退散しようとして。

「ま、待てマリー！」

　呼び止められた。

「えっと、その……ややこしくなるから、みんなには内緒にしとけよ」

「……ふふっ、当然じゃないですか」

　武流と秘密を共有することになった。おたがいの正体のことも、今のキスのことも。

　マリーは不思議と、嬉うれしかった。




　　　　◇




　校舎の屋上でマリーにキスされて以来（もちろんファーストキスな？）、俺はどこにいても、マリーから命を狙われるようになってしまった。

　たとえば休み時間にトイレに行ったとき。たとえばひとりで下校しているとき。たとえば自分の部屋でまったり過ごしているとき。

　マリーは突然現れては、急に短剣を投げつけてきたり、嚙かみつこうとしてきたりする。

　もちろんその都度、撃退した。

「くっそおおお！　やっぱりめっちゃ強いですね、先輩！」

　五本同時に投げつけられた短剣を、片手で全部キャッチしながら、ため息をつく。

「もういい加減、そっとしといてくれ……」

「だめですよ！　誓いの接せつ吻ぷんまでしたんですから！　私は絶対に武流先輩を我が一族に──」

「ああ……あれはもう、なかったことにしないか」

「そ、それ、ひどすぎません……!?　私の初めてを捧ささげたのに！　この女殺しっ！」

　なんて人聞きの悪い。マリーが命を狙ってくるのは、俺がひとりでいるときだけってことがせめてもの救いだった。

　だからさすがに部室では襲ってこなかったけど、やたらと話しかけてくるようにはなった。

「武流先輩、一緒にお手洗いに行きません？」

「さっき行ったからいい」

「今日は帰ってからなにするんですか？」

「部屋で本を読むつもりだけど」

「そうですか。じゃあそのとき、またお邪魔しますね」

　当然これには、雛代さんや葵も疑問に思ったようで。

「なんか最近、ずいぶんマリーに懐なつかれてるみたいね……」

「だね。武流っちも隅に置けないっていうか……」

　決して懐なつかれてるわけじゃない。マリーは俺を自分の一族に加えようと必死なんだ。

　聞けばマリーの一族は人間を襲わないけど、別勢力の闇の眷けん属ぞくが戦争を仕掛けてくることはよくあるんだと。もし俺がマリーの軍門に下れば、当然その闇の戦争の尖せん兵ぺいとして駆り出されることになるわけで。

　さて、ここで問題です。俺が平穏な日常を送るためには、今後どうするべきでしょう？

１、もう諦めた。マリーの一族に入ってやろう。　→　別勢力との闇の戦争ルート。

２、いい加減にしろ。男女平等パンチをかまして説教。　→　一族からの闇の報復ルート。

３、殺やられる前に殺やる。マリーを消して逃亡する。　→　真の闇ルート。

　……だめだ。どれも選べない。

　結局俺は、マリーの攻撃をひたすら防ぎ続けることしかできないのだった。







　雛代さんのバイトと葵の任務が重なって、珍しく部活が休みになったある日の放課後。

　グラウンドで俺は、ひたすら走っているマリーを見かけた。

「おーい、なにやってんだ？」

　声をかけると、マリーは肩で息をしながら駆け寄ってきた。思わず身構える。

「……さすがにこんなところでは、襲ったりしませんよ。はあ、はあ……」

「そ、そうか。で、体操服で走ってたってことは、体育の補習でもやらされてんのか？」

「違いますよ……リレーの練習です」

「え、リレーってまさか、部活対抗リレーのことか？」

「そうですよ。全力で挑むって言ったじゃないですか……誓いの接せつ吻ぷんもしたわけですし」

　改めて言われると恥ずかしくなるからやめろ。

　確かにマリーはあのとき、そう約束してくれたけど、まさかひとりで練習してるなんて想像もしてなかった。よく見れば、運動靴もぼろぼろだしさ。最近なんか部室に来るのが遅いなって思ってたら、こういうことだったのか……律りち儀ぎというか、なんというか……。

「戦場の心得。一つ、劣化した装備品は早急に取り替えるべし」

「え、なんですか急に？」

「リレー本番に向けて、俺が新しい靴を買ってやる。いまから靴屋に行くぞ」

　俺は嬉うれしかったんだ。マリーが約束を守って、本気で取り組んでくれていたことが。

　そんなマリーはきょとんとしたまま、しばらく動かなかった。




　駅前の靴屋で、マリーと一緒に靴を選んだ。なるべく『素早さ』が上がりそうなやつな。

　でもせっかく買ったのに、マリーは新しい靴が入った箱を受け取ろうとしないんだよ。

「あの……本気ですか？　本気でそれ、私にプレゼントしようとしてます？」

「当たり前だろ。そのために買ったんだから。ほら、受け取れよ」

「本当にもらっていいんですか？　本当に？」

「しつこいな。いらないなら返品してく」

　言い終わる前に、マリーは俺から靴の入った箱を奪い取った。

「はい、言げん質ちとりました！　あとで返せって言っても返しませんよ!?　これはもう、私のものってことでいいですね!?　どうしても返して欲しいなら、今のうちですよ!?」

　とは言うものの、マリーはもう絶対に離さないって感じで靴の箱を抱きしめている。

「だからいいってば。リレーの練習をがんばってくれていたご褒ほう美びだよ」

「ふふ……先輩は本当に愚かですね。これは私の宝物にしてやります」

　マリーは嬉うれしそうに笑った。こんな子供みたいな顔もできるんじゃないか。

「わかってるよな、マリー？　部活対抗リレー……絶対に出るぞ」

「当然じゃないですか。でもその前に─────」

　いきなり俺に抱きついてきた。そして首筋に牙を立てようとする。

「お、おい！　こんな場所で襲ってくるんじゃねえッ！　人もいるんだぞ！」

「あははははははははははっ！　わーい！　わーい！」

　いくら押しのけても、マリーは俺に抱きついたまま、なかなか離れなかった。




　　　　◇




　その日もマリーは、ご機嫌な足取りで学校に向かっていた。

　履いている靴は、先日武流に買ってもらったものだ。最初は部屋に飾っていたのだが、武流から「なんで履かないんだ！」と咎とがめられて以来、こうして毎日履いている。

　そんな武流の傍そばにいつもくっついている紗姫は、今日もバイトだそうだ。だから放課後は、武流とたくさん命のやり取りができる。マリーは今から楽しみで仕方がない。

　かつては母を除いて、こんなにも相手をしてくれる人は誰もいなかった。




　マリーは故郷でも友達と呼べる者が誰もいない。

　父が一族の王だからではなく、母が最高ランクの退魔師だったからだ。父の領地には世代の近い眷けん属ぞくたちもたくさんいたが、みんな退魔師の血を毛嫌いして近づいてこない。そればかりか、人間との混血で闇の力をうまく制御できないマリーを影で罵る始末だった。

　父やその重臣たちは政務で忙しく、遊び相手は母ひとりだけ。やがてマリーは、自分から母に退魔師の術を教えてほしいと頼むようになる。いずれは戦場で前線に立つことになる次期王として、制御が難しい闇の力の代わりが欲しかったのだ。

　修行は過酷だったが、マリーには天賦の才があった。優しい母の教えのもと、どんどん退魔師の術を吸収していく。

　こうして一族のために身につけた術だが、皮肉なことに、それがまた同世代の眷けん属ぞくたちとの間に軋あつ轢れきを生んだ。みんな退魔師として成長を続けるマリーを恐れるようになったのだ。

　一方、退魔師協会はまだマリーの存在に気づいていないが、もし知られたら、夜を統すべる一族の次期王として、間違いなく刺客を放たれる。

　……結局自分は、闇の眷けん属ぞくからも、退魔師からも煙たがられる、半はん端ぱ者ものなのだ。

　それでも母がいてくれるなら十分だと思っていた。しかし大切な時間は長続きしない。

　ある日、大好きだった母は病気で倒れてしまい───急逝する。昔から最高ランクの退魔師として、第一線で戦い続けてきた疲労が祟たたったのかもしれない。

　いずれにせよ、マリーは唯一の心の拠より所どころを失った。以来、部屋でずっとふさぎ込んでいたマリーに、現王の父は言った。母が生まれ育った故郷を見てくるか、と。

　それが日本のこの街だった。今となっては、母が欧州に拠点を置く西方退魔師協会に属した経緯は知る由よしもないが、母は日本生まれの日本人だったのだ。

　どうせこのまま領内にいても、誰も相手をしてくれない。それなら大好きだった母と同じ、日本の人間に触れてみるのも悪くない。

　そしてマリーは、単身日本にやってきた。

　領内では同世代と関わってこなかったため、せっかく人間の学校に入っても友達の作り方がわからない。だからいつもひとりで過ごしていたのだが、今は武流がいる。

　もうマリーはひとりではない。いつでも相手をしてくれる、楽しい先輩がいるのだ。




「あー、早く放課後にならないかな。早く先輩と戦いたいなぁ」

　そんな独り言をつぶやいたときだった。

　突如、目の前のアスファルトに、ぼんやりと輝く黒い魔法陣が広がった。

　その魔法陣から、漆黒のローブに身を包んだ老魔導師が、ゆっくりせり上がってくる。

「突然の拝謁を失礼いたします、マリー様」

　マリーの一族は、吸血鬼ばかりではない。現王である父の才気に惚ほれ込こんで、服従を誓った他種族もいた。転送魔術を得意とするこのアンデッドの老魔導師も同様で、マリーが生まれる前から軍の一個師団を任されている父の重臣だった。

「モルスですか。なんですか急に」

　アンデッドの老魔導師、モルスは恭うやうやしく頭を垂れる。

「火急の報しらせでございます。別勢力の闇の者どもが、我らの領地に侵攻を始めました」

「それがなにか？」

　元来、闇の眷けん属ぞくは戦いが大好物だ。だから敵勢力が穏健派の父の領地に攻め込んでくることは日常茶飯事。そして父の軍勢にねじ伏せられることも日常茶飯事。別段、驚く点はない。

「此こ度たびの戦、マリー様に初うい陣じんを飾っていただく良い機会だと思い、我らが領地にご帰還くださるようお願いに上がりました。それを機に、人間社会での生活も切り上げていただこうかと」

　モルスは一族のなかでも、特に人間を嫌っている。母に対する態度を見ていればわかる。だから初うい陣じん云うん々ぬんの話は、あくまで口実。マリーを早々に連れ戻したいだけなのだ。

「なにを言うかと思えば……私は帰りませんよ。三年間はこっちで暮らすって決めたんですから。お父様の許可だってありますし」

「その父君からのご命令です。無論、進言したのは私ですが」

「……どういうことですか？」

「畏れながら、我らの次期王となるマリー様が人間の世界で暮らすことに関して、私は最初から反対しておりました。下げ賎せんな者と馴なれ合あっていては、王たる者の品格が損なわれてしまいます。マリー様の父君、現王も私の度重なる意見具申によって、概おおむね納得してくださりました」

　モルスに説得された父が、マリーに帰還命令を出している。日本での生活を切り上げて。

　……じゃあ私の学校生活は、ここで終わりってこと？

「い、いやですよ！　私にはまだ、やり残してることだって、いっぱいあるんですから！」

「やり残しているというのは、これのことでしょうか」

　モルスが人差し指をくいと上げた。その脇に転送魔術の魔法陣が広がり、モルス直属の兵であるアンデッドの騎士が出現した。

　騎士は、ぐったりとした蛇の魔物を引き連れている。豪ごう奢しやな冠を載せた蛇の頭と人間の体、八本の腕をもつその魔物は────、

「ま、マコロガ王!?」

　この辺り一帯を縄張りとしている東方八部衆のひとり、マコロガ王。マリーと縄張り争いを続けてきた相手だった。

「すでに絶命しています」

　アンデッドの騎士が、脳内に直接響くような声で言った。モルスが頷うなずく。

「この蛇の魔物は我々が街に来た途端、いきなり襲ってきましてね。とりあえず始末しておきましたが、やはりマリー様の遊び相手でしたか。出過ぎた真ま似ねをお許しください」

「お言葉ですが、モルス様。かような者にマリー様の遊び相手が務まるとは思えません。おそらく、マリー様の足元にも及ばぬ実力かと」

「ふむ、それもそうだな。前言を撤回させていただきます。ご容赦を」

　マリーはマコロガ王と何度か戦ったことがある。決して弱い相手ではなかった。むしろ力は拮きつ抗こうしており、下手をすれば、マリーが遅れを取る可能性だってあったのだ。

　それなのにモルスとその配下は、簡単にマコロガ王を討ち取ってしまった。もしこの連中が武流のところに行ってしまったら────考えたくもない。

「ではマリー様。さっそく我らと共に参りましょう」

「い、いやだ……私はまだ、帰らない……！　帰りたくない……！　学校を卒業するまでは、日本にいるって決めたんだから！」

　マリーは逃げるように駆け出した。




　モルスとその配下のアンデッド騎士は、無様に追うことはしなかった。

「……困ったお方だ。よもや下げ賎せんな人間にほだされたのではあるまいな。まあ同世代の闇の者どもに、ご友人はほぼおられなかったのだ。それも致し方ないが……」

「どうなさいますか、モルス様？」

「決まっておろう。我らはマリー様にお戻りいただけるよう尽力するまでだ」




　　　　◇




　まず一回目は、クラス委員の俺と雛代さんが、休み時間にゴミ出しをしていたときだった。

「あんた最近、マリーとずいぶん仲良いいみたいじゃない。靴も買ってあげたって聞いたわよ」

「いや、仲が良いいっていうのは、ちょっと違うような……」

　校舎裏のゴミ捨て場で、雛代さんが古いホウキを捨てて、俺がゴミ袋を投げ込む。

　そこにおぼつかない足取りの男子生徒がやってきた。

「うう、うううう……」

　なんかやたらと顔色が悪い。大丈夫ですか、と声をかけようとしたら。

「がああああああああああああああああッ！」

　そいつはいきなり奇声をあげて、俺に襲いかかってきた。

「え、ちょ、な、なんだよ？」

　顔色といい、手つきといい、まるでゾンビだ。俺の首を絞めようとしてくるそいつの両腕を必死に押さえていたら、

「なにやってんのよ」

　雛代さんがひどく冷静に、金色に輝く右手で、その男子生徒の肩に触れた。

　見えない力が作用して、男子生徒は校舎の壁まですっ飛んでいく。そして壁に頭を打ちつけて、気を失った。触れたもの同士に引力を発生させる雛代さんの能力、『黄金妃の誘引クレオパトラ』だ。あらかじめ校舎の壁にさわっていたらしい。

「お、おい！　なんてことするんだ!?」

「だって彼、明らかに普通じゃなかったから。あんたは首を絞められるところだったのよ」

　校舎の壁かべ際ぎわで昏こん倒とうしている男子生徒に駆け寄る。そこで俺は、妙なものを見た。

「……え？」

　倒れている男子生徒の口から、百円ライターサイズの小鬼みたいな奴やつが這はい出でてきたんだ。

　その小鬼は体長に似合わず、ノミのような大ジャンプをして、どこかに行ってしまった。

「どうしたの？」

　雛代さんが俺の肩口から、気絶している男子生徒を覗のぞき込こんでくる。ちょうど俺の体で隠れていたんで、今の小鬼は見えてなかったようだ。

「いや……なんでもない」と答えておく。

「これはきっと、人間を操る能力者の仕業ね。射程距離不明、破壊力Ｅ、持続力Ｃ、といったところかしら」

　能力者の仕業かどうかはともかく、人間を操るっていう点だけは納得だ。たぶんこの生徒はさっきの小鬼みたいな奴やつに操られていた。それがなにを示すのかはわからないけど。

　俺は一応、雛代さんに聞いてみた。

「なあ……前にも言ったけど、化け物っていると思うか？　たとえば小鬼みたいなやつとか」

「だから、いないって言ってるでしょ。鬼がいるとすれば、それは欲望に負けて人の心をなくした能力者のことよ」

　そして二回目は、昼休み。

　俺がトイレに立ったとき、またしても別の男子生徒に襲われた。

　今度助けてくれたのは、たまたま通りかかった葵だ。

「武流っちがピンチだったから、思わず荷電粒子砲を撃ちそうになっちったよ」

　葵がぶん殴って気絶させた男性生徒の口からも、やっぱり小鬼が出てきた。最初からそんな気がしてたんで、俺はあえて自分の体で小鬼が逃げていく様子を隠した。

「うーん、どこかの国が人間を凶暴化させる細菌兵器でも開発したのかなぁ。ま、この生徒はＳＦＣで調べてもらうっしょ」

　俺は一応、葵にも聞いてみた。

「なあ……前にも言ったけど、化け物っていると思うか？　たとえば小鬼みたいなやつとか」

「いや、まじありえないし。鬼がいるとしたら、それは策謀が渦巻くあたしらの世界で人の心をなくした諜ちよう報ほう員いんのことかな」

　雛代さんも葵も、相変わらず自分の世界観以外を信じようとしないけど、俺にはわかる。

　たぶんこの一件には、マリーが絡からんでいる。化け物といえば、あいつの領分だからな。

　でもマリーの仕業ってわけじゃない……と思う。確かにマリーは嬉き々きとして俺を殺そうとしてくるけど、人間を操って襲わせるなんて姑こ息そくな真ま似ねは、一度もしてこなかったからな。

　とりあえず本人に会って、話を聞いてみるか。







　一年の教室にはいなかったんで、適当に探し回っていたら。

　体育館の裏から、マリーの「ええっ!?」っていう声が聞こえてきた。誰かと話をしているらしい。角からこっそり様子を窺うかがってみると、

「やっぱり、モルスは先輩を……」

「私としても不本意ではありますが、モルス様のご命令には……」

「あっ、そいつだ！」

　俺は思わず声をあげた。マリーが話していた相手は、その手のひらに乗せていた例の小鬼だったからだ。てかあの小鬼、人間の言葉を喋しやべれたのかよ。

　マリーの手に乗っていた小鬼は、また大ジャンプをしてどこかへ行ってしまった。

　残されたマリーは、なんだか申し訳なさそうに、俺をちらちらと見てくる。見てくるんだけど、口は開かない。だから俺から聞いてみた。

「なあ、今の小鬼って、一体なんだ？」

「あ……そ、それはですね。えっと、なんて言ったらいいか……」

「まさか、お前の使い魔的な奴やつか？」

「え、いや、ちが────」

　マリーはそこで一旦言葉を止めると、うつむいてから言い直した。

「────そうです。あいつは私の使い魔です。生徒を操って先輩を襲わせたのも私です」

　……マジかよ。ちょっとがっかりだぞ、マリー。

「なんでそんな真ま似ねをしたんだよ。操られた生徒だって無事じゃ済まないし、現場には雛代さんや葵もいたんだ。あいつらまで危ない目にあってたかもしれないんだぞ」

　これは方便だ。あの程度の相手なら、雛代さんや葵が危ない目にあうわけがない。そもそも撃退したのは、その二人なんだし。あえて名前を出したのは、罪悪感をもってもらうためだ。

　それなのにマリーは、こんなことを口にした。

「わかってますよ。私はわざと、紗姫先輩や葵先輩がいる場所で襲わせたんですから」

「は、はあ？　なんでそんなことを……」

「顔見知りの前でなら、武流先輩も実力を出し切れないかなーって思ったんですよ。私は誓いの接せつ吻ぷんをしたときに言いましたよね。武流先輩の命を狙うって。手段なんて選びませんよ」

　マリーは気まずそうに視線を外した。それがなにを意味するのか、俺にはわからない。

「…………俺を殺そうとするのは別にいい。でも、俺以外の奴やつには迷惑かけんな。雛代さんや葵は、同じ文芸部の仲間なんだぞ。部活対抗リレーはチームプレイで」

　突然、マリーが笑い出した。

「あはははははっ！　なにが仲間ですか。なにがチームプレイですか。そもそも私は部活対抗リレーなんて、最初から出るつもりはなかったんですよ！」

「お、おいおい、急にどうした？　だってお前、あんなにリレーの練習をがんばって……」

「そんなの、先輩を油断させるための作戦に決まってるじゃないですか！　だいたい、運動会とかいうしょうもない人間のイベントに、吸血鬼の私が興味もつわけありませんし！　ほんと先輩ってバカですよね！　こんな、こんな靴まで、くれちゃって……っ！」

　マリーは俺に背を向けると、大きく伸びをした。

「あーあ、なんかもう、全部面倒になってきました！　先輩と戦うのも飽きてきたし、私はもう国に帰ります！　じゃあ、そういうわけなんで！　今までお世話になりましたっ！」

「おい、ちょっと待てよ。わけがわかんないぞ」

　俺は手を伸ばしたんだけど、

「も、もう話しかけないでくださいっ！」

　マリーは振り返ることもなく、そのまま走り去った。

　最後の言葉は、なんだか涙声だったような気がした。




　　　　◇




　マリーは学校を飛び出したあと、行く当てもなく適当に街を歩いていた。

　例の小鬼が現れて、マリーの肩に飛び乗ってくる。

「ご決断していただけたのですか」

「うん。それで、モルスはいつ、どこに来いって？」

「陽が暮れる頃に、三丁目にあるマンションの解体現場です」

　マリーの居城は北欧にある。転送魔術を得意とするモルスでも、そこまでの長距離移動となれば、複雑な術式が必要となる。その儀式に適した時間が日没直後の逢おう魔まが刻ときで、地脈などの地理的条件を満たしていた場所が、そのマンションの解体現場というわけだ。

　肩に乗っている小鬼が、申し訳なさそうに言った。

「モルス様のご命令だったとはいえ、マリー様のご友人を危険な目にあわせてしまったのは、大変申し訳なく思っております」

　モルスは配下であるこの小鬼を使って、文芸部の面々を殺そうとした。そうすれば、マリーも帰る気になると考えたのだろう。結果的に武流たちは無事だったが、それでもモルスの思惑通りになったと言わざるを得ない。

　モルスが本気だと理解わかってしまったから。

　今回はこの小鬼が手心を加えたから、武流たちは死なずに済んだのかもしれない。でも次は違うかもしれない。そう考えると、マリーに選択の余地はなかった。

　父の側近として、幾多の戦場を渡り歩いてきたモルスの強さは本物だ。マリーと同格の強さをもつ東方八部衆のマコロガ王でさえ、あっさり殺されてしまったほどなのだ。確かに武流も強いが、それでもモルスには到底敵かなわないだろう。

「強引な方法ではありましたが、モルス様はそれだけ次期王であるマリー様に期待を寄せられているのです。どうかその点だけは、ご理解いただけたらと」

「……別にいいですよ。私が人間の世界に来たのも、ただの暇つぶしですし」

「そう言っていただけると救われます。では私は、モルス様のところへ戻りますので」

　小鬼はそう言って、遠くへ飛び去った。

　ひとり残されたマリーは、ため息をついて視線を落とす。

　自分の足元が目に入る。武流に買ってもらった靴。否いやが応おうでも武流のことを考えてしまう。




　──リレーの練習をがんばってくれていたご褒ほう美びだよ──

　──部活対抗リレー……絶対に出るぞ──




　……ほんと、なんなんですかねー、あの先輩は。私は命を狙ってる敵ですよ？　衰弱死寸前にされたあとでも、怒るどころか「運動会には出るんだろうな」とか言っちゃうんですから。もう、どうしようもないバカっていうか。あー、せいせいした。これでもう武流先輩とは会うこともないって考えたら、ほんと────────────────────────────────────────────────────────────────悲しいよ。

　自分が涙を流していると認識したら最後、マリーは大声で泣きわめいた。

「うあああああああああん！　帰りたくないよう！　お別れしたくないよう！」

　でも自分が帰らないと、武流は殺されてしまう。

　部活対抗リレーだって、口では興味がないと言っておきながら、本当はとても楽しみにしていた。武流を始めとする文芸部のみんなと一緒に出たかったのだ。

　そんなささやかな願いは、もう、叶かなわない。

「ふわあああああああああん！　ごめん先輩、本当にごめんなさい……うえええええん！」

　周囲の通行人たちが何事かと振り返る。それでもマリーに近づいたりはしない。大泣きしている様子を、みんな遠巻きに見ているだけだ。

　そんななか、ひとりだけ声をかけてくる人がいた。

「どったの、マリーちゃん？」

　葵だった。

　マリーは昼休みに学校を飛び出した。だから今は五限目の授業中のはずなのに、どうして葵までこんな街なかにいるのか。まあ相手は葵なので、単純にサボりだろうと思い直す。

「……そうだ。葵先輩は三丁目のマンションの解体現場って、どこかわかりますか？」

「え、この道をまっすぐ行った信号の左だけど。てか、なんで泣いてるの？　相談してみ？」

「な、泣いてないです！　私、もう行きますから！」

　両目をぐしぐしとこすって、駆け出した。

「あ、おーい、マリーちゃん！　授業には出たほうがいいよーっ!?」




　　　　◇




　放課後。俺が部室に行ったら、鍵がかかっていた。

　雛代さんはバイトで先に帰ったし、マリーは昼休みにどっか行っちゃうし。葵だけでもいるかな、と思ったんだけど当てが外れた。

　マリーのことで相談したかったんだけどな。あいつ、なんで急に部活対抗リレーには出ないとか、国に帰るとか言い出したんだろ。あんなに練習がんばってたのに。俺を油断させるための作戦とか言ってたけど、さすがに信じられん。俺、なんか怒らせるようなことしたっけ？

　ま、明日にでも詳しく聞いてみるか。学校に来てくれたら……だけどさ。

　昇降口で靴を履き替えていると、奈々子が話しかけてきた。

「武流くん、今日は部活ないの？」

「ああ、奈々子も帰るところか。だったら一緒に…………う」

　佐竹くんまでやってきた。奈々子と一緒に帰ろうとした俺を、うっとうしそうな顔で睨にらんでいる。ド金髪の不良だから、睨にらまれると結構迫力あるんだよな……。

「……ちっ」

　そのまま通り過ぎようとした佐竹くんを、奈々子がわざわざ呼び止める。

「佐竹くん。風紀強化週間の話、忘れないでよ。ちゃんと明日からは髪を黒に戻してね」

「うるせーな。別にいいだろ。俺の好きにさせてくれよ」

「だめだよ。校則でも禁止されてるんだから。ねえ、武流くんからも言ってあげてよ。佐竹くんってば、私が何度言っても聞いてくれないの」

　そんな無茶振りされても困る。俺だって不良が怖くないわけじゃないんだぞ。

　ちょうどそこで、俺のスマホに着信があった。一応マナーとして、奈々子に断りを入れてから電話に出る。相手は葵だった。

『はろ～、武流っち。あたし今日、任務が入ったから部室に行けないわ』

「だろうな。俺も今から帰るところだし」

『もし暇してるなら、手伝ってくんない？　ブツの受け渡し現場で、ターゲットに発信機つけてもらうだけでいいんだけど』

「断る」

『けち。あ、そうそう。そういやさっき、例の男子生徒をＳＦＣの人間に引き渡してきたんだけど、その帰りにマリーちゃんと会ったよ。なんかめっちゃ泣いてた』

「マリーが、泣いてた？」

『うん。「帰りたくないよう」とか、「ごめん先輩」とか言って。なんのことかわかる？』

　帰りたくない？　ごめん先輩？

　マリーは昼休みに言っていた。

　──先輩と戦うのも飽きてきたし、私はもう国に帰ります──

　あれって、なんか無理しているように聞こえたけど、やっぱり裏があったんだ。

　たとえば…………一族の奴やつらに強制送還されそうになってるとか。

　そう考えると、全部合が点てんがいく。そうだよ。マリーは間違いなく部活対抗リレーを楽しみにしていたんだ。絶対に出るって約束もしたじゃないか。

　でも無理やり連れ戻されそうになっている。だから帰りたくない、ごめん先輩って言って、ひとりで泣いていたんじゃないのか………？

　みしり、とスマホを持つ手に力が篭った。

「……マリーはほかに、なにか言ってなかったか」

『んー、なんか三丁目のマンションの解体現場はどこかって聞いてきたけど。てか、どったの武流っち？　ちょっと声が怖いんですけどー？』

「気にするな」

　俺はそれだけ言って、通話を切った。

　……マリーを泣かせた奴やつは、誰だ。あいつが楽しみにしていた運動会を奪う奴やつは、誰だ。

　そいつは俺を────敵に回したぞ。

「あ、あのー。た、武流くん……？」

　奈々子が恐る恐る言った。ああ、奈々子と話してたんだっけ。そんなことすら忘れていた。

「なんの話、だったかな」

「え、ええと、その、佐竹くんの髪のこと、だけど……」

「ああ、そうだったな。髪、黒に戻したほうがいいぞ、佐竹くん」

「な、なんだよ、その目……く、空気王の、くせに……」

　佐竹くんはなぜか怯おびえた顔でぶつぶつ言っていたけど、もう俺には聞こえなかった。




　　　　◇




　陽が暮れた頃に、マリーは指定されたマンションの解体現場までやってきた。

　学校の制服姿ではない。赤と黒を基調にしたゴシック風のドレスにマント。女吸血鬼の正装だ。これに着替えたのは、人間社会での生活を捨てて国に帰るという決意の表れ。学校の制服に袖を通すことは、もう二度とないだろう。

　防ぼう塵じんシートで覆われた解体現場の敷しき地ち内ないに入る。今日の作業はもう終わったのか、そもそも作業日ではないのかは知らないが、とにかく人は誰もいなかった。

　パワーショベルが放置されている更地の向こうに、コンクリートや鉄骨がむき出しになった元マンションがある。マリーは表にいた見張りのアンデッド騎士に軽く会え釈しやくしたあと、今にも崩落しそうなその一階部分に足を踏み入れた。

　少し進んだ先の広い部屋で、モルスと配下のアンデッドたちが待っていた。

「お待ちしておりました、マリー様。すでに長距離転送魔術の準備は整っております」

「そうですか。じゃあ術式を始めてください」

　敬礼したモルスが、呪文を唱え始める。部屋の隅に並ぶロウソクが風もないのに揺れ始め、床に長距離転送用の大きな魔法陣が浮かび上がってきた。

　これでもう日本での生活は終わり。母の生まれ故郷は、やっぱり素敵だった。

　マリーは母と退魔師の修行をしていたとき、一度だけ逃げ出したことがある。吸血鬼の王の娘に退魔師の術を教えるとは何事か、と母が非難されている現場を見てしまったからだ。ほかにも母は陰口を言われたり、心ない眷けん属ぞくたちから石を投げつけられたり。

　制御できない闇の力の代わりに退魔師の術を求めたマリーだが、これ以上母に迷惑はかけられない。そう思って修行の中止を訴えたのだが、それでも母は優しく言ってくれた。

　──私のことはいいの。あなたはあなたがやりたいことを、最後までやり通しなさい──

　お母様……私、部活対抗リレーに出たかったのに、今度は最後までやり通せなかったよ。

「マリー様。魔法陣の展開が完了しました。いつでも出立できます」

　モルスが言った。マリーは頷うなずいて、全員を見渡す。

「じゃあ……帰りますよ。私たちの国へ────」

　ちょうどそこで。

　マンションの外にいたアンデッドの警備兵が、慌てて部屋に駆け込んできた。

「も、モルス様、大変です！　ひとりの人間がこちらに攻めてきます！　どうやらマリー様の奪還にきた模様！」

　報告を受けたモルスは、きょとんとする。

「マリー様の奪還？　人間が、ひとりで？　はっ、人間とは本当に愚かな生き物よ。そいつはなにか、強力な武器でも持っているのか？」

「そ、それが、じゅ、じゅうき……」

「銃器？　これは傑作だ。我ら夜を統すべる一族に、銃弾が通じるわけもなかろうに」

「ち、違います！　銃器ではなく…………重機です！」




　ドガアアアアアアアアアアアンッッ！




　モルタルの壁をブチ抜いて、無人のパワーショベルが突っ込んできた。何人かのアンデッド騎士たちが、それに押しつぶされて動かなくなる。

「な、なにごとだああああああああああ!?」

　壁に空いた大きな穴から姿を見せたのは、もちろんあの男。

「た、武流先輩!?」

　マリーを始め、夜を統すべる一族の連中は、誰も知らない。

　パワーショベルを吹っ飛ばして壁に穴を空けたのは、武流の強力な衝撃魔法だということ。

　その武流は異世界エルファランドで、神話を超越した最強の英雄と呼ばれていたこと。

　そしてその武流が、今とても怒っているということを────。

「な、なんで来たんですかっ!?　私は先輩のためを思って……っ！」

「帰りたくないんだろ。部活対抗リレーに出たいんだろ。だから俺は、迎えに来た」

「で、でも、私が帰らないと、先輩に迷惑がかかるんです！　私はそれが嫌だから……っ！」

　武流は意志の強い瞳で。醜悪なアンデッドたちの前でも、決して臆さずに。

　こう叫んだ。

「俺のことはいいんだよ！　お前はお前がやりたいことを、最後までやり通せッ！」

　……あ。

　それは奇くしくも、大好きだった母に言われた言葉と同じもので。

　…………ああ。

　大好きなその先輩は、すべてを諦めていた自分にも、「迎えに来た」と言ってくれた。

　……………………ああああああああああああああああっ！

　マリーはそれが嬉うれしくて。本当に、とても嬉うれしくて。

　両手で顔を覆って、むせび泣いた。

「やれやれ。他人が我が一族の問題に首を突っ込むのは、少々無粋ではないかね？」

　モルスが鋭く睨にらんでも、武流は一切動じない。

「他人じゃない。俺の大事な仲間だ。俺はマリーと運動会に出るんだよ」

「ウンドウカイ？　なんだね、それは」

「運動会の次は水泳大会。その次は部の夏合宿とかもありだな。とにかく、嫌がってるうちの部員を無理やり連れ戻そうとするんじゃねぇッ！　マリー、お前からも言ってやれッ！」

　涙を拭う。抑えていた感情を解き放つように、声高に叫ぶ。

「私は……私はまだ帰らない！　先輩と約束したから！　先輩とずっと一緒にいたいから！」

「……よくわかりました。我々の一族にとってその人間が、いかに害虫かということが」

　モルスが片手をあげた。それを合図に、アンデッドの騎士たちが一斉に武流に躍りかかる。

　しかし────一撃だった。

　武流の右手から放たれた、たった一発の光弾が、全員を後ろの壁ごと吹き飛ばしたのだ。

　その数は三十を超えていたにもかかわらず。全員がモルス師団の精鋭たちにもかかわらずだ。

　え、な、なにこれ……？　先輩って、こんなにも、強かった、の……？

　敵の群れを容易たやすく殲せん滅めつした武流を見て、マリーは啞あ然ぜんとするばかり。

　モルスも同様だったが、そこはさすがに、すぐさま落ち着きを取り戻す。

「……どこの協会に属する退魔師かは知らんが、なかなかやるようだな。だが、私まで倒せるとは思わないことだ。マリー様をたぶらかした貴様の罪は────死より重いぞ」

　その全身から、視認できるほどの禍まが々まがしい殺気が放射状に広がっていく。

　青ざめたマリーが、武流の袖を強く引いた。

「に、逃げましょう先輩！　先輩がどんなに強くても、モルスには絶対に勝てません！　モルスはあらゆる者に死を与え、あらゆる攻撃を受けても死なない最強のアンデッドで……！」

　しかし武流は。

「死なないなら好都合だ。お前を泣かせたあいつには、もっときついお仕置きがいる」

「ククク……人にん間げん風ふ情ぜいがよく吠ほえる。呪うなら、貴様の無知を呪うがよい。夜を統すべる一族のなかでも、現王に次いで第二位の実力者と称されるこの私が─────────は？」

　モルスは見た。見てしまった。

　天井部分が崩落して、高い吹き抜けとなっている頭上に。




　白く輝く巨大なハンマーが浮かんでいる光景を。




「ただの人にん間げん風ふ情ぜいだったら、よかったんだけどな」

　横幅十メートルを超えるその巨大ハンマーは、武流が生み出した極大圧壊魔法エナ・テラステイア。

　言うまでもなく、無慈悲で悪魔的な破壊力を誇る単体攻撃魔法である。

「ま、待て待て待て！　あ、あれは貴様が召喚したのか!?　あんなのさすがに……！」

　不死身のモルスでも慌てふためく。それでも武流に手心を加えるつもりは、一切ない。

「俺たちの日常を潰そうとする外道は…………逆にブッ潰れろオラアアアアアアアアッッ！」

　掲げていた右手を振り下ろした。

　同時に、宙に浮かぶ巨岩のごときハンマーも高速で落下して。

「だ、だから待て────────ぎゅ」

　凄すさまじい地響きと、滑稽な悲鳴を残して。

　モルスはぺしゃんこになった。こうして戦闘は、あっさりと終了した。




「当然、夜を統べる一族お前らも、〝異世界転生者俺〟の敵じゃない」




　　　　◇




　くっそ……確かに本気を出すなって言ったけど、あれじゃ遅すぎんだろ……っ！

　運動会当日。部活対抗リレーで俺たち文芸部は、まさかの最下位争いをしていた。

　第一走者の俺はトップで走っていたものの、第二走者の雛代さんがバトン（辞書な）の受け取りに失敗。その間に一気に抜かれてしまい、今は第三走者の葵がジョギング程度の速度で、めちゃくちゃゆっくり走っている。

「くっ、次はマリーだぞ！　いけるか!?」

「当然じゃないですか。私はやると決めた以上、必ずやり通す女子ですよ」

　マリーは、現王の親父おやじさんにその固い意志を示したことで、もうしばらく人間社会に滞在することが許されたらしい。俺としても、平穏な日常が戻ってきたんで一安心である。

　まあ、あの不死身のモルスって奴やつだけは、まだぶつぶつと文句を垂れてるらしいけど。俺が潰したあともすぐに体を再生させて、食い下がってきたくらいだからな。その都度ぺしゃんこにしてやって、やっとおとなしくさせたんだぞ。

「あ、そういえば」

　マリーが思い出したように、手をぽんと打った。

「ずっと先輩と一緒にいたいって発言。あれも必ずやり通しますから。だから武流先輩は、そのうち私に婿入りして、我が一族の領地に来てもらわないといけません」

「は、はあ？　なんでそうなる!?」

　マリーは困ったような顔で、自分の唇に人差し指を添えた。

「もう、忘れたんですか？　誓いのキスも、しましたよね」

　傘さん下かに入ると言うまで、命を狙い続ける────あの約束も、まだ有効だってか!?

　雛代さんが怪け訝げんな目でこっちを見てくる。

「なんか今、キスがどうのって聞こえたんだけど」

「い、いや、なんでもないんだ」

　とか言ってる間に、第四走者のマリーがレーンに入る。

「忘れないでくださいよ先輩。そうじゃないと……殺しますからね♪」

「なっ……お、おいちょっと待て！」

　マリーはぺろりと舌を出して、第三走者の葵から辞書を受け取る。そして俺から逃げるように走り出した。

　懸命に走るその表情は、輝く宝石みたいに生き生きしていて。

「いけー、マリーちゃん！　がんばれーっ！」

「すごいすごい！　もう五人も抜いちゃったわ！」

　葵や雛代さんを始め、観客みんなの注目を集める。

　あいつはもう孤独じゃない。あんなに楽しそうに、リレーを走っているんだから。







[image: マリー＝ルイゼ・ファン・アストンクラウの証言]

　あ、どうも。昨日の運動会はお疲れ様でした。

　……ああ、体育祭って言うんでしたっけ。武たけ流る先輩がいつも運動会って言うから感染うつっちゃいましたよ。

　え、私が変わった？

　そうですかね。まあ心境の変化はありましたけど。だから別に私と遊びたければ、いつでも誘ってくれていいですよ。んー、でもどうしよっかなー。ＵＮＯとかやってあげてもいいんですけど、先輩も弱そうですしね。まあどうしてもって言うなら、相手してあげても────。

　え、ＵＮＯはどうでもいい？　あ、そうですか……。

　武流先輩ですか？　面白い人ですよ。いつでも構ってくれるし……あ、違うな。私が構ってあげてるんだ。ここ重要です。間違えないでくださいね。

　武流先輩について、おかしなこと？

　んー、あの人、基本的におかしいですよね。なんかめっちゃ強いし……ああ、えっと、これはあれです。二年生の佐さ竹たけっていう先輩が言ってたらしいんです。はい。

　佐竹先輩は学校最凶の不良として、一年の間でも有名ですよ。そういや最近、佐竹先輩って髪を黒に戻しましたよね。その理由も「武流先輩がやばい奴やつだったから」なんですって。

　……いや、知りませんけど。とにかく佐竹先輩は一年の不良の間でも、そう言いふらしてるみたいです。あいつには近づくな、人を殺したことのある目をするって。武流先輩、友達欲しがってるのに、哀れすぎません？　ますます誰も近づかなくなるじゃないですか。

　私ですか？　もちろんそんな噂うわさなんて気にしませんよ。それに私、武流先輩が…………あ、いえ、なんでもないです。先輩も武流先輩が好きですもんね。いや、否定しなくても。みんな知ってますよ。

　あれ。急にどこ行くんですか？

　おーい！　もっとお話ししてあげてもいいんですよー!?　ねえってばーっ！







[image: 第五話　ＶＳ運命]

　葵あおいが部室にダーツセットを持ってきた。

「きゃははっ。武たけ流るっち、超下手じゃーん」

「し、仕方ないだろ。やったことないんだから……」

　なんでも商店街の福引で当てた景品らしい。ダーツボードを壁にかけるだけの、簡単なやつな。さっそく部室の黒板脇に取り付けて遊んでみたんだけど、俺が投げた三本のダーツは見事に全部外した。ボードに刺さりもしなかった。

「普通、初心者でも一本くらいは刺さりそうなものですけどね」

　いつもの定位置で本を読んでいたマリーが、ため息混じりにそう言う。

「くっ……こういう繊細なやつは得意じゃないんだよ」

　俺はもともと運動嫌いな文学少年だったんで、技術やセンスが必要なスポーツ全般が苦手だったりする。異世界から帰ってきた今では、ダーツボードを壁ごと……いや校舎もろとも爆散させるくらいなら朝飯前なんだけど。

「まったく。どうせ私に見本を見せてほしいって言うんですよね。やれやれ」

　別に頼んでないんだけど、マリーはとてもやりたそうなんで、ダーツを渡してやった。

「お前もやったことないって言ってたよな」

「はい。でもこんなの、ナイフ投げと同じ要領で…………えいっ」

　マリーが投げたダーツは、綺き麗れいな直線軌道を描いて────見事、ど真ん中に命中した。

「ほらね！　ほらね！　あー、簡単すぎてつまんないわー。こんなの当たらないほうがおかしいっていうか。いや全然、嬉うれしくないですよ？　だって当然の結果ですもんね？」

　めっちゃ嬉うれしいんだな。

　気を良くしたマリーは、続けて二本目も的の中心に命中させた。これには葵も驚く。

「わ、ほんとすげーね、マリーちゃん。まじで初心者なん？」

「そうですよ。あ、せっかくですし、みんなで勝負しませんか？　ダーツを三本投げて、一番多く真ん中に当てた人の勝ちってことで」

　自分に分があると思った途端にこれか。真ん中なんて、お前以外には無理だろ。俺たちはみんな初心者なんだから。

「お、それ面白そうじゃん！」それでも葵は乗っかった。「んじゃ優勝した人は、今度の土曜日に武流っちとデートできるってことで！」

　……また妙なことを言い始めやがった。

「おい、勝手に話を進めるな」

「いいじゃん別に。どうせ武流っちも暇っしょ？」

「た、武流先輩と、で、デート……？」マリーがうろたえる。「べ、別に私は、そそ、そんなの興味ない、ですし！」

「いいから早く投げなよ。ほらほら～」

「は、はわわ……はわわわわ！」

　マリーが投げた三本目のダーツは、前の二本と違って明らかに精細を欠いていて────ダーツボードにさえ当たらなかった。

「ああっ！　ち、ちが、違います！　今のナシです！　もう一回やらせてください！」

「だめ。マリーちゃんは三投中、二回が成功ね。んじゃ次、あたし」

「くっそおおおおおおおおおおおおおお！」

　地団駄を踏むマリー。まさか本気で俺とデートしたかった……わけじゃないよな。

　続いて葵がダーツを構える。まずは一投目。中心にこそ当たらなかったものの、ボードにはしっかりと突き刺さった。こいつも初心者のはずなのに、やるな……。

　急にマリーが元気になった。

「ほらね！　ほらね！　実際真ん中を狙うのは、めっちゃ難しいんですよ!?　あーあ、やっぱ私の優勝は確実かー。武流先輩とデートなんて面倒だなー。でもルールで決めちゃった以上、守らないといけませんもんね？　あー、めんどいけど、しょうがないなぁ」

　葵はなにも聞こえていない感じで、ぶつぶつと独り言をつぶやいている。

「……意外と調整が難しいな。重心の位置と重力加速度はオールクリア。初速と投射角の誤差を修正。放物線軌道の弧の頂点は計算上……」

　俺だけは見た。葵の両目に、赤い文字列が浮かびあがっていたのを。こいつ、サイボーグの演算能力を使って当てにいくつもりか!?

　結果────葵の二投目と三投目は、見事ダーツボードのど真ん中に命中する。

「えええっ!?　わ、私と同じで、二本命中……!?」

「ま、愛のなせる技って感じ？　あたしも武流っちとデートしたいし」

　葵はにっこりと微ほほ笑えみかけたあと……静かに様子を見守っていた雛ひな代しろさんに目を向けた。

「んじゃ最後は紗さ姫きちんね」

　雛代さんは小さくため息をつくと。

「やらないわ。私はあんたたちと違って、武流とデートなんてしたくないから」

「あ、葵先輩はともかく、私だって武流先輩とデートしたいなんて思ってません！」

　葵が雛代さんの肩をぽんと叩たたいた。

「そっかー。紗姫ちんも武流っちと同じで、ダーツが超下手なんだね。ま、あたしらの奮闘を見たあとなら、やる気なくすのもわかるっていうか。うんうん。理解した」

　毎度のことながら、わかりやすい挑発だ。今日はマリーもそれに便乗する。

「ぷくく。確かに紗姫先輩って、トロそうですもんね。ま、敵前逃亡なら止めませんよ？」

　面倒臭そうにため息をついた雛代さんは、ダーツボードに近づいて、刺さったままのダーツを引き抜いた。そして投射位置に立つ。

「ありゃ？　紗姫ちん、結局やるの？」

　葵がいたずらっ子のような笑みを浮かべた。目もく論ろ見み通り、挑発に乗ってくれたことが嬉うれしいんだろう。でもここからはたぶん、葵の目もく論ろ見みとは違う展開だったと思う。

　雛代さんは三本のダーツを大きく振りかぶった。それぞれに金色のオーラを宿らせて。

　一投目、二投目、三投目。間髪容いれずに投げたダーツは、すべてボードの中心に命中する。

「え、えええっ!?」「さ、三本全部、ど真ん中……!?」

　目をひん剝むく葵たちをよそに、雛代さんはクールな仕草で長い髪を後ろに払うと、無言のまま席に座りなおした。

　……さわったもの同士に引力を発生させる雛代さんの能力、『黄金妃の誘引クレオパトラ』だ。ボードからダーツを抜く際に、的の中心にさわっていたんだろう。それなら投げたダーツは、必ずボードの中心に引き寄せられる。こいつ平静を装よそおってるけど、挑発を受けてムキになりやがったな。

　葵がのんびりと言った。

「あーあ、まさかの紗姫ちんが優勝かぁ。しょうがないけど、今回は武流っちを譲るわ」

「え？　いや、私は別に、そういうつもりじゃないから。武流とデートなんて勘弁してよ」

　なんて言い草だ。俺だってデートするなら、雛代さんより奈な々な子このほうがいいわ。

「でも今度の土曜日って、河か川せん敷しきでちょっと早い花火大会があるんだよ。夏のデートの定番だよ。せっかく勝ったんだし、行ってくれば？」

「異議あり！」マリーが挙手した。「紗姫先輩は行きたくないって言ってるし、無理にデートさせる必要はないと思います！」

「んー、じゃ、あたしとマリーちゃんだけで決勝戦する？」

「だから勝手に話を進めるなって。だいたい、なんで俺が景品になってるんだ」

「だってさー。武流っちは興味ないの？　花火大会」

　あるに決まってるだろ。

　さっきクラスの連中も盛り上がっていたところだ。「行く相手いねーし、みんなで行こうぜ」とか言って。もちろん俺は誘われてないけどな。みんな浴衣ゆかたとか甚じん兵べ衛え姿すがたで集まって、屋台を冷やかしながら夜空に咲く大輪の花火を見るんだろ。あー、考えただけでパリピだ。青春だ。もちろん俺は誘われてないから、今回も行けない────ことなくね？

「……みんな、今度の土曜日は予定がないんだな？」

　葵とマリーがうなずき、雛代さんもとくに否定しない様子を確認してから、俺は続けた。

「だったら、全員で行くぞ────青春の花火大会になぁッ！」




　　　　◇




美み山やま樹ぎ葵〈みんなで行く花火大会ってのも楽しみだよね！　やっぱ浴衣ゆかたで行っちゃう？〉

マリー☆〈浴衣ゆかたとか張り切りすぎて、逆にダサくないですか？〉

美山樹葵〈そんなこと言う人が、結局浴衣ゆかたで参戦したりするんだよねー〉

マリー☆〈私、絶対に着ませんからね！〉

美山樹葵〈んで、紗姫ちんはどうすんの？〉

雛代紗姫〈普段着〉




　花火大会の話をしたあと、葵の提案でＳＮＳのグループチャットを作った。だからこうしてひとりで下校しているときでも、文芸部の連中とスマホ越しに会話ができる。

　もちろん俺はグループチャットなんて初体験だ。これこそ『ザ・高校生』って感じでとてもいい。よし、俺も会話に入ってみよう。そうだな、滑らかなボケを一発かましてやるか。




桐きり原はら武流〈じゃあ俺は、ランドセルで行っちゃおうかな〉

　……。

　…………あれ。既読マークがついたのに、誰も返信してこない。

桐原武流〈おーい。反応ないぞー？〉

マリー☆〈返答に困る小ボケはやめてください〉

美山樹葵〈うん。わけわかんないから〉




　ここで会話は止まってしまった。雛代さんにいたっては返信すらないし。てかなんでマリーは、名前の後ろに「☆」マークがついてんだろ。

　まあなんにせよ、俺は今めっちゃ日常を謳おう歌かしている。仲間内で花火大会に行くことになって、グループチャットまで作ったんだぞ？　こんなの喜ばない奴やつはいないだろ。ぼっち時代の俺からすれば、考えられない進歩だよな。あー、すっげー待ち遠しいぜ、花火大会！

　あとはいつもみたいに、非日常に巻き込まれないことを祈るだけなんだけど……どうも俺って、そういうのを呼び寄せる運命にあるっぽいからな。そこがちょっぴり不安だ。

　あ、やべ。信号が変わりそうだ。さっさと渡ってしまおう。

　走ろうとしたんだけど、横にいた若い男の人が急に咳せき込こんだのを見て、つい足を止めた。

　その間に信号は、赤に変わってしまう。

　男の人はまだ苦しそうに咳せきを続けている。信号待ちで手持ち無沙汰になった俺は、おずおずと声をかけてみた。

「えっと、あの……咳せき、大丈夫ですか？」

「ああ、ちょっと風邪気味でね。気にしないでくれ。ごほごほ」

　……まあ、これもなにかの縁か。水でも買ってきてあげよう。

「ちょっと待っててくださいね」

　すぐ近くにあった自販機に向かう。小銭を投入したところで。

　なんと空から『植木鉢』が落ちてきた。「危ない！」という声とともに。

　俺は反射的に、落ちてくるそれを電撃魔法で撃ち砕く。土がぱらぱらと降りかかった。

　自販機の裏の民家から、主婦が申し訳なさそうに出てきた。

「す、すいません！　あの……お怪け我がは、ありませんでしたか……？」

　どうやらこの人が二階の窓を拭いていたとき、窓まど際ぎわにあった植木鉢をうっかり落としてしまったらしい。それが俺に向かって落ちてきたんだ。タイミング悪すぎだろ。俺だったからいいけど、普通の人なら怪け我がしてたかもしれないぞ。

　主婦は何度も謝りながら、そそくさと植木鉢の破片を片付けて家に戻る。

　するとさっきまで咳せき込こんでいた男の人が、唐突にこんなことを言った。

「……お見事。やはりキミは噂うわさ通どおり、優れた能力者のようだな」

「なっ、なんだと……？」

　一般人が今の電撃魔法を見たとしても、「能力者」なんて単語は使わないはず。

　それを平気で口にしやがるウザい人種といえば────。

　俺は咄とつ嗟さに身構えた。

「まさかあんた、例の能力者組織の人間、か……？」

「あんな連中と一緒にするな。まあ俺も能力者に違いはないがな」

　組織の人間じゃない？　それでもこいつ、能力者だってことは認めたぞ。

　くっ、花火大会の参加が決まった途端に、やっぱりこれか。なんで俺はいつもいつも、こんな非日常な連中と出会ってしまうんだ……！

　改めて男を観察する。

　年齢は大学生くらいか。手入れされていないボサボサの髪だけど、不潔な印象はない。体の線は細く、Ｔシャツの上からきちっとしたサマージャケットを羽織っている。あと目につくものといったら、首から古ぼけた鏡をぶら下げていることくらいだ。

　男はペンダント代わりの鏡を手で弄びながら、落ち着いた口調で言った。

「一度キミの力を見てみたくてな。悪いが少し試させてもらった」

「じゃあ今の植木鉢も、あんたの仕業ってわけか……念動力系の能力者だな？」

「違う。あれは勝手に落ちただけだ。キミがその現場に移動したに過ぎない」

「……は？」

　言っている意味がわからない。すると鏡の男は、またよくわからないことを口にした。

「キミも本が好きなら、多世界解釈という言葉は知っているだろう。キミに植木鉢が落ちてくる世界があれば、そんなものに巻き込まれず信号を渡りきっていた世界もある。今もこの瞬間を起点に、無数に分岐していく並行世界というものが存在するんだよ」

「無数の────並行世界だぁ？」

　つい声が上ずってしまう。こいつは一体、なんの話をしてるんだ。

「俺は無数に分岐する並行世界が、それぞれ数分先まで見える。さっきはそのなかから、キミが植木鉢の落下に巻き込まれる世界を見つけた。そこにいたる原因の分岐は、俺が咳せき込こむこと。だから風邪をひいているふりをしてみたんだ。我ながら陳腐な演技だったと思うよ」

「……あんたの咳せきがきっかけで、俺に植木鉢が落ちてきた……そう言ってるのか？」

「そうだ。意外と物分かりがいいな」

　いや、まったくわかってないんだけど。

「実際にキミは、俺が咳せきをしなければ普通に信号を渡りきっていた。そんな並行世界も確かに存在したんだ。でも俺が咳せき込こんだことでキミは俺を気遣い、水を買ってこようとした。その結果、自販機の前で植木鉢の落下に遭遇した」

「……本気で言ってんのか、それ？」

　いきなり並行世界なんて言われても、「へー、すごい！」なんてなるわけがない。

「たとえば、そこに落ちている空き缶。キミがそれを踏めば、数秒後には強面こわもての男に絡からまれることになる」

「はあ？」

　足元を見ると、誰かが捨てた空き缶が転がっていた。

　俺がこれを踏んだら、強面こわもての男に絡からまれる、だと？　本当か？　あたりを見回しても、該当しそうな奴やつは見当たらないけど。

　だから────試してやることにした。言われたとおり、ぐしゃりと空き缶を踏み潰す。

　すると缶の中に残っていた炭酸飲料が勢いよく噴き出し、犬の散歩で通りかかった女性を驚かせる。女性のペットの犬が俺に激しく吠ほえかかる。「わんわん！」って。

　思わず後ずさった俺は────。

「おい!?　危ねえだろ、クソガキ！」

　ちょうど自転車で角を曲がってきた中年男にぶつかりそうになった。

　その中年男は確かに強面こわもてだったけど、絡からまれるってほどじゃなかった。俺に罵声を浴びせただけで、立ち止まらずに自転車で走り去っていった。

「……ふっ」鏡の男が苦笑する。「やはり不確定要素が入る以上、そう簡単には望んだ結果にならないか。さっきの植木鉢はうまくいきすぎたな」

　そして背を向けた。

「お、おい待て！　なんだ今のは!?　あんたの予知が外れたってことか!?」

「残念ながらな。キミが空き缶を踏むことが原因で、さっきの男に絡からまれる結果の世界は確かに存在した。だが踏むのが少し遅かったようだ。見てのとおり、使い勝手の悪い能力だよ」

　鏡の男はそれだけ言い残して、その場を去った。

　確かにタイミングがあと少しでも違っていたら、あいつが言ったとおりの結果になっていたかもしれないけど……一体あの男は何者で、なんのために俺に近づいてきたんだ。

　くそ。もやもやする。俺はまた妙なことに巻き込まれていくんじゃないだろうな……？




　　　　◇




　コンビニでバイトをしている雛代紗姫は、休憩中にバックヤードで雑誌を読んでいた。

「あれ、雛代さん。誰かと花火大会に行くの？」

　バイトの同僚が声をかけてきたので、思わず雑誌を閉じる。花火大会の特集ページを見ていたことが悟られて、なんとなく恥ずかしくなったのだ。

「べ、別に。たまたま見ていただけよ」

「ふーん、そうなんだ。彼氏とデートにでも行くのかと思った」

「そんなのいるわけないじゃない……興味だってないし」

　今日の放課後、葵から武流とのデートを勧められたときは本当に困った。武流はあくまでも監視対象であって、恋愛対象ではない。そんな目で見たことなど一度もない。

　そもそも異能力者の自分には、普通の女子高生が夢見るようなデートなど無縁なのだ。

「でもあれだな。雛代さんって、ちょっと変わった気がするよ。前は話しかけても『できるだけ私に関わらないで』っていう態度だったのに」

「それは今も同じよ。悪いけど、あまり誰かと仲良くする気にはなれないの」

　バイトの同僚は苦笑いを残して、仕事に戻っていった。

　……自分は変わったのだろうか。確かに体育祭のリレーに出場したり、今日のダーツ勝負に加わったりするなんて、以前では考えられないことだ。

　文芸部に入部した理由は、怪しい能力を使う武流を監視するためであって、馴なれ合あいのためではない。それでもいつの間にか、花火大会の特集ページを見ていた自分もいて。

「……みんなと行く花火大会は、あくまで武流の監視のためよ。あいつが危険な存在じゃないか。私の敵にならないか。それを見極めるためだもの」

　と独りごちたものの、紗姫はもうわかっている。ずっと調査を続けてきたことで、武流という男の人間性は見えてきているのだ。

　──桐原武流は、自分に仇あだなす存在ではない。

　それを断定したところで、今後はどうすればいいのだろう。自分のような異能力者が文芸部に居座り続けていると、葵やマリーを組織との戦いに巻き込んでしまう恐れがある。あの二人は武流や自分と違って、ただの一般人なのに。

　……だからこそ、私は文芸部から身を引くべきなんだろうけど。

　スマートフォンのＳＮＳアプリを立ち上げる。さきほど葵が作った文芸部のグループチャットには、花火大会を待ち望むみんなの会話が残っている。異能の戦いとは程遠い、ごくありふれた普通の高校生たちの会話だ。

　私も、できることなら……。

　そこでメッセージが届いた。グループチャットではない。紗姫個人に送られてきた武流からのメッセージだ。




桐原武流〈さっき変な能力者に会った。無数の並行世界が数分先まで見えるとかなんとか。どうも組織の人間じゃないっぽいけど、知ってるか？〉




　それって、もしかして。

　紗姫には思い当たる節があったが、あえて返信はしなかった。







　バイトが終わってコンビニを出ると、ひとりの男が外で待っていた。

「やっぱり、この街に来ていたのね────義に兄いさん」

　首から古ぼけた鏡のペンダントをぶら下げているその男は、片手をあげて応じた。

　荒あら垣がき真ま尋ひろ。二十三歳。かつて児童養護施設で、紗姫と一緒に暮らしていた人物だ。血は繫つながっていないが、紗姫は荒垣を本当の兄のように慕っていた。

　そして、組織に追われている紗姫を影から支えてくれる唯一の協力者でもある。

「桐原武流と会ってきた。お前から聞いていたとおり、なかなか強力な能力者のようだな」

「……でもあいつは、組織とは無関係よ。悪い奴やつでもなさそうだし」

「確かに、組織の連中特有の邪気はなかったな。とはいえ、まだ油断はできんが」

　明確に敵だと判断されなかったことに、紗姫は少しだけ安あん堵どする。

「それで？　久しぶりに私に会いにきたのは、ご飯に誘うためだとか？」

　おどけて言ったつもりだが、荒垣の表情は険しさを残したままだった。

「悪いが、そうじゃない。今日はお前に相談があって来たんだ」

　予想の範はん疇ちゆうだったとはいえ、落胆を覚える。ここ最近、荒垣とは組織に関する情報交換をするばかりで、ゆっくり食事もできていない。

「今まで俺たちは組織に対して防戦一方だったが、これからは攻めに転じようと思う。日本中を飛び回り、奴やつらの支部をひとつずつ潰していくんだ。協力してくれ、紗姫」

「組織の支部を……？」

　荒垣の前では口にしなかったが、無謀だ。あの組織は底が知れない。どのぐらいの規模なのか。何人の能力者を有しているのか。活動範囲は国内のみなのか。すべてが不明瞭なのだ。

　そんな連中を相手に、たった二人で攻めに回るなんて、できるわけがない。

「無謀だと思っているか？」

　荒垣が胸中を読んだように言った。

「まあ、無理もない。俺の能力は、無数に分岐する並行世界を数分先まで観測できるだけだ。遥はるか先のことまではわからないし、そもそも戦闘向きじゃない。だから今までフリーライターをする傍かたわら、こっそりと組織の情報を集めることしかできなかった」

「私はそれでも、十分すぎるほど助けられてるわ」

　引力を操る紗姫の能力とは違って、並行世界を見通す荒垣の能力は、誰かに悟られる心配がほとんどない。だからこれまで荒垣は組織に目をつけられることもなく、紗姫のサポートに徹してこられたのだ。

　荒垣が歩き出したので、紗姫もそれに並ぶ。

「この歩道を歩いているだけで、俺にはいろいろな並行世界が見えるよ。たとえば……そこのファストフード店にいる女」

　傍そばのファストフード店からは、ひとりの女性が店から出ようとしているところだった。

「彼女が店を出て右に行けば、数秒後にはしつこいキャッチに絡からまれる結果になる。左に行けば回避できるが、他人の俺が左に行けと言っても聞かないだろう。そして彼女は高い確率で、右に行ってしまうこともわかる」

　荒垣の言ったとおり、女性はファストフード店を出たあと右に向かった。そしてキャバクラのしつこいキャッチに遭遇してしまった。

「違う結果の並行世界にシフトさせるためには、俺が行動を起こして、その世界にベクトルを向ける必要がある。とはいえあの女のように、こちらから干渉できない場合がほとんどだ。それにタイミングなどの不確定要素がある以上、必ずしも望んだ結果になるとは限らない」

「わかってるわよ。だから義に兄いさんの能力は戦闘向きじゃない」

　だからこそ、組織を相手にするなんて無謀なのだ。紗姫はそう言ったつもりだったが。

「……だが、今は違う。まずはあれを見ろ」

　荒垣は歩道の先を指差した。半袖のパーカーを着た男が歩いている。

「あのパーカーの男は組織の能力者で、これから宝石店で盗みを働くという情報を得ている。今から奴やつを始末してみせよう────成長した俺の能力でな」

「……え？」

　怪け訝げんな顔をする紗姫を尻目に、荒垣は右手を振り下ろした。すると。

　まるで写真に切り込みを入れたように、空間に亀裂が生じた。亀裂の向こうに見える宇宙のような超次元から、幅一メートル程度の「両開きの扉」がせり出してくる。

　通行人たちは誰も不思議がったりしていない。一般人には扉自体が見えていないようだ。

　そんな両開きの扉が勝手に開かれる。微そよ風かぜとともに、見えない何かがこの世界に流れ込む。

　そして、次の瞬間────。

　車道を走っていた一台のトラックが、耳をつんざくブレーキ音をあげて突っ込んできた。その突然の凶撃が、ちょうど横断歩道に差し掛かったパーカーの男を強く跳ね飛ばす。

　トラックは角の店舗に激突して、その暴走をようやく止めた。

　一瞬の静寂。次に訪れたのは、通行人たちの悲鳴と怒号だ。

「た、大変だ！　救急車を呼べ！」「まだ意識があるぞ！　無理に動かすな！」

　そんな騒ぎの片隅に、虫かごを持ったままきょとんと突っ立っている少女がいた。その母親らしき女性が少女に詰め寄る。

「なんで急に車道に飛び出したりしたの!?」

「だって、蝶ちよう々ちようが逃げたから……」

　一体なにが起きたのか、紗姫にはさっぱりわからない。

　荒垣は口元に微笑を浮かべていた。そこに含まれている感情は、喜悦だ。

「虫かごから蝶ちようが逃げたことで、あの少女は車道に飛び出した。結果、避けようとしたトラックが歩道に突っ込み、パーカーの男を跳ね飛ばした。ふ、文字通りのバタフライ効果だな」

「まさか今の事故は……義に兄いさんの仕業だって、いうの……？」

　肯定の意思表示のように、荒垣は満足げな顔で、不思議な扉と世界の亀裂を消す。

「俺には少女の虫かごから蝶ちようが飛び出し、トラックが歩道に突っ込んでくるという並行世界が見えていた。その世界に自然到達する確率は小数点以下だったが、ゼロではないのなら強引にベクトルを向けられる。今の扉がそうしてくれる」

「強引に、ベクトルを向ける……？」

「そうだ。今の扉は、俺が選び取った並行世界の入り口。蝶ちようが虫かごから飛び出したことで、トラックが事故を起こすという超低確率の世界の扉だ。たとえその過程にどんな不確定要素が入ろうと、扉は『必ず』事故が起きた結果の世界に導く」

　これまでの荒垣の能力は、無数に分岐する並行世界を観測するだけだった。さきほどキャバクラのキャッチに遭遇した女性のように、分岐元の原因がわかっていても、望んだ結果に導くことは難しい。理屈がわかっていても当てるのは難しいダーツと同じだ。

　だが、荒垣は言っている。今の能力なら、投げた運命のダーツは『必ず』当たると。女性がキャッチに遭遇してしまう結果を、強引に捻ねじ曲まげることだって可能になったのだ。

「つまり今の俺の能力は、並行世界を観測するだけに留まらない。無数に分岐する並行世界のなかから、特定の運命を強制的に選び取る能力に成長した」

「成長って……どうして急に、そんな……」

　紗姫の声は荒垣の耳に入っていない。救急車で運ばれていくパーカーの男を、ただ感慨深く見つめている。

「こんな人外の力には、これまで名前をつけることすら忌いま々いましかった。だが、今は違う。組織の壊滅は確実だと期待させてくれるこの能力に、俺は命名した。『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』とな」

『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』──その能力で、パーカーの男は瀕ひん死しの重傷を負ったのだ。

「……あの男は、死んでいたかもしれないのよ。ほかの人が巻き込まれる可能性だって」

「そうだな」

　端的かつ、冷徹な言葉が返ってきた。紗姫はぎょっとする。

「そうだなって……やりすぎとは思わないの？」

「あのパーカーの男は、あらゆる物質を透過できる右手をもっている。その能力を窃盗に使うだけではなく、何人も殺しているんだぞ。ターゲットから心臓を引きずり出してな。それでも俺はやりすぎか？」

「………………っ」

「俺は奴やつら同様、修羅の道を進む。思い出せ紗姫。俺たちがどんな仕打ちを受けたのかを」
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　かつて児童養護施設で暮らしていた紗姫は、一度組織の人間に引き取られている。危険な連中だと認識できたのは、しばらく経たったあと。引力を操る能力で要人の暗殺をもちかけられたときだ。そこで紗姫は、組織から逃亡した。

　とはいえ、当時はまだ年とし端はのいかない中学二年生。逃亡先の当てなどあるはずもなく、施設に戻ろうと考えた。家族同然に育ったみんなに会いたいという気持ちが強かったのだ。

　そして戻ってきた紗姫が見たものは────炎上して炭化した施設だった。

　あとで知ったことだが、それはやはり組織の仕業だった。連中は紗姫に逃げ場はないと伝えるために、先回りして放火していたのだ。

　すでに施設を出て独り立ちしていた荒垣も、報道を見て現場に駆けつけてきた。

　焼け落ちた施設を見て。子供たちや職員は全員焼死したと聞いて。その場に崩れ落ちる。

「誰がやったんだ……誰がこんなことをッ！」

　その後、紗姫は荒垣に組織のことや、能力者のことを話した。そこで初めて、荒垣も能力者だったと知る。数分先の並行世界を同列に観測できる荒垣の能力は、紗姫の引力を操る能力と違って、組織に気取られる心配がほとんどない。こうして荒垣は、組織に追われることになった紗姫を裏からサポートしつつ、独自に組織の情報を集め始めた。

　それから荒垣が頻繁に口にするようになった言葉は、復ふく讐しゆうで彩いろどられた怨えん嗟さだ。

「必ず……必ず奴やつらを根絶やしにしてやる……！」




　トラックの事故現場に、警察がやってきた。

　まさか運命の操作によって引き起こされた事故だなんて、誰も思わないだろう。

「俺はこの『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』で、必ず組織を壊滅させる。協力してくれるな、紗姫？」

　荒垣は日本中を飛び回り、組織の支部をひとつずつ潰していくと言った。それに同行するなら、今までとはまったく違う生活になる。学校に通うことも難しくなるだろう。

「でも、私は……」

　文芸部の連中が頭をよぎった。荒垣と文芸部。天てん秤びんにかけるまでもないはずなのに。

　荒垣はそれを見越したように、こんなことを言った。

「あの施設の放火事件でわかったはずだ。俺たちのような能力者は、普通の生活なんて無縁だとな。だったら戦わなければならない。紗姫、お前にもその覚悟をもってほしい」




　　　　◇




　今日は校内一斉清掃の日。午後の授業を潰して、全校生徒に掃除させるってやつな。

　俺たちのクラスの担当は、二年校舎の昇降口周辺だ。昼休みのあとの臨時ホームルームで、クラス委員の俺と雛代さんが議長になって、みんなの細かい清掃班を決めたわけだけど。

　慣れない進行に四苦八苦する俺をよそに、雛代さんはまったく喋しやべらなかった。

　まあ、もともと無口な奴やつだし、クラス委員として黒板の前に立ったとしても、なにも話したくないっていうのはわかる。でも今日の雛代さんは話したくないっていうより、ずっと考え事をしてる感じだったんだよな。

　昨日の変な能力者について意見を求めても、まるで反応なし。どんな奴やつだったか聞いてきそうなものなのに、それさえもないんだよ。もしかしたら、あの能力者とは知り合いなのかもしれない。そう思った俺は、「なんかあるなら相談しろよ」とだけ伝えた。まあ雛代さんの性格からして、相談なんてしてこないだろうけど。

　頼むから、妙なことにだけは首を突っ込んでくれるなよ。明日は土曜日。文芸部全員で行く花火大会の日なんだ。数分先の並行世界を観測できるかなんか知らんが、わけのわからん能力者にしゃしゃり出てこられたら迷惑なんだよ。

　そんなことを考えながら、ひとりで昇降口脇の草むしりをしていたら。

「武流くん」

　後ろから奈々子に声をかけられた。

「こっちの掃除はだいたい終わったから、手伝いにきたよ」

「そっか。助かるよ」

　じつをいうと、ひとりで草むしりっていうのは、かなり精神的にくる作業だったんだ。

「さっきはすごかったよね。クラスのみんながあんなに騒いでたのに、武流くんが一発で静かにさせちゃうんだもん」

「ああ、あれな……」




　せっかく午後の授業が潰れるわけだから、みんな掃除なんかしないで早く帰りたい。さっきのホームルームでは、そんな空気が教室全体に充満していた。みんなクラス委員の俺と雛代さんを無視して、勝手にしゃべくっていたんだよ。佐さ竹たけくんなんか、「もう俺たち全員、男子トイレの担当でいいんじゃね？」とか適当なことを言ったりして。しびれを切らした奈々子がみんなを諫いさめようとしても、やっぱり通用しなかった。

　そんな大騒ぎを見た担任の先生が、「まるで戦場だな……」とつぶやいたことがきっかけだった。そのセリフで、俺に変なスイッチが入っちゃったんだ。

「全員、傾けい注ちゆうだコラァッ！」

　という俺の絶叫で、クラスメイトたちはびくっと両肩を震わせて、静まり返った。

「戦場の心得……一つ、兵は勝手な行動を起こさず、指揮官の編成に従うべし。それを守らなければ、部隊は全滅するんだぞ!?」

「ぜ、全滅って、なにが……？」と佐竹くん。

「俺は部隊の指揮官として、このクエストを必ず達成してみせる。そのためにも戦力は均等に分散しなければならない。男子トイレに割く戦力は三人まで。広い昇降口は、ホウキ隊とモップ隊、それから雑巾隊も必要か。手薄になるのは……昇降口脇の草むしりだな。よし、そこは俺が単騎で攻め込もう。ではこれより、各人の配属先を俺の裁量で決めていく」




　……と、まあ、そんな感じ。ついカッとなってやったんだ。今では反省してる。

　おかげで、俺一人で草むしりをする羽目になったわけだし。佐竹くんなんか、めちゃくちゃびびってたし。相手は不良って言っても、怖がられるのはちょっと悲しい……。

　奈々子が笑顔を見せてきた。

「私も生徒会の人間として、協力しなきゃいけない立場だったのにね。なにもできなかったお詫わびに、今度ご飯をおごるよ。どこか行きたいお店とかある？」

　え、奈々子と、食事……？　しかも……外食!?

　おいおい。おいおいおい。それって、ようするに……。

「デートじゃんか!?」

「え、あ。う、うん。まあ、そう受け取ってもらっても、いいけど……」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　立ち上がってガッツポーズ。そして両目を拭う。

「な、なんで泣くの武流くん!?」

「だって高校生の男女が外食だぞ!?　デートだぞ!?　それって、めっちゃ普通の高校生してるじゃん！　奈々子ってほんと、『日常矯正器』だよな！」

「日常矯正器って、なに？」

「まあ気にすんな！　最近、変わった奴やつらに出会ってばっかりだったからさ。奈々子みたいな普通の女子と遊びに行けるってだけで、俺は超テンションあがるんだよ！」

「そ、そうなんだ。よくわかんないけど、じゃあ明日の土曜日なんてどう？」

　明日の、土曜日……だと？




　　　　◇




　──日本中を飛び回り、奴やつらの支部をひとつずつ潰していくんだ。協力してくれ、紗姫──

　雛代紗姫は昨晩からずっと、荒垣のその言葉を頭で何度も反はん芻すうしていた。

　承諾すれば、学校には通えなくなる。少なくとも、組織との戦いに一段落つくまでは。

　今となっては、その場で即答できなかった自分が不思議で仕方ない。そもそも考えるまでもなかったのだ。紗姫の気持ちは最初から決まっていたのだから。

　学校生活を捨てて、荒垣と一緒に組織と戦う。

　紗姫が児童養護施設に入所したとき、初めて話しかけてくれたのは荒垣。そして引き取り手が見つかったあと、率先してお別れ会を開いてくれたのも荒垣だ。本物の家族同然に育った優しい義兄あにを放っておけるはずがない。

　組織に大切な施設のみんなを奪われたあとも、荒垣はずっと助けてくれていた。組織からの逃亡生活中、転居や転校といった手続きをしてくれたり、たまに電話で慰めてくれたり。ずっとひとりで逃げ続けてきた紗姫が孤独に潰されなかったのは、荒垣のおかげだった。

　そんな義兄あにを、今度は自分が支える番なのだ。

　でもせめて……わがままを聞いてもらえるなら、せめてあと一日だけ待ってもらおう。明日の土曜日には、文芸部のみんなで行く花火大会がある。それを機に、一度部から離れて休学する。そして荒垣についていくのだ。

「別に花火大会が楽しみなわけじゃない。私は……決意を固めるために、参加するのよ」

　自分に言い聞かせるように、そんな独り言を漏らす。昇降口の靴箱を拭いていた雑巾を洗うために、一度校舎から出た。校舎裏の手洗い場のほうが近いと思ったからだ。

　この選択が吉だったのか凶だったのか。紗姫はまだ知る由よしもない。まず聞こえてきたのは、草むしりをしていた武流のこんな絶叫。




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」




　目を向ける。少し離れた場所で、武流と奈々子が草むしりをしながら話し込んでいた。

　どうやら武流は、奈々子からデートに誘われたらしい。ほかに聞こえてきたのは、奈々子が日常矯正器だとかなんとか。そして。

「まあ気にすんな！　最近、変わった奴やつらに出会ってばっかりだったからさ。奈々子みたいな普通の女子と遊びに行けるってだけで、俺は超テンションあがるんだよ！」

　変わった奴やつら。自分や荒垣のような能力者のことだろう。武流は自分たちと出会って、嫌な思いをしていたのか。それも当然だと思いつつも、紗姫は少しだけ、胸が痛くなった。

「そ、そうなんだ。よくわかんないけど、じゃあ明日の土曜日なんてどう？」

「…………明日の土曜日、か」

「うん。あ、武流くんは知ってるかな。明日は河か川せん敷しきで花火大会があるんだよ。もしよかったら、お昼過ぎから街をぶらぶらして、それからご飯を食べて、花火大会に行こうよ」

　……そうよね。武流は日常に憧れているんだもの。どうせ花火大会に行くなら、私みたいな能力者がいる文芸部じゃなくて、奈々子さんみたいな普通の人とデートで行きたいに決まっているわよね。

　紗姫は踵きびすを返かえした。一瞬だけ見せた悲しい顔は誰にも──紗姫自身でさえ気づかなかった。




　　　　◇




　マリーがふてくされた様子で、じとりと俺を睨にらみつける。

「……それで結局、奈々子先輩とデートに行くんですか。私たちとの約束があるのに」

「だ、だから行かないっての。先約が優先に決まってるじゃないか」

　抜いた草をポリ袋に詰めてゴミ捨て場にやって来たら、ちょうど近くで掃除していたマリーと出くわした。なんとなく話の流れで、さっき奈々子からデートに誘われたってことを伝えたら、めちゃくちゃでかい声で、「ええええええっ!?」って叫ばれた。

　その声を聞きつけてやってきたのが、葵だ。真面目に掃除している俺たちと違って、こいつは人目につきにくいゴミ捨て場の裏でサボっていたんだと。

「掃除中にデートうんぬんの話をしてたなんて……武流っち、不真面目すぎだし」

「その掃除をサボってるのは誰だ」

「んで？　やっぱ武流っちは、奈々子ちゃんとデートしたかったわけ？」

「ま、まあ、そりゃ、少しは後ろ髪が引かれる思いはあったけどさ……」

　でも先約を優先したのは本当だぞ。奈々子にはきちんと断りを入れたんだから。

「んー……そういう事情だったら、別にいっか。ねえ、マリーちゃん。あたしらで行く花火大会は、また今度にしない？」

　葵がいきなりそんなことを言い出したんで、マリーは眉を吊つり上あげた。

「はあ？　なに言ってるんですか。サボりすぎて、頭おかしくなりました？」

「だって花火大会は別に明日だけじゃないしさ。月末にはもっと大きなやつがあるんだよ。もちろん紗姫ちんにも確認しなきゃだけど」

「だ、だからって、私たちが日にちを変える必要ないじゃないですか！　奈々子先輩が変えたらいいんです！」

「でも武流っちと奈々子ちゃんは、これが大事な初デートらしいじゃん。だったら今回は譲ってあげてもいいかなーって思ったわけよ」

「……た、武流先輩はどう思ってるんですかっ!?」

「え？　それはやっぱり、先に約束したみんなと──ぐへっ!?」

　葵に背中をぶっ叩たたかれた。

「明日は奈々子ちゃんと行けばいいじゃんか。紗姫ちんにはあたしから言っといてあげるからさ。その代わり月末の花火大会は、絶対あたしらに付き合ってもらうかんね？」

「いや、でも、本当に……いいのか？　マリーも？」

「…………くっ、くそほど奢おごらせてやりますからっ！」

　そこまで言ってくれるなら、今回は甘えさせてもらおう、かな……みんなとはまた次の機会にでも行けるわけだし。

「あ、ちょうどいいところに！」

　いきなり葵が駆け出した。

　あれ。あそこにいるのは雛代さんじゃないか。まだ掃除中なのに、なんで校門のほうに向かってるんだろ。カバンまで持ってるし。

　俺とマリーも、葵に続いて雛代さんの傍そばに駆け寄った。

「ねえねえ紗姫ちん！　急でごめんなんだけど、明日の花火大会は」

「わかってるわ。武流が奈々子さんとデートすることになったんでしょ。がんばってね」

　う、なんでもう知ってるんだ……。

「おおっ、紗姫ちん情報通？　そういうわけなんで今日の部活は、武流っちのデートプランをみんなで考える会にしようと思うわけよ」

「だから勝手に決めるなってば……」

「その会、ありですね。どうすれば武流先輩が奈々子先輩に嫌われるかを議論しましょう」

「お前、なんか俺に恨みでもあるのか？」

　俺たちがいつもの調子で騒いでいても、雛代さんは冷ややかな目を向けるだけ。いや、雛代さんの場合、それで普段通りなんだけど……なんていうのかな、いつも以上に冷たい感じがするんだよ。

　葵もなんとなく察したようで、少し遠慮がちに言った。

「だからあたしら文芸部は、月末の花火大会に行こうって思うんだけど……紗姫ちんの予定はどうかな？」

「行けないわ。私には月末なんてないから」

「あ、そうなんだ。んじゃ、やっぱり……明日しか都合がつかない感じ？」

　そんな目で俺を見なくてもいいぞ。雛代さんが明日じゃないと無理なら、別にそれで構わない。そもそも文芸部が先約なんだし。

　すると雛代さんは、こんなことを言った。

「明日も行けないわ。私、今日で学校を休学するから」

「え？」「ええっ!?」「はあああああああ!?」

　葵、マリー、俺。三者三様にそれぞれびっくりする。

「な、なんで急に？　どったの紗姫ちん？　なんかあった？」

「そうですよ！　そんなの急すぎますって！　もしかして、武流先輩のデートが気に食わないんですか!?」

「いや、マリーちゃん。さすがにデートと休学は関係なくね？　んで、紗姫ちんはなんで」

「うるさい！」

　雛代さんが大声をあげた。たぶん俺以外の部員にそんな声を出したのは初めてで。

「私は能天気なあんたたちと違って、花火大会に行けるほど暇じゃないの！　普通の高校生してるあんたたちは、武流のデートプランでもなんでも、勝手に考えてたらいいでしょ！」

　堰せきを切ったように怒鳴り散らした雛代さんを見て、俺たちはみんな啞あ然ぜんとする。

「本当に……どしたの、紗姫ちん？　なんか困ったことがあるなら、相談に乗るよ？」

　珍しく葵が、殊勝な声で問いかけた。マリーのほうは泣き顔になっている。

　雛代さんはそっと目を背けると、

「……私、今日で部活も辞めるから」

　それだけ言って立ち去った。

　俺たちはなにも言えず、ただその場に立ちすくむばかり。

「紗姫先輩、どうしちゃったんだろ……う……うえええん」

　とうとうマリーが泣き出してしまった。葵がその肩をそっと抱き寄せる。

　……やっぱなんかあったな。たぶん能力者絡がらみのことで。

「俺、ちょっと行ってくる！」

　二人を残して、俺は雛代さんを追いかけた。







「雛代さん！　待ってくれ！」

　校門を出たところで追いついた。帰ろうとしている雛代さんの前に回り込む。

「…………そこ、どいてくれる？」

「いいや、どかない。なんか妙な事件に首を突っ込んでるな？　俺には話してくれてもいいだろ。こっちだって、もう無関係じゃないんだから」

　雛代さんはじとりと俺を睨にらみつけたあと、静かに口を開いた。

「…………そうね。あんたも能力者だもんね」

　だから違うって、と否定していたら話が進まないんで、俺は黙って続きを促した。

　雛代さんはざっくり説明してくれた。俺が昨日会った能力者は、児童養護施設で一緒だった荒垣真尋って男だということ。そいつから組織と戦うために協力してほしいと言われたこと。

　そして、その申し出を受け入れるつもりだということ。

「────なるほどな。だから部活も辞めて、休学するって言ったのか」

「そうよ。私はこれから、義に兄いさんと一緒に全国を飛び回ることになる。だからもうこの学校にも通っていられないの」

　深いため息をついた。

「……そもそも私みたいな能力者が、葵やマリーたちと一緒にいること自体、最初から無理があったのよ。私と普通の高校生とでは、立場も価値観も違いすぎるもの。さっきそれがよくわかったわ」

「雛代さんは葵たちを普通って言うけどな、あいつらにもいろいろと事情があるんだよ。葵もマリーも、それを抱えたうえで普通の高校生をやってるんだぞ」

「なによ。葵たちまで能力者だって言うわけ？」

　サイボーグの諜ちよう報ほう員いんとヴァンパイアハーフの退魔師だって言ったら……驚くだろうな。

「なあ、どうしても休学しなきゃだめか。学校に通いながら、その荒垣さんに協力することは難しいのか。全国を飛び回らなくても済むなら、俺だって力を貸してやれなくは……」

「私が生きている世界はそんなに甘くない。普通の生活に固執するあんたとは違うのよ。あんただって、私なんかいなくなったほうが、日常とやらを楽しめるんじゃないの」

「なに言ってんだ。俺がみんなと一緒に行く花火大会をどれだけ楽しみにしてたか」

「噓うそよ！」大声で遮られた。「あんた言ってたじゃない！　変わった奴やつらに出会ってばかりだから、奈々子さんみたいな普通の女子と遊びに行けるだけで嬉うれしいって！　こっちだって、望んで変わった奴やつになったわけじゃないわよ！」

　……やっぱりこいつ、あの話を聞いてやがったのか。

「べ、別にそれは雛代さんだけを指して言ったわけじゃないぞ。ここ最近の俺はだな」

　能力者組織の連中はもちろん、国家機関のサイボーグ諜ちよう報ほう員いんに、パワードスーツを駆る諜ちよう報ほう部ぶの長官。ヴァンパイアハーフの退魔師と、アンデッドをはじめとした異形の魔物たち。そのうえ、並行世界がどうのとかいう新手の能力者ときたんだ。普通の女子といれば落ち着くって思ってしまうのも無理はないだろ。

「もういいわ」

　雛代さんが視線を外した。

「私はあんたとは違う。あんたみたいに、普通の生活がどうこう言っていられるほど、能天気でお花畑な人間にはなれないのよ」

「なんだよ、お花畑って。俺は誰よりも全力で日常を楽しもうとしてるだけだろ」

「だから、それがお花畑だって言ってるのよ！」




　──ふと、異世界エルファランドでの日々が、脳裏をよぎった。




　異世界転生は最初こそ憧れだったけど、実際に経験すると苦労も多かった。王国軍の部隊を指揮することもあったけど、基本は一人旅。水がない状態で広大な砂漠を何日も歩いたこともあったし、足を踏み外したら溶岩に真っ逆さまの岩壁を渡ったことだってある。

　ほかにも何千頭ものオークの群れを相手にしたり、死ぬほど強い破壊神に百回以上も戦いを挑んだり。つねに死と隣り合わせの生活だった。心が折れなかったのは、絶対に元の世界に戻って、今度こそ平穏な日常を送ってやるっていう固い決意があったからだ。

　だからこそ、異世界から帰ってきた今では、全力で普通の高校生活を楽しもうとしているのに。それを否定された気分になった。俺の考えはお花畑だって言われた。

「なにも知らないくせに……」

「それはあんたも同じでしょ。じゃあね」

　俺の脇を抜けて歩き出した雛代さんの肩を摑つかむ。

　そして、つい言ってしまった。本当に、はずみだったんだ。

「おい待てって！　普通の日常と荒垣、どっちが大事なんだよ!?」

　それが雛代さんにとって、最悪の質問だと知りながら。

「義に兄いさんに決まってるじゃない！」

　肩に置いた俺の手が払われる。金色に輝く雛代さんの右手で。

　引力が発生する。俺の体は校門脇の壁に叩たたきつけられた。あらかじめ、そこにもさわっていたらしい。

「いてて……その、今のは本当に」

　悪かった。そう言おうとしたんだけど。

「もう私に関わらないで」

　それは最近耳にすることがなかった氷のひと言で。

　雛代さんは振り返りもせずに、歩き去った。

　もう追いかけることもできなかった。氷のひと言は、雛代さんの能力以上に強い力で、俺をその場に縫い付けていたから。




　　　　◇




　翌日の土曜日。

　紗姫は駅前にいた。昨日学校から帰ったあと、荒垣に電話で協力する旨むねを伝えたら、今日の正午にここで待っていろと言われたのだ。スマートフォンには文芸部の面々から何件かメッセージが届いていたが、一切開いていない。通知もオフにしていた。

　荒垣は言っていた。自分たちのような能力者に普通の生活は無縁だと。昨日改めて、それを思い知った。簡単に予定を変更できる文芸部と、今日しかない自分。どうでもいい色恋話で騒げる文芸部と、それができない自分。立場が違いすぎるのだ。武流はみんなにもいろいろあると言っていたが、それはあくまで普通の高校生としての悩みだろう、と紗姫は思う。

　そして────。

「……日常生活と義に兄いさん。どっちが大事かなんて、決まってるじゃない」

　そんな二択を突きつけてきた武流を恨む。異能力に目覚めてしまった自分を呪う。

　能力者は戦わなければならない。日常なんて送れない。自分はそういう運命だったのだ。だったら、それを受け入れよう。大丈夫。もともとひとりでやってきたのだ。今後は荒垣が傍そばにいてくれるのだから、むしろ喜ぶべきだろう。なにも心配はいらない。

　それでもなぜか。今までにない孤独を感じている自分がいて。

　早く荒垣に来てほしい。義兄あにと会えば、こんな孤独も感じなくなるはずだから。

　紗姫がもう一度、時間を確認しようとしたときだった。

「雛代紗姫、だな？」

　いつの間にか、スーツ姿の男たちに取り囲まれていた。あからさまに危険な集団なのに、その接近にも気づかないほど考え込んでいたらしい。

　まさかこいつら……私を追っている組織の連中!?

　荒垣と待ち合わせをしているのに、最悪のタイミングだった。逃げ出そうとしたのだが。

　その動きが、がくんと鈍くなる。ひとりの男が紗姫に人差し指を向けていた。

「……『機械仕掛けラスト・の人形ワルツ』。指を向けた相手の動きを鈍くして止める、俺の能力だ」

　動きを封じられた紗姫は、あっさりと男たちに捕まってしまった。







　男たちの車で連れてこられたのは、隣の県の高層ビル。世間的にも有名なヤクザの組が事務所を構える最上階フロアだった。能力者組織はヤクザにまで手を伸ばしていたらしい。本当に底の知れない組織だと、紗姫は改めて思う。

　組織の支部を兼ねているとはいえ、もちろんここのヤクザ全員が、組織の能力者というわけではない。連中の会話からして、現在この応接室にいる一部の組員のみが、組織の息のかかった能力者のようだった。

　組長の立場にあるまだ若い男が、椅子に拘束された紗姫を眺める。

「こいつが、大おお和わ田ださんに育てられた能力者で間違いないんだな？」

「そのようです。大和田さんご本人も、確認のためにこちらに向かっているそうです」

　大和田というのは、施設時代の紗姫を引き取った能力者組織の重鎮だ。

　そして施設の放火を命じた張本人でもある。当然、紗姫がもっとも憎んでいる相手だった。

　若い組長が、呆あきれたようにため息をつく。

「まったく、大和田さんにも困ったもんだ。育ての親だかなんだか知らんが、こんなガキひとりに俺らまで使う必要はねーだろ。こっちだって暇じゃねーんだぞ」

　拘束されている紗姫に近づいた。

「おい、お前。組織のルールは知ってるよな。能力者は組織に服従か死。お前はどっちだ？」

「……服従なんてするわけないでしょ」

「だそうだぜ」

　組長は一同を見回したあと、スーツの内ポケットから拳銃を抜いた。

　うろたえる能力者たちを代表して、眼鏡をかけた男が口にする。

「あ、あの……組長、一体なにを……？」

「大和田さんはどうしてもこいつを連れ戻したいらしいが、俺らには関係ねえ。組織のルールに従って、さっさと殺しちまえばいいんだよ」

「ま、待ってください！　大和田さんは本部直属の幹部なんですよ!?　俺たちが勝手に殺したら、あとでどんなお咎とがめを受けるか……」

「本部直属だからこそ、こんなガキひとりにこだわってんのが情けねーんだよ」

　カチリと撃鉄を起こす音がした。紗姫はぎゅっと目を閉じる。そして発砲音。

　だが────撃たれたのは、紗姫ではなかった。

「テメェ……」

　右手を撃たれて拳銃を落とした組長が、眼鏡の男を睨にらみつける。

　眼鏡の男は、震える手で拳銃を構えていた。彼が組長の右手を撃ち抜いたらしい。

「あ、ち、ちが……すいません！　お、俺は、止めようとしただけなのに、つい……！」

「……そいつを殺せ」

　組長に命じられた残りの能力者たちが、眼鏡の男に次々と発砲した。銃弾を撃ち込まれていくその男は、まるで奇妙なダンスを踊っているかのようで────大量の血しぶきを巻き散らしながら倒れ伏せ、地獄の公演は終わりを告げた。

「………………っ」

　紗姫は唇を嚙かみ締しめて、必死に悲鳴を押し殺す。

「……ったく。まさか俺を撃ちやがるとは」

　組長は撃たれた右手を押さえながら、物言わぬ死体と成り果てた能力者を睨にらむ。

「あの、やはりこの女を勝手に殺すのは、やめておきませんか……？」

　また別の男が遠慮がちに言った。さすがに組長も興が削そがれたらしい。

「ちっ……誰か下したっ端ぱに見張らせておけ。それから、その死体も片付けとけよ」

　そう言い残して、応接室を出て行った。




　ヤクザの皮をかぶった組織の能力者たちが、死体を片付けて退室する。

　応接室には椅子に拘束された紗姫だけが残された。見張りはすぐにでも現れそうだが、もちろん悠長に待っているつもりはない。

　後ろ手に拘束されたロープの結び目を、指先で軽くさわる。続いて別の場所に触れて、能力発動。それを繰り返す。触れたもの同士に引力を発生させる『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力で、少しずつ結び目をほどいていった。

「私の能力は細かい応用が効く。伊達だてに今までひとりで切り抜けてきたわけじゃないのよ」

　椅子から立ち上がった紗姫は、まず応接室の窓に向かった。『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力を応用すれば、高層ビルの最上階フロアだろうと、体を壁に張り付けながら地上まで降りることができるかもしれない。そう思ったのだが、わずかに隙間が開くスイング式の窓があるだけで、ほかはすべて、開閉できないフィックス窓だった。

　窓からは出られそうにない。だったら堂々と廊下から逃げてやるわ。

　慎重にドアを開いて、廊下に飛び出す。ここは能力者組織の支部を兼ねた、ヤクザの事務所だ。だから能力者だけでなく、一般のヤクザたちも大勢いる。考えると少し足がすくんだ。

　これがドラマのヒロインだったら。大方、誰かに救いを求める場面だろう。そしてやってきた主人公に助けられて、ハッピーエンドを迎える。多くの女子はそんな展開に心を打たれるのかもしれない。

　……でも私は違う。誰かに助けを求めるなんてごめんだ。弱みを見せるなんて絶対に嫌だ。

　そうでなくても、たとえば荒垣はこれから組織と戦う身だ。その能力の性質上、隠おん密みつ行動が中心となる。ここで彼を呼んで助けに来てもらったら、今後の活動にも支障が出てしまう。だから呼べない。自分の不注意が原因で捕まったのに、迷惑をかけられるはずもない。

　そして武流は……論外だ。あいつにだけは、とくに弱みを見せたくない。助けてなんて絶対に言えない。

　だから───自分の力だけで切り抜ける。それが私の目指すハッピーエンドなんだ。

　決意を胸に廊下を走る。観葉植物の陰に隠れて、様子を窺うかがう。ヤクザたちが近づいてくるのが見えた。すぐ脇の部屋を静かに覗のぞき、誰もいないことを確認してから中にすべり込む。

　そこは十畳ほどのスペースの小会議室だった。ドアの内側に身を潜めて、廊下を歩くヤクザたちをやり過ごす。ほっとひと息ついた。

　さて、これからどうするか。エレベーターを使うのはリスクが高いので、非常階段で一気に駆け下りたいところだが……。

　がちゃり、と音がして、ドアが開かれた。

「っ!?」

　一瞬で体温が下がる。ヤクザたちに見つかったのかと思ったが────違った。

「に、義に兄いさん……？」

　なぜここに荒垣がいるのかはわからないが、紗姫は安あん堵どした。

　小会議室に入ってきた荒垣は、ドアを静かに閉める。

「拘束されていたと思うが、能力を使ってほどいたんだな。自分の能力をいかに応用できるかが、能力者の優劣を分ける。さすがお前は優秀だな」

「そんなことで褒められても嬉うれしくないわ。それで義に兄いさんは、どうしてここに？」

「まだお前には言ってなかったが、俺は組織の懐ふところに潜り込んだんだ。今はこの支部に籍を置いている」

「……そっか。義に兄いさんはそんな裏工作までしてたのね……」

　それだけでも十分に驚いた紗姫だったが、次に耳にしたひと言は、そのさらに上をいった。

「お前を拉致するように手引きしたのも俺だ。だから今、お前に逃げられたら困る」

「…………え？」

　聞き間違いかと思った。

　組織と戦うために、内部に潜り込んだというのはまだわかる。だが、紗姫の拉致を手引きしたという部分は、さっぱりわからない。

「知ってのとおり、お前を引き取り、俺たちの施設に火をつけた大和田という組織の重鎮が、お前を探している。奴やつは慎重な男なんで、これまでなかなかその足跡を摑つかめなかった。お前と奴やつが暮らしていた場所も仮住まいだったようだしな」

「じゃあ義に兄いさんは、その大和田をあぶり出すために……？」

「ああ。だからお前には一度捕まってもらうことにしたんだよ」

　ふいに施設時代の思い出が蘇よみがえった。紗姫たちが山で蜂の群れに襲われたとき、まだ中学生だった荒垣が言ってくれた言葉だ。

　──俺が囮おとりになってやるから、お前は逃げろ！──

　それが今の義兄あにと重なる。

「お前を囮おとりにした結果、大和田はお前の顔を拝むために、ここに向かっているそうだ。紗姫は昔から演技が苦手だったからな。あえて伝えなかったことは詫わびておくよ」

　小学生時代の紗姫は、近所の子供たちから度胸試しとして、歩道橋の縁の上を歩けと言われたことがある。逆らうほうが怖かった紗姫は、勇気を出して縁に登ろうとした。

　そこに駆けつけてきた荒垣は、子供たちを殴りつけてこう言った。

　──俺の大事な紗姫に危ないことをさせるな！──

「まあ、お前が危険な目にあう可能性もあったが、これも大和田をあぶり出すためだ。悪いが我慢してほしい」

　さきほど椅子に拘束された紗姫は、組長に銃を突きつけられた。死ぬかもしれない恐怖を覚えたのだ。かつての義兄あになら、絶対に紗姫をそんな危ない目にはあわせないはずだった。

　それでも紗姫は、ここまでならまだ耐えられた。義兄あにの力になれるなら、たとえ自分が囮おとりにされようと別に構わない。確かにそう思えたのだ。

「それに紗姫のことは、きちんと守っていたんだぞ。お前の目の前で眼鏡の男が死んだと思うが、あれは俺が選び取った『運命』だ」

　組長の右手をつい撃ってしまったことで、逆に射殺された男のことだ。

「え……ど、どういう、こと……？」

「気づかなかったのも無理はない。あの広い応接室は、天井も高いからな。俺は前もって、その天井付近に『扉』を設置していたんだよ」

　荒垣は言った。紗姫が応接室に連れてこられる数分前、先にそこに入っていく組長を見たときに、紗姫が射殺される世界と、射殺されなかった世界が観測できたと。後者は大和田の意向を無視して紗姫を撃とうとする組長に、眼鏡の男が銃を向けて制止を呼びかける世界。ごくわずかな確率でしか分岐しない世界だった。実際に発砲して組長の手を撃ち抜き、紗姫の代わりに殺されてしまう確率は、それよりもさらに低かった。

　だが荒垣の『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』の能力は、どんなに低い確率だろうと、ゼロではないのなら強制的にその世界に導ける。『扉』さえ出しておけば、『必ず』その結果に到達する。

「能力者組織に入ったとはいえ、もちろん連中に『扉』のことまでは言ってない。ただ数分先の並行世界が観測できるとだけ伝えてある。敵に奥の手を知らせるわけにはいかないからな」

「…………ちょっと待ってよ。人が死んだのよ」

　紗姫はぽつりと言った。

「それも義に兄いさんの能力で！　どうして平然としていられるの!?」

　荒垣はきょとんとする。

「おかしなことを言うな。死んだといっても、それは組織の能力者だぞ」

「な…………っ!?」

　そこで紗姫は気づいてしまった。荒垣がこれからやろうとしていることに。

「お前は俺に、組織と戦う覚悟ができたと言ったな。その意味をどう捉えていたんだ。組織と戦うということは、すなわち組織の能力者を皆殺しにする、ということだろう？」

　紗姫は単純に、組織の犯罪行為をあぶり出し、その幹部たちを警察に突き出せばいいと考えていた。以前、武流がやったことと同じ要領だ。そこに立ちはだかる能力者はもちろん全力で退けるが、命を奪うことまではしないつもりだった。殺人なんて、考えたこともない。

「皆殺しだなんて……それじゃ、組織とやってることが同じじゃない！」

「そうだ。奴やつらも俺たちの大切な人たちを殺した」

　だから全員に報いを受けさせる。皆殺しにする。荒垣はそう言っているのだ。

「そういえばお前には、能力の成長についても話してなかったな」

　どうして急にそんな話をするのか。紗姫はすぐに理解することになる。

「能力者は、能力者を殺すことで成長する。だから組織の連中は、服従か死、というルールを課しているんだ。従わない奴やつを殺せば、自分の糧かてにもなるからな」

「まさか……じゃ、じゃあ義に兄いさんは、もう……」

「ああ」

　荒垣は口元を釣り上げた。




「俺はこの能力を成長させるために────これまで三十人は殺したよ」




　　　　◇




　紗姫が荒垣によって、元の応接室に連れ戻された頃。

　葵とマリーは、街のファストフード店にいた。

「なんでせっかくの休みなのに、私は葵先輩なんかと会ってるんでしょうか」

「ま、そう言わずにさ。どうせマリーちゃんも暇っしょ？　お、スクラッチ当たった！　景品はペアのマグカップだって！　やり～っ！」

　ハンバーガーセットについていた当たりのスクラッチを掲げて、葵は小躍りする。

「……私、別に暇じゃないんですけど」

「でもちゃんと来てんじゃん。あれ、そういやあたしら、一緒に出かけるのって初めて？」

「そうですね。ちょっと前までの葵先輩は、なんか微妙に距離があったっていうか。いつもスマホをいじってばっかりでしたし」

「あー、そういやそうだね。確かにこんな日常なんて縁がなかったかも。でもそれ言ったら、マリーちゃんも同じじゃね？　構ってほしそうな目をするだけで、愛あい想そうなかったじゃん」

「か、構ってほしい目なんてしたことありません！」

　人知れず国家機密のミッションを遂行するサイボーグの諜ちよう報ほう員いん。

　人知れず闇の住人と縄張り争いを続ける退魔師のヴァンパイアハーフ。

　日常とは無縁の生活を送っていた二人を変えたのは、武流だった。

「武流っちってさ……」「武流先輩は……」

　二人とも同じことを考えていたので、どちらもその名前が出てしまう。苦笑いを浮かべて、話の続きを譲り合う。マリーが切り出す形になった。

「今ごろ武流先輩は、奈々子先輩とデートしてるんですかね」

「あー、そだね。なんかデートできることになったみたいだし」

「もしかして葵先輩……それを見に行こうと思って、私を呼んだんですか？」

「あはっ、やっぱわかっちゃう？　ま、最初はそう考えてたんだけど、やっぱなしの方向で。武流っちのデート先は花火大会だし」

　マリーはそこまで聞いて察した。二人とも予定が空いたので、武流のデートを冷やかすついでに、花火大会を見に行くことだってできるのだ。

　でもそれはしない。紗姫がいないから。文芸部のみんなで行くと言った以上、紗姫を抜きにして行くことは、どうしても憚はばかられる。

「紗姫先輩、本当にどうしちゃったんでしょうね……」

「そだね。なんか事情があるみたいだったし、あたしも気が回らなかったこと反省してる……」

　どんよりした空気が降り注ぐなか、葵は立ち上がった。

「とりま！　どっか遊びに行こうぜい、マリーちゃん！」

　それは誰が聞いても、空元気でしかなかった。
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　ヤクザに扮ふんした能力者が、応接室を覗のぞき込こんだ。

「……ちゃんと見張っているな。あと数時間で大和田さんが到着する。それまで目を離すな」

「はい」

　組織に服従したふりをしている荒垣は、端的にそう返す。そしてまた応接室は、紗姫と見張り役の荒垣の二人だけになった。

「ふ、大和田を殺せるなら、連中に頭を下げることも意に介さんよ」

　紗姫たちの施設を焼き払った組織の本部直属の幹部、大和田。その男がやってきたら、荒垣は『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』で容赦無く殺すつもりだった。その能力は大和田が死を迎える可能性世界を観測した時点で、どんなに低確率だろうと『必ず』そこに到達させてしまうのだ。

　もちろん紗姫は大和田が憎い。たとえ死んでも涙ひとつ流さないだろう。

　ただし、それを荒垣がやるというのなら話は別だ。あの優しかった荒垣に、本物の家族のように慕っている義兄あにに、組織と同じような真ま似ねはしてほしくない。

　しかし荒垣は組織の能力者をすでに────少なくとも三十人は殺しているのだ。

　それを聞いたときの紗姫は、目の前が真っ暗になった。どうやってこの応接室まで連れ戻されたのかは、まるで覚えていない。

　また同じ椅子に座らされたものの、拘束はされていなかった。一応見かけ上はロープが巻かれているものの、簡単にほどける結び方になっている。大和田が到着したあと、もしものときに備えての荒垣の配慮だった。

　どちらにしろ、今の紗姫には一歩たりとも動く気力はないが。荒垣が復ふく讐しゆうに駆られた殺人鬼になったと知って、憔しよう悴すいしきってしまったのだ。

「大和田を殺したあとは、お前の素性を知っている能力者たちをひとりずつ消していく。まずはこの支部の連中からだ」

　やつれた紗姫に追い打ちをかけるように、荒垣は今後の計画を話し始めた。

「大和田はここのほかにも、いくつかの支部にお前の情報を回している。桐原武流が潰したという支部もそのひとつだったな。具体的な場所がわからない支部もあるんで、そのときはお前の出番だ」

「…………私の、出番？」

「ああ。情報が出回っている支部の近くにお前が行けば、奴やつらは向こうから姿を見せる。それを俺がひとりずつ殺していくんだ」

　つまり荒垣は、また紗姫を矢面に立たせるつもりなのだ。

「紗姫のことを知らない支部には、あえてこちらから情報を流す。そしてまた、お前に近づいてくる連中を俺が陰から消していく。これを繰り返していけば、いずれ組織は壊滅だ」

　果たしてそれは、何人の能力者を殺すことになるのか。百人か。千人か。それ以上か。

「……いやだ」

　消え入りそうな弱々しい声だった。

「私は義に兄いさんに、これ以上誰かを殺してほしくなくて……ただ普通に生きてほしくて……」

「前にも言っただろう。俺たちは普通の生活など送れない運命なんだ。だったらせめて、俺たちをこんな目にあわせた組織の連中を根絶やしにしてやるまで。俺とお前の、二人でな」

　────ああ、そうか。私たちは、もともと、そういう運命だったんだ。

　紗姫はもう諦めることにした。

　今さらなにを言っても、荒垣は止められない。彼についていけば、自分も殺人に加担することになる。たとえ組織を潰したとしても、その罪を一生背負っていくことになるのだ。

　それでも紗姫は受け入れるしかない。荒垣を放っておくことはできないから。彼は唯一自分に残された、大切な家族だから。大切な────。

　文芸部のみんなの顔が、頭をよぎった。

　みんなには、また会えると思っていた。組織との戦いが終われば、また復学できると思っていたのだ。だから退学ではなく、休学という道を選んだのに。

　もう二度と会えない。もう自分は、陽ひのあたる場所には行けないから。

「……見ていられない顔をしているぞ」

　荒垣が眉間にしわを寄せた。そして右手で世界に亀裂を入れる。亀裂の向こうに見える宇宙のような超次元から、『扉』がせり出してきた。

「しばらくは誰も入ってこない世界を選び取った。この『扉』を出している間は、お前の安全も保証される。俺は飲み物を取ってくるから、ロープを解いて少し休んでおけ」

　そう言い残して、応接室を出て行った。

　荒垣は数分先までの並行世界を同列に観測できる。ひとりにした紗姫がこれから取る行動、その可能性のすべてを観測したうえで、問題ないと判断したから出て行ったのだ。

　もちろん紗姫は今さら逃げ出そうなんて考えていない。誰かに救いを求めるつもりもない。

　ただ────文芸部のみんなに、ひと言だけ謝っておきたかった。一方的に怒鳴り散らして退部を切り出してしまったことを。

　ロープを解いてスマートフォンを取り出す。グループチャットには、みんなのメッセージが溢あふれていた。通知をオフにしていた紗姫は、いま初めてそれを見る。




美山樹葵〈ねえ紗姫ちん。休学しても遊びには行けるんだよね？　今度、服見に行かない？〉

マリー☆〈私もＵＮＯの相手をしてあげてもいいですけど〉

美山樹葵〈ほんとマリーちゃんは、それ好きだね～〉

マリー☆〈紗姫先輩がむかつくから、コテンパンにしてやりたいだけです！〉

桐原武流〈ちなみに俺はルールを知らん。たぶん雛代さんも知らないぞ〉

マリー☆〈ぷくくーっ！　うける！　じゃあ教えますから紗姫先輩、早く連絡ください〉




　それはあまりにも日常的な会話で。

　いつも騒がしいみんなが、すぐそこにいるような気になって。

　グループチャット以外でも、みんな紗姫の個人宛に心配のメッセージを送ってくれていて。

　でもそれは全部、優しすぎたから。視界が滲にじんでちゃんと読めなくて。

　画面にも雫しずくが落ちてしまい、うまく文字入力ができそうになかった。

　以前、武流が言っていたことを思い出す。

　──俺たちだって普通の高校生活をエンジョイしてもいいはずだ！　友達や恋人も作って、ごくありふれた日々をのんびりと過ごす！　それが高校生だろ!?　間違ってるか俺!?──

　そのときの紗姫は理解できなかったが、今ならわかる。

　武流は間違っていない。きっと間違っていないのだ。今の紗姫は、文芸部のみんなと一緒に過ごした日常が、とても儚はかなくて、かけがえのないものだったとわかったから。

　目元を拭って。画面も拭って。文字入力を始める。

　少しだけ。

　ほんの少しだけ。




　助けてほしい、と思った。
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「ねえ、武流くん。次はどこ行く？」

「そうだな。まだ花火大会まで時間あるし……」

　せっかくの奈々子とのデートだっていうのに、俺は本屋に入っても雑貨屋に入っても、どうも気分が晴れなかった。いや、もちろん楽しいんだぞ。でもふとしたときに、昨日雛代さんとケンカしたことが頭をよぎるんだ。

　──普通の日常と荒垣、どっちが大事なんだよ!?──

　あれは本当に最悪だった。日常生活に固執する俺は頭がお花畑だって言われて、俺が異世界でどれだけ大変な思いをしたか知らないくせにって思って、つい口から出ちゃったんだよ。

「少し早いけど、先にご飯食べとく？」

　雛代さんは俺の事情を知らないし、俺だって雛代さんの事情は知らない。こういうのって、おたがい友達が少ないコミュ障だから、うまく伝えられないのかな……。

「おーい、武流くん。聞いてるのー？」

　奈々子に指で突かれて、はっと顔をあげた。

「あ、ああ。ごめん。ちょっと考え事をしてた」

「もう、せっかく遊んでるのに、さっきからたまに上の空になってるよ？　もしかして文芸部の誰かのこととか、考えてたりする？」

　なんて鋭い。さすがは俺の幼おさな馴な染じみだ。まあ、そんなところかな、と返しておく。

「え、これ一応デートなのに、ほかの女の子のこと考えてたんだ……」

　奈々子が両目を潤ませた。し、しまった。さすがに失礼すぎたか。謝ろうとしたんだけど、

「あははっ、うそうそ。なにか大変な問題でもあったのかな？」

　笑って理解を示してくれた。奈々子のこういうところは、本当にすごいって尊敬する。

「そうなんだよ……雛代さんが部活を辞めるって言ってきてさ……」

「え、急にどうして？」

　荒垣という男と一緒に全国を飛び回って、能力者組織と戦う覚悟を決めたから。

　最近の雛代さんは、文芸部に馴な染じんできていたように思う。相変わらず鉄仮面のヒナシロ姫だったけど、最初の頃と比べて、ずいぶん態度が柔らかくなった。入部した理由は俺の監視のためって言うけど、少しは雛代さんも日常的な部活を楽しみ始めていたように思うんだ。

　でも。仮にそうだったとしても。

　もう俺には、どうすることもできない。

「俺は本当に無力だ……」

「え？」

　いくら異世界で神話級の英雄と呼ばれていても、俺はたったひとりの女の子に、普通の生活を送らせてやることさえできない。日常なんて、誰もが送ってる当たり前のことなのに。

　雛代さんは日常を捨てた。荒垣さんの力になるために。もう俺みたいな他人が、口を挟める問題じゃないんだ。実際、いくら連絡をよこせと伝えたところで、ひとつも返信が────、

　ピロン、と気の抜けた音が鳴った。

　俺のスマホからだった。慌てて確認する。グループチャットに書き込みがあったんだ。

　それは日常を捨てたあの子からだった。




雛代紗姫〈ごめんなさい〉

雛代紗姫〈わたしもみんなと一緒に、花火大会に行きたかったです〉

雛代紗姫〈ほんとうにごめんなさい〉




　それはごく普通の、とても日常的な、本当にささやかな願いが込められた────、

　雛代さんの答えだった。

　やっぱりあいつは普通の生活を送りたかったんだ。文芸部に未練があったんだ……！

「……武流くんは自分を無力だなんて言うけどさ」

　ふいに奈々子が言った。

「幼おさな馴な染じみの私は知ってるよ。武流くんはなにかを諦めかけても、いつも最後には全部やり遂げてきた。一輪車も逆上がりも、小さいときから、なにもかも全部。だから私は知ってるの」

　そして俺をまっすぐに見つめて、笑顔を作る。

「桐原武流くんは最後まで自分の意思を貫く男の子。そして決して諦めない男の子だって」

　その言葉は────俺に電流を走らせた。

　……そうだよ。なんで俺は勝手に諦めていたんだ。

　雛代さんに、ささやかで平凡な『日常』を送らせてやるってことを……ッ！

　俺は自分だけの日常に固執しすぎていた。そもそもあいつが、全国を飛び回って組織と戦うって言うなら。それで日常を捨てなきゃならないって言うのなら。俺もそれに付き合ってやればよかったんだ。さっさと組織をぶっ潰して、あいつの日常を取り戻してやるために。

　俺たちは普通の人間じゃない。いつも非日常と隣り合わせ。平穏な生活が送りにくいという点において、一般人よりもか弱い存在だ。だから俺は、そういう連中を守る側でありたい。

　教えてやるぞ……『か弱い存在俺たち』のささやかな願いを壊そうとする奴やつらは、全員この俺を敵に回すことになるってなぁ……ッ！

　今は奈々子とのデート中。俺がずっと憧れていた、普通の高校生活の真まっ只ただ中なかだ。

　それでも俺がここで取るべき道は────。




１、雛代さんを迎えに行く。　→　日常ルートへ。

２、雛代さんを迎えに行く。　→　日常ルートへ。

３、雛代さんを迎えに行く。　→　日常ルートへ。




　選択肢はそれしかないだろうが……ッ！

　奈々子に伝えると、諦めたように笑って、

「いいよ。よっぽど大事な用事ができたんだね」

　快く理解を示してくれた。

「本当にごめん！　今度絶対に埋め合わせするから！」

　俺は今少しだけ、憧れの日常を捨てることにした。




　さあ、行こうか────大切な仲間の日常を取り戻しに。
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　あの書き込み以降、雛代さんは沈黙していた。

　なんだか嫌な予感がする。考えてみれば、雛代さんが急に謝ってきたり、本当は花火大会に行きたかったなんて言ったりするのも、少し変なんだ。一時的な休学って話だったのに、まるでもう二度と会えないみたいな、そんな印象を受けてしまう。

　無事だったらそれでいい。でもなにか大きな危険が迫っているのかもしれない。だからなおさら確認したいのに、一切連絡がとれないんだ。

　……だけど俺なら、あいつのもとに向かうことができる。

　ハンタースキル『追跡』。魔力で作った人工精霊が、最後に攻撃してきた相手を追跡してくれる。昨日校門の前で、雛代さんに攻撃されたことが幸いだった。

　人工精霊は俺にしか見えない軌跡を残して飛んでいく。それを追うために、タクシーに乗り込もうとしたところで。

「武流っち！」「武流先輩！」

　葵とマリーが駆けつけてきた。なんでここにいるのかって聞いたら、俺と奈々子のデートをこっそり覗のぞいていたんだと。ほんと、どうしようもない奴やつらだ。

　そしてやっぱりこの二人も、雛代さんがグループチャットに書き込んだ内容を見て、今すぐ迎えに行きたくなったらしい。俺の制止を振り切って、無理やりタクシーに体を押し込んできた。みんな、お前の身を案じてくれる仲間だったみたいだぞ、雛代さん……。

　人工精霊の軌跡を辿たどり、タクシーを走らせること小一時間。

　陽ひが暮れ始めた頃に、俺たちは隣の県の高層ビル前にやってきた。

「ここって確か、有名なヤクザのビルだよ。なんで紗姫ちんがこんなところにいるわけ？」

　葵が言う。どうやら悪い予感は的中したようだ。たぶんここは、ヤクザにも手を伸ばしていた能力者組織の支部。そして雛代さんは、きっと連中に捕まってしまったに違いない。

　マリーがこっそり耳打ちしてくる。

「……あの、私は武流先輩がなんらかの術で、紗姫先輩の居場所を特定できるってことは知ってますけど……なんで葵先輩は不思議がってないんでしょうか」

「ま、まあ、そんなことはどうでもいいだろ」

「おっしゃ！」葵が自分の頰を両手で叩たたいて、気合を入れた。「事情はわかんないけど、ここに紗姫ちんが捕まってるなら、さっさと助けに行くまでっしょ！」

　マリーがため息をつく。

「ほんと、この人はバカですね。相手はヤクザなんですから、葵先輩はここで待っていてくださいよ。私と武流先輩で行ってきますから」

「え？　いや、そっちこそなに言ってんの。ここで待っとくのはマリーちゃんだよ。突入するのは、あたしと武流っち」

「……はい？」

「……うん？」

　くっ、面倒臭い。この二人が普通の人間じゃないって知ってるのは俺だけだからな。それでもこいつらがいてくれるなら、使わない手はない。

「とにかく作戦を説明するぞ。俺とマリーは裏口から侵入するんで、葵は正面から……」

　今度は葵が耳打ちしてきた。

「正気なの武流っち？　マリーちゃんみたいな一般人を巻き込むなんて、さすがに国家機関の人間としては……」

「ああああ！　もういいんだってば！　なんかあったら、俺が責任とるから！」
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　武流の指示どおり正面口から突入した葵だが、エレベーターでは最上階フロアまで行けなかった。途中で降りて、あとは階段で上がらなければならない構造だったのだ。

　最寄りのフロアでエレベーターから降りる。そこで葵を待ち受けていたのは。

「誰だ、お前は？」「おい、ここがどこかわかってんのか!?」

　ヤクザの群れだった。

「あたしの友達を返してもらうかんね！」

　撹かく乱らんが目的の葵は、即座に連中の輪に飛び込んで、無双を開始する。

　最初、ヤクザたちは摑つかみかかろうとした。その手が葵に届くことはない。届く前に全員が宙に飛ばされていた。正拳突きで。肘打ちで。横蹴りで。飛び後ろ回し蹴りで。

　ようやく化け物だと認識したヤクザたちは、銃を抜く。撃とうとした瞬間、すでに葵が後ろに立っている。首筋に当て身。昏こん倒とう。

　また別の方向から発砲。消える。天井を蹴って、壁を蹴って。フロアを縦横無尽に飛び回る葵の姿は、誰も捉えることができない。ヤクザたちは悲鳴とも怒号ともとれる絶叫をあげて、無人の空間を撃ち続ける。そしてまた葵が見えたと思ったら、誰かがひとり倒れているのだ。いくら物量作戦に出ようと、結果は同じで────、

　ふと。葵の動きが、がくんと鈍った。ひとりの男が、葵に人差し指を向けていた。

「能力名、『機械仕掛けラスト・の人形ワルツ』。俺が指を向けた相手は動きが鈍くなり、やがて止まる」

「はあ？　能力って……なにそれ？」

「誰かは知らんが、相手が悪かったな。おい、お前ら。今のうちにこいつを撃ち殺せ」

　まだ恐怖を残しているヤクザたちが、銃を向けた途端。

　葵が左膝をつく。ぱかりと開いた右膝頭から、セミアクティブの誘導ミサイルを射出する。

「な、なんだそりゃぁぁぁッ!?」

　それは指を向けていた男の足元に直撃して────床を爆散させた。その爆風に巻き込まれて、男もろとも対たい峙じしていたヤクザたち全員が、あっけなく意識を手放した。

　葵は体をほぐすように屈伸する。

「うーん、なんだったんだろ、いまの。駆動系に異常でも出た感じ？」

　相手が異能力者だと気づく前に、戦いは終わっていた。
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　左手に『聖典』を持ったマリーが、右手をかざす。青い光を放つシールドが展開され、敵の銃弾を簡単に防ぐ。

「わけのわからん連中が、カチコミに来たと思ったら……テメェも能力者か」

　発砲した男がマリーを鋭く睨にらんだ。

　武流と裏口のエレベーターで侵入し、途中から階段を駆け上がっていた二人の前に立ちふさがったのが、この男。組長を名乗る人物だ。ひとりで十分と考えたマリーは、武流を先に行かせてその場に残った。

「能力者って、なんのことですか？」

「……ちっ、とぼけやがって。こういう力をもった奴やつのことだよぉッ！」

　組長が叫ぶと同時、上半身のスーツが弾はじけ飛とんだ。代わりにその身を覆ったのは岩だ。地肌から出現した岩の鎧よろいが組長の上半身と、頭部までを覆い隠していく。

「俺の能力、『岩石闘衣の解放リバレイト・ロツク』だ。身を守るだけじゃねえ。こんなこともできるんだぜ」

　手の先まで岩の鎧よろいで覆われた組長は、脇の壁を裏拳で殴りつけた。コンクリートの壁が広い範囲で陥没する。

　もちろんマリーは驚いたりしない。むしろ得心した。

「……ああ、なるほど。この街を縄張りにしてる闇の眷けん属ぞくだったんですか」

「闇の、なんだって？　まあいい。組織に楯たて突つく能力者は、どうせ皆殺しなんだよぉッ！」

　組長が巨大な岩の拳を掲げて突進してくる。

　マリーは『聖典』を投げ捨てて、抜刀するように右手を振り抜いた。なにもなかったはずのそこには、いつの間にか西洋風の片手剣が握られていて。

「な、なんだそりゃぁぁぁッ!?」

　天賦の才をもつ退魔師のみが習得可能な、心象武器の具現化───『魔を滅する聖剣フレースヴエルグ』と名付けたその剣で、迫る組長を鎧よろいごと薙なぎ払はらう。その鈍器のような一撃が岩の鎧よろいを簡単に砕く。

　石の破片を撒まき散ちらしながら吹き飛んだ組長は、壁にぶつかって倒れ伏した。

「これでこの街の縄張りも、私のものってことでいいですね」

　思わぬ収穫を得た気になったマリーは、満足げに口元を歪ゆがめた。
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「はい……はい。わかりました」

　最上階フロアの応接室にいる紗姫の隣で、荒垣がスマートフォンの通話を終えた。

　再び椅子に座らされ、見かけ上のロープを巻かれていた紗姫は、何事かと彼を見る。

「よくわからん三人組が、ここに乗り込んできたそうだ───一般のヤクザや、組織の能力者たちを全員、叩たたきのめしながらな」

「え……？」

「そのうちのひとりは、桐原武流で間違いないだろう」

　どうして武流がここに……まさか自分のメッセージを見て、駆けつけてくれたのか。

　紗姫はそんなつもりではなかった。ただ謝りたかっただけなのだ。

　それでも。

　もし自分を助けにきてくれたのだとしたら────嬉うれしくて。

　武流なら義兄あにを止めてくれるかもしれないと────期待して。

　つい、目頭が熱くなってしまう。

　それも一瞬のこと。荒垣はこんなことを言った。

「まあこれも予想の範囲内だ。お前をひとりにしたとき、スマホで部活の連中に連絡を取ることはわかっていた」

　荒垣は数分先の並行世界をすべて観測できるからだ。それでもわざわざ止めなかったのは。

「呼ぶなら呼ぶで、別に構わないと思ってたんだよ。どうせ組織の能力者を皆殺しにしたあとは、俺たち以外のすべての能力者を消すつもりだったからな」

「な、なにを言っているの、義に兄いさん……？」

「わからないのか？　俺たちのような異能の力をもつ者がいる限り、組織を潰したところで、第二、第三の組織が生まれる可能性がある。だから不安材料は消しておかなければならない。桐原武流のような強力な能力者なら、なおさらだ」

　以前、荒垣が武流に会いにいった理由がわかった。武流もターゲットのひとりだったから、実際にその力を見ておきたかったのだろう。

　紗姫は椅子から立ち上がって詰め寄った。

「待って義に兄いさん！　武流まで……組織とは無関係の能力者まで殺すつもりなの!?」

「だからそう言っているんだよ」

「お、おかしいわ！　本当にどうしちゃったのよ!?　そんなのおかしいわよ！」

　荒垣は紗姫を押しのけて、応接室の入り口をじっくり眺めた。そして、笑う。

「ふっ。さすがはヤクザの事務所だな。ちょうどいい並行世界が見つかったぞ」

　右手を振り下ろして、世界に亀裂を入れる。『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』の能力で、並行世界のひとつに繫つながる扉がせり出してきた。

　扉が開く。違う世界から、見えないなにかが流れ込む。

「ごく低確率だが、桐原武流がヤクザどもに射殺される世界が観測できた。俺は今、その世界に到達する運命を選び取った」

「なんですって……!?」

　武流がいかに強くても、その結果だけは絶対に覆せない。荒垣の『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』は、その恐るべき能力は、選び取られた並行世界の結果に、『必ず』到達させてしまうのだ。

「なんてことを……今すぐその『扉』を消して！」

「諦めろ紗姫。強力な能力を複数もつ桐原武流には、とくに死んでもらわなければならないんだよ。奴やつはお前がいるこの部屋に入ってきた時点で、『必ず』死ぬ」

　紗姫は激しく後悔する。自分がグループチャットに余計なことを書かなければ。文芸部なんかに入らなければ。異能力なんてもってしまわなければ……武流は死なずに済んだのに！

　応接室のドアが乱暴に開かれる。姿を見せたのは、死神に魅入られた武流だ。

「迎えに来たぞ、雛代さん！」

　紗姫は即座に絶叫する。

「入ってきたらだめ！　あんたがこっちに来たら殺される！　そういう運命にされたのよ！」

「…………は？」

　廊下の奥から無数の足音が聞こえてくる。武流を追ってきたヤクザたちが、すぐそこまで迫っているのだ。そしてもうすぐ武流は、彼らに射殺される。紗姫のいるこの部屋に入ってきた時点で、必ず死────────────待って。

　私がいるこの部屋に入ってきた時点で……？

　確かに荒垣は、そう言った。おそらく彼が観測した並行世界は、応接室に入ってきた武流が紗姫に近づいて、後ろからヤクザたちに射殺される。きっとそういう流れだったのだ。

　だったら────っ！

　スイング式の窓に身をぶつけた。わずかな隙間しか開かない窓だが、『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力で、自分と窓の間に引力を発生させる。体がより強く窓に押し付けられる。留め具が破壊された窓は大きく押し開かれ、紗姫は夜風が吹きつける窓の外に出た。応接室の外に出た。能力を使って、ビルの外壁に張り付く。

　もちろんこんなことをしても、『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』の結果は変わらない。どんな不確定要素が入ろうと、武流は『必ず』射殺される運命にある。それでも────紗姫が応接室から出るという不確定要素イレギユラーは、たとえ未来が確定していても、辿たどる運命の過程をわずかに変えた。

「お、おい!?　なにやってんだよ、雛代さん!?」

　そこで武流が、応接室の中に駆け込んできた。

　続いてヤクザたちもやってくる。大きく開かれた窓を見て、室内に紗姫がいないことを見て一瞬驚く。

「なっ、こ、これは一体……!?」

　その隙に振り返った武流が、右手を薙なぐ。ヤクザたちは爆撃魔法を受けて、全員吹き飛ぶ。

「急にどうしたんだよ!?　大丈夫か!?」

　窓まど際ぎわまで駆けつけてきた武流の後ろで、荒垣が銃を抜くのが見えた。

「後ろ！」

「くっ、次から次へと……！」

　武流は荒垣の銃撃を転がってかわす。ソファーの裏に隠れてやりすごす。

　荒垣がまだ『扉』を出している以上、発砲を続けていれば、いずれ『必ず』武流に当たる。たとえその銃弾がかわされ続けても、別のヤクザたちが来て武流を射殺するはずだった。

　だがその前に荒垣は。今にも反撃に転じようとする武流から、身を守る必要があった。

　武流の射殺という結果に到達するよりも、先に自分がやられてしまう結果を観測したのだ。

「くっ、一度『扉』を……解除するしかない……ッ！」

　武流の射殺に到達する世界の『扉』を消して、自分の身を守り抜いた世界の『扉』を選び直す。新たに出現した扉が開かれる。電撃魔法を撃とうとしていた武流の足がふいにもつれ、その稲妻が明後日あさつての方向に放たれる。天井にあるシャンデリアに直撃し、がしゃんと派手な音を立てて落ちてきた。

　細く息を吐いた荒垣は、窓の外に張り付く紗姫を横目で睨にらむ。

「……まさかお前が、結果にいたる過程を変えてくるなんてな。お前さえおとなしくしていれば、桐原武流は『必ず』射殺される運命だったものを……」

　紗姫は応接室の中に戻って、荒垣の視線を真っ向から受け止めた。

「もう義に兄いさんには、誰も殺させないわ……！」

「事情は知らないけど、荒垣さん。どうやらあんたは、俺たちの敵のようだな。窓の外に飛び出した雛代さんを心配するどころか、恨み言を口にするなんて、そんなの兄貴のやることじゃねえだろッ！」

　武流が荒垣との火線上に落ちたシャンデリアに右手を向けた。光弾が放たれて、それを簡単に爆散させる。

　その凄すさまじい破壊力と、鋭い敵てき愾がい心しんを見せつけられたことで、荒垣はわずかに気け圧おされた。

「桐原武流……お前は組織以上に危険だ。やはりここで完全に消しておく必要がある」

　そう言って右手を振り下ろす。世界に亀裂を作る。新たに出現させた『扉』が開く。

「そんなもんで、なにができるってんだッ！」

　武流は構わず駆け出した。荒垣に対して、なぜか拳で殴りかかろうとする。

　そこで。

　世界の亀裂が一段と大きくなった。宇宙に似た超次元の深しん淵えんが、巨大な口を開く。

「な、なんだこれ────…………ッ!?」

　その深しん淵えんの闇に武流は飲み込まれてしまい────世界の亀裂はまぶたのように、ぴったりと閉じた。文字通り、武流も亀裂も、一切が見えなくなってしまった。




　　　　◇




「た、武流ッ!?　義に兄いさん、武流をどうしたの!?」

　荒垣は摑つかみかかる紗姫を手で制しながら、口元を釣り上げた。

「見てのとおりだ。『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』で奴やつが突っ込んでくる並行世界の扉を出し、その亀裂を大きく開けて、世界の狭間はざまに閉じ込めてやった。能力をいかに応用するかが、能力者の優劣をわける。そう言っただろう」

「世界の狭間はざまに、閉じ込めたですって……？」

　荒垣は頷うなずく。『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』は世界の狭間はざま、すなわち超次元から、無数にある並行世界の『扉』を選び取る。かつて何人かの能力者で実験したことがあったのだ。その超次元に人間を放り込めばどうなるのかを。

　結果、誰も自力では帰ってこられなかった。確認のために救出してやった能力者たちは、みんな精神が崩壊していたのだ。

「あの次元は、俺たちが生きている世界の常識が通用しない。光もなく、音もなく、空も地面さえもなく、時間すらもない。ただ無限に存在する並行世界の扉が浮かぶのみだ」

　そして荒垣を除いて、違う世界の扉を開けることは誰にもできない。それは時空の理ことわりに反する行為だからだ。無限に広がる宇宙のような空間で、ただ無限の時間を過ごしていれば、人は必ず精神に異常をきたす。だから武流はもう────。

　そこでふと。応接室に。

　突然、一枚の『扉』が出現した。

　荒垣は能力を発動していない。その『扉』は勝手に現れたのだ。

　それが開く。まばゆい後光を背負って、ひとりの男が姿を見せる。




「ふう、やっと出られた。めちゃくちゃ大変だったぞ」
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「な、なんだとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　その男は。桐原武流という男は。

　わずかにやつれた印象こそ受けるものの、威風堂々とした立ち振る舞いは変わらずに。

　未いまだ眼光には、手負いの獅し子しのごとき雄々しさを、宿していた。

「ば、ばかな……貴様、一体どうやってあの超次元から脱出した!?　あの空間に放り込めば、絶対に出てこられないはずなんだ！」

「でも扉がたくさんあっただろ。俺はひとつずつ、開かないか試していっただけだよ。それでやっと開けられる扉を見つけたんだ。十万枚くらいまでは数えてたんだけどな」

　あの空間には、無数の並行世界に繫つながる扉が無限に存在する。確かにそのなかには、今この瞬間、武流が飛ばされた直後の世界に繫つながる扉も存在するのだ。

　それは違う世界の扉ではなく、もともといた世界の扉。本来の世界に戻る行為は、時空の理ことわりにも反しない。むしろ正しいことなのだ。だから荒垣に限らず、武流でも誰でも開けられる。

　だがそれは、あくまで理論上の話だ。無限に浮かぶ扉のなかから、唯一開く扉を見つけることは、広大な砂漠で米粒を見つける行為に等しい。そんなことは不可能のはずなのだ。

　それでも桐原武流は、元の世界に繫つながる扉を見つけて、こうして戻ってきた。

「ありえない……！　扉は無限にあるんだぞ！　そのうえ光も音も時間もない空間なのに、どうして心が折れなかったんだ!?」

　武流は狼ろう狽ばいする荒垣を、まっすぐに睨にらみつける。

「あのくそ強い破壊神に百五十三回も挑んだことに比べたら、無限にある扉を一枚ずつ確認して回るくらい、余裕すぎてあくびが出る。一億、一兆、いくらでも試してやるよ」

「…………ふふ」

　それまで啞あ然ぜんとしていた紗姫が、笑った。

「そうよ。武流が強いのは、なにも複数の能力をもっているからじゃない。その『絶対に諦めない心』が、あいつの無敵たる所以ゆえんだったのよ……」

「諦めない心……だと？」

「そうよ義に兄いさん。武流は普通の人間じゃないけど、決して普通の日常生活を諦めない。だから強いの！　だからそれを諦めている私や義に兄いさんでは、絶対あいつには敵かなわないのよ！」

　荒垣は武流に向き直って、絶叫する。

「俺たちに日常など存在しない！　能力者である以上、その運命だけは変わらないんだ！」

　武流も負けじと返す。

「変えられない運命なんてない！　能力者だろうと、異世界転生者だろうと、サイボーグだろうと、ヴァンパイアハーフだろうと、日常に戻ることはできる！　自分でそういう運命を引き寄せることだってできるんだ！　お前の理屈で雛代さんの日常を奪うつもりなら、それが運命だって言うつもりなら、そんな運命、俺が力ずくでブチ壊す！」

　天に向かって掲げた武流の両手に、光の粒子が集まっていく。

「見えているんだろ!?　これから世界がどう分岐するか！　その先を全部読んでみろよ！」

　言われるまでもなく、すでに荒垣は観測していた。それぞれの並行世界の数秒先を。

　───見つかった。確率は限りなくゼロだが、自分の銃撃が武流の眉間を撃ち抜く世界が。

「『確定させるフエイタル・蝶の扉バタフライ』ッ！　世界を……俺を、そこに到達させろぉッ！」

　世界に亀裂を入れた直後。

　荒垣の銃が、勝手に手元を離れていった。

「運命は自分の手で引き寄せるもの────だそうよ。義に兄いさん」

　銃は紗姫の黄金の手によって、壁かべ際ぎわまで引き寄せられていた。『黄金妃の誘引クレオパトラ』の能力だ。さきほど荒垣に摑つかみかかったときに、その銃にも触れていたのだ。

「紗姫…………桐原、武流ぅぅぅぅぅぅぅッ！」

　憎ぞう悪お、怨えん嗟さ、苦く渋じゆう。負の感情が宿る声を絞り出して、銃を取り戻そうとしたとき。

　電撃魔法が発動する。巨大な雷────いや、光の柱が、天井を砕いて降り注いできた。

　それは世界の亀裂からせり出そうとしていた『扉』に直撃して。武流が射殺される運命さえも打ち砕き。その決して曲げられない意志が宿る閃せん光こうの余波を浴びた荒垣は。

　大きく吹き飛ばされて、意識を失った。




「日常を諦めた奴お前なんて、最初から〝日常を諦めなかった奴俺〟の敵じゃない」




　荒垣が首から下げていた鏡が割れて、なにかが飛び出していった。

　それがなにかは、武流にも紗姫にもわからなかった。
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　急に呼び出して、どうしたの？

　……はは、もちろん用件はわかってるって。ごめんごめん。

　だって私も武たけ流るくんとデートしたかったんだよ。ちょっとくらい意地悪させてよ。

　そうだね。確かに武流くんは急に変わったけど、根本的な部分はなにも変わってなかったでしょ？　相変わらず全力で、まっすぐで、何事も諦めない人。生徒会がなければ、私も文芸部に入ってたのになぁ。

　あ、文芸部といえば、あの人だよ。

　うん、雛ひな代しろさん。あなたはここ最近、いろんな人に武流くんのことを聞いて回ってるのに、なんで雛代さんのところにはまだ行ってないのかなーって。

　……あはは、近寄りがたい雰囲気ね。わかるけど、雛代さんはたぶんいい人だよ。まあ恋のライバルになっちゃうかもだけど……って、あれ。もう行っちゃうの？

　おーい。私も連れてってよー。おーい！
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　葵あおいやマリーと合流した俺たちは、揃そろって高層ビルを出た。

「まさかとは思ったけど、武たけ流ると一緒に来た残りの二人が、あんたたちだったなんて……」

　呆あきれた顔をする雛ひな代しろさんに、葵とマリーが微ほほ笑えみかけた。

「だって紗さ姫きちんが急に、『やっぱ花火大会に行きたかったよ～』、とか言ってくるしさ。さすがに、ちょっち心配するじゃん？」

　葵は声こえ真ま似ねをしたつもりなんだろうけど、まったく似てない。

「ですね。哀れすぎて、こっちが泣きそうになりましたよ。ヤクザに捕まったなら、素直に助けてって言ってくれたらいいのに。紗姫先輩はくそ弱い一般人なんですから」

　雛代さんが俺の袖を引っ張って、耳打ちしてきた。

「あんたがこの二人を連れてきたの？」

「ち、違うよ。勝手についてきたんだって。こいつらなりに雛代さんを心配して……」

「それはありがたいけど、葵たちは普通の高校生なのよ。なんで追い返さなかったの」

　ああ、面倒臭い。もういっそのこと、全員の素性をバラしてやろうかとも思ったけど、やっぱりやめた。普通の高校生活をエンジョイするうえで、わざわざそんな非日常なことを伝える必要はないからな。

「でもさ、紗姫ちん。荒あら垣がきさんだっけ？　本当にあの人を逃がしてもよかったわけ？　紗姫ちんをヤクザに拉致させた首謀者なんしょ？」

「……違うわ。義に兄いさんは関係ない。今回のことは、私が自分から首を突っ込んだのよ」




　応接室で荒垣を気絶させたあと、あいつはすぐに目を覚ました。まるで憑つき物ものが落ちたように、スッキリした顔をしていた。荒垣のペンダントだった古い鏡が砕けたとき、なんか影みたいな物体が飛び出していったように見えたけど、まさかあれが原因……なわけないか。それはさすがに、オカルトすぎる。誰も気にしてない様子だったし、たぶん俺の見間違いだろ。

　とにかく、そんな荒垣に駆け寄った雛代さんは────いきなり張り手を食らわした。

　事情は知らないけど、めっちゃ泣きながら「殺しをしないって約束するなら、私も協力する」とか、「お願いだから、二度とそんなことしないで」とか、そんな言葉を繰り返していた。

　そしたら荒垣は、しばらく黙って雛代さんを見つめたあと、こう言ったんだ。

「約束はできないが、善処する」

　まだ引っかかる部分がありそうだったけど、それでも雛代さんは、すごく嬉うれしそうに笑ったんだよ。他人には絶対に見せない、家族にだけ見せる優しい笑顔。俺たち文芸部にも、いつかそんな笑顔を見せてくれる日がきたらいいんだけど。

　それから荒垣は、応接室から出て行こうとした。

「待って義に兄いさん！　どこに行くの!?」

「……これだけの騒ぎが起きたんだ。もうここにいても、大おお和わ田だは来ないだろう。だから俺はまた奴やつを探すことにするよ。お前は桐きり原はら武流と一緒に、日常とやらに戻るがいい」

　荒垣は雛代さんの日常を裏から支えるために、ひとりで組織と戦い続ける決意をした。

　それでも雛代さんとしては、やっぱり家族が心配なわけで。何度かついていくって言ってたけど、荒垣の決意は固かった。大事な妹には、もう組織と無縁の生活を送ってほしいんだと。

「じゃあ、俺が手を貸してやろうか？　そのほうが早く組織を潰せるぞ」

　そう切り出してみたんだけど、荒垣は。

「必要ない。それにお前には、俺の代わりに紗姫を守るという仕事がある。お前は紗姫の日常を奪おうとする奴やつらを、全員ぶちのめしてくれるんだよな？」

「……ははっ、当然だろ」

　こうして荒垣は、微笑を残して立ち去った。そのあと雛代さんに聞いたんだけど、あいつは組織を潰すために、組織の能力者として内部に潜り込んでいたんだと。

　今後、荒垣はどうするつもりなんだろう。また別の支部に移るのか。それとも組織を抜けて追われながら戦うのか。

　いずれにしても、荒垣なら一番いい運命を選び取れるはずだ。そういう能力があるからじゃない。最後に見せたのは、妹の身を一番に案じる優しい兄貴の顔だったから。




「んー、早く警察、来ないかなぁ」

　葵が伸びをした。さっきこいつがスマホで呼んだんだ。雛代さんの拉致事件として。

　組織の能力者たちは、昏こん倒とうさせたヤクザたちと一緒に縛り上げて、全員倉庫に閉じ込めてある。これでこの支部の能力者たちは、みんな捕まっておしまいだ。なにしろ殺人とかも平気でやってる犯罪者集団だからな。叩たたけば叩たたくほど、埃ほこりが出てくるに違いない。

「結局、私のせいで、花火大会には行けなかったわね……本当にごめんなさい」

　雛代さんがぽつりとつぶやいた。

　…………そうだ。俺も忘れていた。あんなに楽しみにしてたのに！

　スマホで時間を確認する。もうとっくに始まってる頃だ。ここは花火大会がある俺たちの街から、県境をまたいだ場所。今から向かっても、まず間に合わない。

　それでも俺は────諦めたくなかった。

「行くぞ、みんな！」







「あーあ、警察の事情聴取を放り出してまで、どうする気なんって思ったら……」

　葵がぶつくさと文句を垂れる。まあ気勢をあげた俺が向かった先は、近くの広い川に架かる橋の上だったんだから、がっかりされるのも無理はないけど。

「調べたんだけど、あの花火大会は、最後にでっかい花火が打ち上がるんだと。もうすぐその時間なんだよ」

「……あれは河か川せん敷しきの花火大会だから、この橋からでも見えるかもしれないって言うの？」

　雛代さんの言葉に頷うなずく。さっきのビルの屋上に行こうかとも考えたんだけど、あそこは俺が電撃魔法で穴を開けてしまったんで危ないからな。うろうろする時間もないし、だったらこの橋の上がベストじゃないかって思ったんだ。

「いや、いくらなんでも無理じゃね？　ここから会場まで、何十キロあると思ってんの」

「そうですよ。県をまたぐんですから」

「私もさすがに……ここからは見えないと思うわ」

　みんな完全に諦めている。でも俺は信じてるんだ。きっとこの橋の上からでも見えるって。

　昨日、雛代さんは俺たちの前から姿を消した。だから文芸部は、今日の花火大会にも参加しないことになっていた。全員が揃そろってないと意味がないって結論になったからだ。

　でも……今はこうして、みんながいる。雛代さんが戻ってきて、またみんなが揃そろった。今日の花火大会を見に行くための条件が揃そろったんだ。

　だからどうしても見たいんだ。少しだけでいいんだよ。雛代さんが本当は行きたかったって言ってくれた花火大会。そのほんの一部だけでもいいから、みんなと一緒に見たいんだ。

「きっと見える！　絶対に見える！　運命は変えられるんだ！　それを証明したいんだよ！」

　俺にならって、葵もマリーも、それから雛代さんも……みんな静かに、花火大会が開かれている方角に、真剣な眼まな差ざしを向けていた。

　すると。

　川の遥はるか向こう側に。




　ぽっ、と。小さな花火が、頭の先だけ────見えた。




「は、はは…………ほら！　確かに見えただろ!?　諦めなくてよかっただろ!?」

「……あははっ。ちっさ」

「ですね。線香花火みたいでした」

　口ではそう言ったものの、葵とマリーは、とても満足そうな顔をしていた。

　そして雛代さんは────目尻に涙を浮かべていた。

「本当に見えた……確かに見えたわよ……諦めなければ、本当に、本当に見えるんだ……！」

　今の花火は、俺たちに光明をもたらす、ささやかな日常のシンボルになった。

　変えられない運命なんてない。諦めなければ、なんだってできる。だから普通の人間じゃない俺たちだって、普通の高校生としての日常を送ることは、できるはずなんだ。




「…………そうだわ。まだ言ってなかったわね」

　雛代さんは目尻を拭うと、改めて俺たちに向き直った。

「武流。それにみんな。こんな私を、たくさん救ってくれて────ありがとう」

　……あれ。雛代さん、いま俺たちに……？

「え、急にどうしちゃったわけ？　別にあたしら、たくさんなんて救ってないけど？」

「そうですよ。そこは『助けてくれてありがとう』ですよね？　やっぱ先輩、国語苦手？」

「あ、あんたたちには、たくさん救ってもらったのよ！　だからお礼言ってるのに！」

「そもそも紗姫ちんがお礼言うなんて、ガラじゃないからやめなって」

「ですね。気持ち悪いですよ。そんなに構ってほしいんですか？」

「あんたたちね……っ！」

　葵やマリーとじゃれ合う雛代さんを見て、俺はつい口元が緩んでしまう。

　もうそこに、人を寄せ付けない鉄仮面のヒナシロ姫はいない。俺たちはただの他人じゃなくて、本当の友達になれたんだ。

　だって雛代さん、いま初めて笑ってくれたから。

　荒垣に向けたような、心を許した相手にだけ見せる、とてもいい笑顔をくれたから。




　もうすぐ本格的に夏が始まる。

　そしたら文芸部で、海に行ったり山に行ったり、ささやかな日常を謳おう歌かするんだ。

　俺たちは異世界転生者で、異能力者で、サイボーグで、ヴァンパイアハーフで。

　そんなメンバーだからこそ、またいろんな非日常に巻き込まれるかもしれない。でもそんなものは、全部乗り越えてやる。俺たちなら、きっとそれができるんだ。




　だからこれは、普通じゃない俺たちの、非日常な戦いの物語ではなくて────。

　紛れもなく。誰がなんと言おうと。

　俺はこう宣言する。




　平穏な『日常』の物語である、と。







[image: エピローグ２]

　夜風が吹き付けるマンションの屋上に、シルクハットをかぶった男が立っていた。その顔は病的なほどに青白く、両目は燃えるように赤い。怪人──そう呼ぶにふさわしい風貌だった。

　その怪人が手にしていた水晶玉に、夜闇を飛んできた黒煙のような影が吸い込まれていく。

「……ふふ。すばらしい力です。やはりあの男は逸材でした」

「そこまでよ！　怪人マッドハッター！」

　ひとりの少女が、シルクハットの怪人──マッドハッターの前に、ふわりと舞い降りた。青と白を基調としたガーリーな衣服。その背に生える二対の翼を使って、空を飛んできたのだ。

「さすがに早かったですね……それでこそ、我らが宿敵というものです」

　翼の少女が短いステッキを突きつける。

「あれだけ膨大なマイナスエナジーを感知すればね。その水晶、壊させてもらうから」

「ククク……私が『鏡』を渡した男は、本当によくやってくれましたよ」

　怪人マッドハッターは、素質のある人間に近づいて、『鏡』を渡す。願望の成じよう就じゆを手伝ってくれるお守りだと嘯うそぶいて。しかしその実態は、願がん望ぼう成じよう就じゆのための仄ほの暗ぐらい情念を増幅させ、怪人が求めるマイナスエナジーとして変換、吸収するためにある。

「これで我々の理想に一歩近づきました。これだけ高濃度のマイナスエナジーが手に入れば、もはや破壊神の復活も目前でしょう」

「そんなことはさせない！　この私が止めてみせる！」

　翼の少女がステッキを振り下ろすと、それは神こう々ごうしい輝きを放つ弓に変化する。そして胸に下げている小さなクリスタルから、同じ輝きの魔法の矢を生成した。

「ルソン・ド・リュミエールッ！」

　叫びながら魔法の矢を放つ。マッドハッターは体軸をずらしてかわしたものの、矢は中空で反転して、ガラスの破片のように細かく分散、光の雨となって再び怪人に襲いかかる。

　身の回りに防御結界を張って防いだ怪人マッドハッターは、シルクハットに手を添えた。

「……さすがにひとりでは分が悪い。これにて失礼しますよ」

　少女の「待て」という言葉程度では、留まらせる拘束力がない。怪人は煙のように消えた。

「逃がしちゃった……もう時間がないのに」




　少女は翼を使って屋上から飛び降りる。地上では、ひとりの女子高生が待っていた。

「もう、いきなり行っちゃうんだから、びっくりしたよ」

　その女子高生は、空から降りてきた翼の少女を見ても、特に不思議がっている様子はない。

　翼の少女が軽く頭を下げる。

「ごめんね。膨大なマイナスエナジーが集束していくのを感じたから。そろそろ敵は、本当に異世界の破壊神をこっちに呼び出しちゃうかもしれないもん」

「そんなのが出てきても、魔法少女ファム・ファタールは絶対に悪には負けないんでしょ？」

「だといいんだけど……さすがに負けちゃう気がするよ。光の女王様が言ってた。その異世界の破壊神っていう存在は、山を砕いて海を割るんだって。そんな怪物がこっちに呼び出されたら、地球は間違いなく滅んじゃう。勝てる人がいるなら会ってみたいよ」

　女子高生は「うーん」と唸うなって、

「……だったら絶対に、その破壊神の復活を止めてよね。じゃあ私、もう変身を解くよ？」

「うん。いつも私の代役をしてくれて、ありがと」

　それに笑顔で応じた女子高生の体が、ぼんやりと輝く。光が収束した頃には、白い毛並みをもつウサギのような小動物に変化していた。

　続いて翼の少女が、魔法のステッキをくるりと回す。それを合図に、やはり彼女の体も聖なる光に包まれて────翼の生えた不思議な衣装から、学校の制服姿へと戻った。

「やっぱり制服より、魔法少女の格好のほうが、かわいいよね」

　ウサギのような小動物が、流りゆう暢ちような人語でそう言う。

「武たけ流るくんに見せたら、絶対かわいいって言ってくれると思うけどなぁ」




　魔法少女ファム・ファタールこと、本物の朝倉奈々子は、頰を真っ赤に染めてうつむいた。




「あんなコスプレみたいな姿、見せられるわけないよ～……」

　羞恥で呻うめく奈な々な子この肩に、小動物が飛び乗る。

「でも本当によかったね。急に変わった武流くんを見て、もしかしたら怪人が化けてるのかもって疑ってたんでしょ？　わざわざいろんな人に聞き込みまでしちゃってさ」

「あはは……でも今日のデートで確信したよ。やっぱり武流くんは武流くんだって。まっすぐで全力で、私がよく知ってる普通の男の子だった。あなたにも感謝してるよ。魔法少女としての戦いはもっと激しくなりそうだし、また私の姿で代役をお願いする機会も増えると思う」




　世界のいたるところでは、人知れず敵と戦っている不思議な存在が大勢いる。

　彼ら、彼女らは、自らの正体を隠して、一般社会に溶け込んでいるのだ。




　日常を求める武流が、奈々子の正体に気づくまで、あと一ヶ月────。








あとがき






　こんにちは。真ま代しろ屋や秀ひで晃あきです。

　前作の『まさか勇者が可愛すぎて倒せないっていうんですか？』から数えて、一年と二ヶ月ぶりの新作となります。自分でも完成までこんなにかかるとは思ってませんでした。もう僕の存在を忘れてしまった方も、今回が初めましての方も、この機会にぜひマシロヤの名前を覚えていただければと思います。せーの、「「ましろーん！」」。

　はい。そんなわけで時間がかかりましたが、新作の『異世界帰りの俺（チートスキル保持）、ジャンル違いな超常バトルに巻き込まれたけれどワンパンで片付けて無事青春をおくりたい。』をお届けしました。

　発売までも長かったけど、タイトルも長い。

　前作の『まさか勇者が～（略）』も十分長いんですけど、本作はそれをはるかに超える長いタイトルになってしまいました。数えてみたら、60字ですよ。しかも最初はもう少し長くて、削った結果がこれです。担当氏と相談した結果、言いたいことを全部入れてみました。

　今回のお話は、異世界を救って帰ってきた少年が、異能力者やサイボーグ、吸血鬼といったジャンル違いの人たちの戦いに巻き込まれるけど、ぜんぶワンパンで片付けて無理やり日常に戻ろうとする内容です。ほら、タイトルに全部の要素が入ってるでしょ？

　さて、そんな本編は楽しんでいただけたでしょうか。

　じつはここまでのチート主人公を描いたのは、今回が初めてだったりします。ヒロインたちがピンチになっても、とりあえず主人公の武流が出てくれば、どんな敵でも一発で終わる。もはや彼の登場は、戦闘終了が近いことを伝える『時報』ですよ。プロットを見返しても「武流、ここでワンパン」とかしか書いてませんし。いろんな面で爽快ですね。

　ではここで、毎度恒例の謝辞を。

　担当編集者の平井様、阿南様。いつも「早く書けよ」とケツを破壊するぐらい叩きのめしてくださり、本当にありがとうございます。気持ちよかったです。ドＭです。お二人がいなければ、完成しなかったことでしょう。ご褒美にまたお酒をごちそうしてください。

　そしてイラストの葉は山やまえいし様。お忙しい中、きつい進行で素敵な絵を描いてくださって、本当に感謝しております。サイボーグや吸血鬼など、世界観の違うキャラがたくさん出てくる本作のキャラデザは、なにかと大変だったと思います。もしお会いする機会がありましたら、お酒を注がせてください。

　そしてそして。本作を手に取っていただいた読者の皆様方に最大の感謝を。

　では、またお会いできることを祈って。最後までお付き合いくださり、本当にありがとうございました！

　というのはブラフで、まだ続きます。

　電子版で読まれている方は、２ページに見せかけたあとがきがじつは４ページあったんだ、とお察しください。

　ページが余っているので、ここからは制作裏話を書きますね。

　本作が生まれたきっかけは、確か担当氏と焼肉を食べていたときだったと思います。お酒も入っていて、結構べろべろだった状態での、こんな会話です。




担当氏「異世界転生者って万能なんだよな。スキルいっぱいあるし、ステータス高いしさ」

マシロヤ「でもいくら強くても、さすがに巨大ロボットとかには勝てませんよ」

担当氏「いや、機械が敵なら、魔法剣サンダガ乱れ打ちだろ」

マシロヤ「ぎゃはは！　それおもろいっすね！」

担当氏「もしくは瞬間移動魔法でコックピットに潜り込んで、パイロットをボコとか」

マシロヤ「きゃっきゃっきゃ！　それ確かに無敵ですわ！」




　まあ、お酒の席でのバカ話です。そのときは別のプロットを作っていたんですけど、これがボツになりまして。そこで担当氏が言ったんです。

「てかこの間、飲んでたときの話あったろ。あれでいいんじゃね？」

　こうして、「異世界転生者の主人公がいろんなジャンルの敵をブチのめしていく」という流れができました。まさか酒の席のバカ話から生まれるなんて、創作って奥が深いですねぇ。

　でも、ここからが大変だったんですよ。いろんなジャンルのキャラとか設定とかを掘り下げて一本のストーリーにするのは、想像以上に苦労しまして。完成もめちゃくちゃ遅れてしまいまして。担当様やイラストの葉山えいし様には、本当にご迷惑をおかけしました……。

　本作の主人公の武流は、決して諦めない心をもつ元英雄です。だから平凡な日常生活も決して諦めません。いろんなジャンルの敵を瞬殺し、苦しんでいるヒロインたちを助けては、「よし運動会だ」とか言って強引に普通の日常に戻っていく。まあギャグなんですけど、少しだけ胸が熱くなって、少しでも皆様の心に残る一冊になっていれば、これに勝る喜びはありません。




　というわけで、二巻に続きます。

　今回のラストは「あんな感じ」になってますが、ちゃんと二巻で回収するのでお楽しみに。

　ではでは、今度こそ最後までお読みくださって、本当にありがとうございました！

　よかったら二巻もお買い求めくださいまし！





現在、部屋に流れている曲……『ハロー！ ドラミちゃん』～by 山野さと子～




六月十一日　真代屋秀晃
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